















































英雄エルフちゃんが二人の弟子を育てます！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　Contents









序章

第一章　英雄の師弟

第二章　束の間の休息

第三章　不穏の森

第四章　城郭都市

Next Prologue

特別付録　書き下ろし短編

















　荒野の夜は暗い。月明り程度ではどうにもならないほどに、そこは魔性の領域だ。

　そんな夜空をも焦がすほどの火柱が、村のいたるところで轟ごう々ごうと立ち上る。

　ぱちぱちと音を立て、家屋を構成していた木材が爆はぜる。

　大気を食い尽くす炎の咆ほう哮こう。

　焼き尽くされる家屋の断末魔。

　そしてもうひとつ──

　ひっきりなしに聞こえてくるのは、その顔を知っているはずの、誰かの悲鳴。

　その声が誰だれのものだったか、彼には思い出せない。あまりに悲鳴が恐ろしかったからか、それとも顔を思い出してしまえば心が砕けると、本能的に悟っての自己防衛だったのか。

　生まれ育った村が焼け落ちる様子を呆ぼう然ぜんと見つめる。

　馬車の振動に視界が揺れる中、村が遠ざかっていく。思い出もなにもかも、炎の中に置いてきたまま。

「ウェズリーっ、振り落とされるぞ！」

　身を乗り出していた彼の小さな身体からだを、兄が乱暴に引っ張る。

　尻しりもちをついてから上半身を持ち上げ、燃える村と兄とを交互に見る。

「兄さん……なんで、逃げるの……？」

　馬鹿なことを聞いたように、兄は顔をしかめる。

「そんなの、村が獣アロステイアに襲われたからに決まってるだろっ！」

「まだ……人が残ってる。ランディも、ミーナも……」

「あきらめろ、馬鹿！　どうにもできないだろ！」

「……なんで？」

　兄は舌打ちをして、吐き捨てる。

「〈黙示録の獣アロステイア〉相手に、なんの力もない人間が敵かなうはずないだろうッ！」

　唇をきつく結ぶ兄に、彼はもう問いかけようとはしなかった。

　その代わりに、見た。馬車に乗る家族の姿を。

　幼い妹を抱いた母も、兄も、御者席の父も──誰だれもが暗く沈んだ顔をしていた。

　その表情が示すのが『絶望』という感情だと気づき、彼は疑問を覚える。

（なんで、逃げなければいけないんだ……？）

　──ああ、そうだ。あそこは自分たちの村で、あそこで燃えているのは自分たちの隣人だ。なぜそれを、当然のことだと思って諦あきらめられる？

　彼の中で、ひとつの感情が芽生える。

　怒りだ。十に満たない小さな身体からだに怒りを滾たぎらせながら、兄の言葉を反はん芻すうする。

（なんの力もない人間が敵うはずない……？　──だったら、手に入れてやる）

　一個の炎の塊となって燃え盛る故郷の村を見据え、誓う。

（必ず──必ず、戻ってくる……！　力を手に入れて、奪い返してやる──！）

　力ずくで奪うというのなら、それ以上の力で奪い返してやる。




　──そのためなら、なんにだってなってやる。
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　砂混じりの風が、唇の水分をあっという間に奪っていく。

　ざらつく感触を不快に思いながら、口ひげをたくわえた中年の傭よう兵へい団長は苛いら立だった声を張り上げた。

「……おい。伝令はまだ戻らねぇのか？」

「順調にいけば、そろそろ応援が来るころなんですが……」

　質問というよりは確認だ。いかんともしがたい、腹立たしいこの現状の。

　傭兵団長は舌打ちする。傭兵稼業この仕事が順調に運んだ例ためしなどない。

（さすがに、腹くくるしかねぇかもな）

　人口二百人程度の小さな町だ。大都市のような外壁など望むべくもない、木材で組まれた粗末な防壁は、荒野の風を受けただけで軋きしみを上げている。それが傭兵じぶんたちと、背後の村で怯おびえる村人の生命線になっているというのは、なかなかに参る現実だ。

　その生命線が、外側からの強い衝撃を受けてたわむ。部下たちがなんとか防壁を補修しようと走りまわっているが、それよりも防壁が歪ゆがむペースの方が明らかに早い。

「……まったく、嫌んなるぜ」

　もともと、さして意義のある人生を送れる器だと思っていたわけでもない。それでも、今日が死に時だと鷹おう揚ように構えていられるほど、自分の命を突き離していたわけでもない。

（つっても、この村を見捨てても酒がまずいしな）

　どちらかと言えば、後味の悪い仕事をして酒がまずくなる方が問題だ。

　一際強い衝撃が防壁に走り、砕けた木材の隙すき間まから黒々とした獣毛に覆われた腕が伸びる。悲鳴を上げて男たちが距離をとった隙に、獣の腕は防壁の穴を力づくで広げていく。

「……クソッたれの獣アロステイアが」

　腰の剣を引き抜く。分厚い刃やいばを肩に乗せ、今まさに防壁を破ろうとする獣を睨にらみつける。

「てめぇら、どいてろ。俺おれが死んだら全員でやれ」

　傭兵団長の鋭い眼光に部下たちが息を飲み、唇をかみしめる。

「──団長っ、伝令が帰ってきました！」

　叫びは背後から上がった。

　汗だくの状態で馬を走らせるのは、付近の街に応援を呼びに行った部下だ。部下は傭兵団長のそばで馬を止める。

「ただいま戻りました！」

「おう。……で、応援はどれくらいだ？　五十か、百か？」

「それが、その……」

　気まずげに視線を逸そらす部下。傭よう兵へい団長は眉まゆをしかめ、声を張り上げる。

「はっきり言わねぇかッ！」

「三人です！」

　──傭兵たちの間に、沈黙が落ちる。

「……ふざけてんのか？　獣アロステイア十匹相手にするのに、三人だと？　騎士団様はオレらに死ねってのか？」

「い、いえ、騎士団ではなく……」

　団員の言葉は防壁が砕かれる音で遮られた。

　──そこにいたのは、体高二メートル半を超える黒影。狼おおかみのような外見でありながら、二本の足で立ち上がっている。全身の体色は闇やみを凝固させたように黒一色で、本来目のある位置には眼球に相当する器官が存在しない。

「あ……〈黙示録の獣アロステイア〉……ッ！」

　誰だれかが震える声で、その名を口にした。

　──人類の天敵である、異形の怪物。人間を殺すことだけを本能とする、自然界の摂理から外れた、神を冒ぼう瀆とくする怪物。

　異形の怪物を前に、団員たちが震えながら武器をとる。

「てめぇらッ！　増援はあてにならねぇ、オレたちだけで──」




「──誰があてにならないって？」




　──疾風のように傭兵たちの間を駆け抜けたのは、馬の背に立つ一人の少女。

　どういうバランス感覚をしているのか、その少女は疾走する馬の背に直立していた。

　横でくくった髪が風を受けて暴れる。村娘のような平服の上に最低限の防具を合わせただけの軽装。武器らしきものは一切持っていない。十代前半と思おぼしき年齢を考えるまでもなく、戦場に立つにはあまりに無謀。

　なれど少女は、獣へと一直線に馬を走らせる。

「バカがっ、なにを血迷って……！」

　怒鳴りかけた傭兵団長が息を飲む。

　馬が怯おびえて方向転換しようとした瞬間──少女は自ら馬の背を蹴けり、飛んだ。

　疾走の勢いを乗せた跳躍は、少女の身を高々と蒼そう穹きゆうにはね上げる。

　放物線が向かう先は、異形の獣。獣は少女が落ちてくるのを待たず、牙きばを剝むいて跳躍。少女を空中で迎え撃つ。

　傭兵たちの誰もが、少女が八つ裂きにされる光景を幻視した。

　直後──膨れ上がる、まばゆい蒼そう光こう。

　少女の両手の指先が虚空にそれぞれなぞったのは、青白い光の円に包まれた複雑な図形──魔ま導どう式しき。発光する円が異次元との出入り口であるかのように、剣の柄つかが現れる。

　少女が手を交差させて同時に柄を手にし、剣を引き抜く。

　現れたのは、片手でも斬ざん撃げきに重さが乗るよう、切っ先に重心を置いた金色の曲剣。

　純金でもあるまいに、金属としてはありえない色味の双剣の片方を、獣アロステイアへと投とう擲てきする。

　回転する曲剣が獣の眉み間けんに直撃。深々と突き刺さる。

　少女は体勢を崩した獣とすれ違いざま、自ら投げた剣の柄に手をかけて姿勢を制御、獣の周囲を旋回。もう一本の曲剣が、幾重にも斬線を刻む。

　少女が着地すると同時、獣は空中でばらばらに分解。黒い霧──瘴しよう気きをまき散らして消滅した。

「獣を、一瞬で……？」

　啞あ然ぜんと少女を見つめる傭よう兵へいたち。その間を縫い、新たな馬が走りこんでくる。

「キリエっ、先にいくなと言っただろう！」

　現れたのは、十代半ばほどの少年。線が細いものの精せい悍かんな顔立ちに、挑むような力強さを感じさせる眼まな差ざしが光る。身に纏まとうのは、魔術師メイガスらしいフードつきのローブ。

　馬から飛び降りて隣に並ぶ少年に、少女は子供っぽく唇を尖とがらせる。

「だぁって、二人とも遅いんだもん」

　防壁に開いた穴からは次々に獣が侵入してきているが、動じた様子もない。

「……おまえら、何者だ？」












　胡乱うろんげな眼まな差ざしで問う傭よう兵へい団長に、頭ひとつ分小さい少年が臆おくせず見上げて言う。

「ご挨あい拶さつだな。増援を望んだのはあんたたちだろうに」

　二人は言葉を飲み込む傭兵団長に背を向けると、躊躇ためらいなく獣アロステイアの群れへと歩を進めた。




「んじゃ、ウェズリー。多く倒した方が勝ちってことで。あたしもう一匹倒したかんね」

「遊びじゃないぞ、キリエ」

　少年──ウェズリーは杖つえを手に、キリエと呼ばれた少女と肩を並べる。

「それじゃ、よーい……ドンっ！」

　言下、キリエの身は一陣の風となり、獣の群れへと滑り込む。

　一方のウェズリーは虚空に指を滑らせ、光の図形──魔ま導どう式しきを二重に展開。精せい緻ちな紋様を描きだしていく。

「《焼き尽くせ・煉獄の炎蛇フエーゲフオイアー・シユランゲ》ッ！」

　杖を触媒として狙ねらいを定めるや、魔導式が回転。炎の帯が一直線に飛ひ翔しようする。

　炎は獣に直撃、その身体からだに蛇のように巻きつき、炭化するまで焼き尽くした。

「まず一匹……」

「二ぃ、三の──はい四匹～」

　戦果を数えようとするウェズリーの出鼻をくじくように、気楽な声が獣の群れの中からあがった。

　その姿は、さながら人型の狩猟動物だ。獣たちの爪そう牙がを薄皮一枚で見切り、時に跳ね、時に地を這はうように動き回って獣たちを翻ほん弄ろう。振るわれる刃やいばは、着実に獣を刻んでいく。

　計算された動きをなぞる演舞のような戦いに、傭兵たちが目を奪われ、ため息を漏らす。

　ウェズリーは小さく舌打ち。

「キリエ！　いったん引け、僕がやるッ！」

　言って、描きだしたのは三重の魔導式──上級魔術。

　それを見てとったキリエは獣を踏み台に空を舞い、家屋の屋根へと退避する。

「《吹けよ嵐・不可視の刃・諸人を斬きり捨すて・塵ちりへと帰せ──風縛陣シユトウルム・クリンゲ》！」

　三重の魔導式が交互に回転。引き起こしたのは、局所的な大気の渦──竜巻。

　巻き上げられた砂さ塵じんが竜巻となり、残る五体の獣をその中に閉じ込める。

　竜巻は十秒ほど続き、やがて砂嵐が晴れていく。

（……どうだ？）

　術の戦果を確認しようとするウェズリー。しかし、そこには傷を負い、四肢を欠損しながらも、いまだ死には至っていない獣たちの姿があった。

「にゃはは、だめじゃん」

　キリエがケラケラ笑い、ウェズリーは唇を嚙かむ。

「だからさぁ、ウェズリーに上級魔術は早いって、ししょーも言ってたっしょ。魔導式の回転だってぎこちなかったし。そもそも魔力圧が足りてないんだよ」

　ふと──足元が揺れる。一定の間隔で響くそれは、足音のようでもあり──

　少年少女は口を噤つぐみ、音のする防壁の方へと目をやる。

　直後、防壁が弾はじけ飛とんだ。

　現れたのは、身の丈五メートルを超える、岩をくみ上げて作ったような巨体。

「タ、タイタン型だ……！」

　絶望の声が、傭よう兵へいたちからあがる。

「……おい、ガキども。ありゃあ、おまえさんらの手に負える手合いか？」

　傭兵団長が苦い口調で問う。ウェズリーは顔をしかめて首を振る。

「……残念ながら、火力不足だ。あと、ガキはよせ」

　その答えに、傭兵たちの間に暗い空気が漂う。

　そこへ──




「す、すみませんっ、遅れましたー！」




　──背後から、間延びした声が響く。

　その場にいる者たち全員の視線が集まる。

　現れたのは、妙に露出度の高いメイド服のような衣装を纏まとった銀髪の少女。豊かな胸を跳ねさせながら、息を切らして走ってくる。

　白い肌と銀髪の間から見える尖とがった耳から、大陸先住民であるエルフだとわかる。

　あまりに場違いな少女の登場に、傭兵たちは先ほど以上に啞あ然ぜんとする。

　自分のそばで足を止め、肩で息をする闖ちん入にゆう者しやに、ウェズリーが半眼で問う。

「先生……馬はどうしたんですか？」

「それが、そのぅ……途と中ちゆうで振り落とされちゃいました。臆おく病びような子だったみたいで、そのまま逃げちゃって……」

「それで、ここまで走ってきた、と」

「はい、すみません……」

　申し訳なさそうに謝る少女。

「……給仕は呼んでねぇぞ。誰だれだかしらねぇが、今は一大事だ。さっさと逃げな」

　傭兵団長が一ダースの苦虫を嚙かみ潰つぶしたような渋い顔で言う。

「え？　あ、タイタン型ですね。こんなところにまで出るなんて……やっぱり、獣アロステイアの分布が変わってきてますね。後でコレットさんに報告しないと」

　一方、少女は大型の獣を目の当たりにしても平然としている。

　そうこうしているうちにも、他の獣を従えたタイタン型が地響きを立てて向かってくる。

「おまえら、弓で牽けん制せいしろ！　できるだけ時間を稼いで、その間に村の連中を──」

「いえ、あなたたちは下がっていてください」

　傭兵団長の言葉を遮るウェズリー。じろりと団長がウェズリーを睨にらむ。

「……なんのつもりだ？　おまえらじゃあ、手に負えないんだろう？」

「ああ、僕とキリエでは無理だ。でも、先生が来た」

　平然と言って、少年は一歩前へ出る。

「──先生、僕とキリエが時間を稼ぎます。その間に詠唱を」

「はいっ！」

「キリエ、注意を引け」

「ほいほーい」

　キリエは軽く言うと、タイタン型の周囲を飛び跳ね始める。巨人の腕が少女を捉えようとするが、関節の可動限界を見極めたキリエの動きにはついていけてない。

「退どけっ、キリエ！　──《埋葬せよ・白砂の棺シユネーフエルト・ザルク》！」

　その間に魔ま導どう式しきを完成させたウェズリーが起動呪文ブート・スペルを叫ぶ。

　言下、タイタン型の足元の地面が流砂と化す。巨人が足を流砂にとられて動きが鈍る。が、深さが足りないらしく、完全に進行を止めるには至らない。

「《戒めろ・深緑の縛縄ツヴアイク・ケツテン》！」

　続けて魔術を発動。周囲の地面を割って飛び出した蔓つる植しよく物ぶつが巻きつき、タイタン型を拘束する。が、タイタン型はすぐに蔓植物を引きちぎり、流砂の範囲から出てしまう。

「にゃははっ。全然だめじゃん」

「……あんなでかいの、そうそう押さえてられるか」

　おちょくるキリエに、ウェズリーが苛いら立だつ。

「──十分です。完成しましたから」

　銀髪の少女が一歩前に出る。

　その眼前に展開されるのは、巨大な三重魔導式。

　少女が手に持った杖つえを向けると、三重の魔導式が交互に回りだす。

　その回転はウェズリーの魔導式よりもはるかに速く、力強い。余剰魔力が周囲に青白い火花スパークを散らす。魔導式に過剰な魔力圧を注つぎ込んだ際に起こる現象だ。

（上級魔術ですら、魔力圧が余ってるなんて……）

　息を飲むウェズリーの眼前で、銀髪の少女が囁ささやくように唱える。

「《灼やき滅ぼせ・断罪の劫火アグニ・フレア》」

　言下、炎の神の名を冠する必滅の劫ごう火かが解き放はなたれる。

　砲身は火花を散らす魔導式。

　撃ち出されるは、鋼鉄をも蒸発させる灼しやく熱ねつの火柱。

　──轟ゴウッ！

　人をまるごと飲み込むほどの白熱の光こう芒ぼう。

　火柱の超高熱に炙あぶられた大気が、乱流となって吹き荒れる。

　目を灼かんばかりの白光。十分な距離を置いてなお感じる熱波。

　魔術の劫火が走り抜けたのは、わずかコンマ数秒。

　──その一瞬が、世界を塗り変えた。

　熱風渦巻く中、傭よう兵へいたちが恐る恐る顔を上げる。

「タイタン型が……！」

　熱された大気が陽炎かげろうとなり、風景が歪ゆがんでいる。その先、巨人がいた場所にあったのは、二本の石柱──タイタン型の脚部だった。それ以外は火柱に飲み込まれ、周囲の獣アロステイアともども完全に消滅してしまったらしい。

　啞あ然ぜんとした数十の視線が火柱の軌道をさかのぼり、少女へと到達する。

　膨張した大気が生んだ上昇気流に煽あおられ、夜の月を映したような銀髪がなびく。

　──それはまるで、戦場に舞い降りた戦女神のように美しく。

　傭兵たちは崇敬の眼まな差ざしで、銀髪の少女を見つめる。

　少女は無数の視線に気づくと、困ったように視線を泳がせ、

「あの、えっと……ど、どうも、お騒がせしました……」

　的外れなことを言って、ぺこりとお辞儀した。





　　　２






　──世界は滅びに晒さらされていた。

　二百年前に突如として地上に姿を現した異形の獣──〈黙示録の獣アロステイア〉。

　通常の生物と一線を画する怪物は人の領域を侵し、緩やかにレムニア大陸を滅びへと向かわせていた。

　第十八代英雄、ヒューイット・クライゼルが命を賭とした戦いを繰り広げた『ヴィクティム防衛戦』から五年。

　緩い諦てい観かんの中であるいは慎つつましく、あるいは享楽的に日々を送っていた人々は、改めて気づかされた。

　──この世界の余命は、そう残されてはいないのだと。

　レムニア大陸中央に位置する前線都市ヴィクティムは、東部に位置する大陸国家の中枢である聖王都レスパイオスに次ぐ重要都市だ。なにしろ、ヴィクティムが陥落したということは、大陸全体の半分に当たるヴィクティム以西が、まるごと獣の勢力圏になったも等しいのだから。

　ヴィクティム陥落後、西部ではいくつかの交易ルートが潰つぶれ、多くの集落で生活が立ち行かなくなっている。この五年で地図から消えた集落も、十を下らない。

　だからこそ──




「だからこそっ！　英雄が必要なんですっ！」

　狭い馬車の中で身を乗り出し、ウェズリーは断固たる口調で言い放はなった。

　ガタゴトと揺れる車内で対面するのは、銀髪のエルフ。年齢は五つほど離れているが、あどけない顔立ちから同い年か、時として年下のように感じてしまうこともある。それでも、彼女はれっきとしたウェズリーの『先生』だった。

「救世の旅、おおいに結構！　大陸西部、特にヴィクティム南西に広がるこのサウスロック地方は獣アロステイアの出現数も多く、年々被害は拡大しています！」

　かつて、彼女の師である先代英雄は、前線都市ヴィクティムを拠点としていた。

　多くの人口を擁する街ほど獣を引き寄せることは経験上知られている。ヴィクティムは大陸西部の防衛拠点であると同時に、獣をおびき寄せる役割も兼ねていたのだ。

　しかし──ヴィクティムが陥落したことで獣の出没地域は分散した。結果、これまでは見向きもされなかった小規模な集落が襲われるケースが相次いだのである。

　ゆえに、ウェズリーたちは〈黙示録の獣アロステイア〉を討伐すべく、レムニア大陸西部を旅しながら、獣と戦っていた。

「で・す・がっ！　他にもやることはあるでしょう！」

　ウェズリーは身振りも交えて力説する。

『先生』に対する『弟子』の態度としてはいささか以上に横柄なものだったが、当の『先生』──フィオレンツァ・アリギエーリは、ウェズリーをなだめるように手の平を向け、

「えっと、つまり……どういうことですか？」

　困った風にくりっと小首を傾かしげて問うフィオに、ウェズリーは苛いら立だたしげに頭をかきむしる。

「だぁぁああ、もうっ！　ですから、継承の話です！　いつも言ってるでしょう！　もう待ってられません！　いい加減、どっちを正式な後継者にするか決めて下さい！」

　もう何度繰り返したかわからないやりとり。その返答も、やはり繰り返し耳にしたものであり、

「それは……まだ決められません」

　困り顔のフィオに、ウェズリーはうな垂れる。

「ねぇ、ウェズリー君。英雄っていうのは、実力があれば誰だれでもなれる、というものではないと思うんです」

「人間性ということですか？　だったらキリエなんて問題外じゃないですか。いつだってふざけてて、戦ってる時だってへらへらしてる。こんな奴やつが英雄になったら、大陸の人間は皆絶望します！」

　言って、座席に寝そべって足をぱたぱた揺らしている少女を指さす。

　少女は二人のやり取りには我関せずとばかり、馬車の後方に流れる景色を眺めていたが、

「あれ？　結局ほとんど獣倒せなかった奴がなんか言ってる？」

「う、うるさいな……！　術の発動位置は完かん璧ぺきだったんだ！　ただちょっと……火力が」

　徐々にしどろもどろになるウェズリーを、キリエは「にゃはは」と笑ってからかう。

「火力不足は十分に問題っしょ、温室育ちの秀才君」

「……その呼び方はやめろ、キリエ。僕は自分の意志で、とっくに学院を出た」

「へぇへぇ。もの好きなことで」

　キリエは茶ちや化かすように肩をすくめ、ウェズリーから視線を外す。

　相手にされていないようで頭に血が上りかけるが、その言葉が真実を指していることは否ひ定ていできなかった。

　──わかってはいるのだ。火力不足それが自分の欠点だということは。

「ウェズリー君。無理に上級魔術を使おうとするのは、身体からだに悪いですよ？」

「……霊脈の過剰励起を心配してるんですか？　そんなもの、管理できて当然です」

　人間が魔術を行使する際、大気に漂う遍在魔力アストラルをその身に取り込むことが必須となる。高度な術ほど必要な魔力の圧力は高くなるが、術者の許容量を超える魔力圧を無理に自身の霊アストラル体に取り込めば、悪影響が出る。最悪の場合、障害が残ったり、二度と魔術が使えなくなってしまう。

「そうですか？　それならいいんですけど……」

　それでもなお心配そうに、フィオは言う。

　──本来、〈黙示録の獣アロステイア〉との戦いは要よう塞さいに篭ろう城じようし、誘いこんだ獣アロステイアに集中砲火を浴びせるのがセオリーだ。遠距離攻撃魔術と言えば元素系魔術が基本だが、獣を効率よく屠ほふれるだけの火力を持つ者はそうそういない。だが、世の中には例外も存在する。

　そう──ちょうど、フィオのような。

　自分の師が生まれつき特殊な体質を持っていることは知っている。対して、ウェズリーの魔術師メイガスとして重要になる先天的な魔力圧許容量は、平均よりも少し上という程度。こればかりは、努力で補える限度がある。

　それでも──ウェズリーは英雄になることを諦あきらめることはできなかった。

『分を弁わきまえろ』

　脳裏に蘇よみがえるのは、誰だれの言葉だったか。

『おまえは天才とは違うんだ。身の程を知れよ』

　かつて所属していた学まなび舎やで、幾度となく浴びせられた嘲ちよう笑しよう、罵ば倒とう。そういった輩やからは、いつでも自分が敵かなわない相手を天才という言葉でくくり、目を逸そらしていた。

　天才などという言葉は、凡人が自分を諦める時の言い訳に過ぎない──それが、ウェズリーの持論だ。

　確かに、キリエの戦闘能力は目を瞠みはるものがある。加速アクセル系魔術で身体能力を底上げした上での軽々とした身のこなしと、獣の群れにも怖おじ気けづかない胆力。実用性が低いとされている錬金魔術を、実戦レベルで使いこなすセンス。

　傍はた目めには、二人の優劣など明らかであろう。

　けれど、ウェズリーは認めない。認めたら、そこで全すべてが決すると──これまで積み上げてきたものが台無しになると、心のどこかで確信していたから。

「……英雄になるのは、僕だ」

　ウェズリーは気づいていない。自分に言い聞かせるように呟つぶやく横顔を、フィオが複雑そうな顔で見ていることに。




（……ウェズリー君は頑かたくなですね）

　フィオは馬車の窓から物憂げに空を仰ぎ、小さくため息をつく。

（ヒューイット様……弟子を育てるって、大変ですね──）

　少女は左手首に嵌はめられたブレスレットに右手で触れる。割れた金属板で作られた奇妙な品だ。恐らく、元々は他の用途に使われていたものなのだろう。

　フィオはここにいない誰だれかに恋焦がれるように、もう一度、今度は深くため息をついた。







　──英雄。今こん日にち、その言葉を聞いてレムニア大陸の人々が思い浮かべるのは概おおむね、世界を破滅から救わんとする、一子相伝の秘術の継承者のことだろう。

　ウェズリーにとっては少し違う。彼にとって英雄というのは幼い頃ころに読みふけった物語の主人公であり、目標であり、あとはまぁ初級魔術もろくに撃てないポンコツ師匠のことだった。正確に言えば、使えないのは初級魔術だけであり、上級魔術、さらには本来複数人で負担を分散するはずの戦術級魔術までを一人で起動させてしまうデタラメな人なのだが。

　固定砲台要員としての役割はこの上なく優秀。ある意味、元素系魔術の使い手としては完成形とすら言えるだろう。

　だが、当の本人はというと英雄の貫かん禄ろくを持つにはほど遠く、先日など、

「ウェズリー君っ、見てくださいっ、ほらっ！　わたし、ようやく中級魔術が制御できるようになったんですよっ！」

　などと童女のように瞳ひとみを輝かせて褒めて褒めてオーラをまき散らす師を前に、ウェズリーはなんとも言いい難がたい苦笑いを浮かべるのがやっとだった。

　尊敬していないわけではない。初めて会った時──無謀にも単身荒野を渡ろうとして獣アロステイアに出くわし、絶体絶命だったウェズリーを助けてくれた時など、その魔術の手際のみならず、輝く銀髪の美しさに戦の女神が舞い降りた、などと思ってしまったりもした。

　だが、弟子入りしてからというもの、第一印象の貯金は見る間に失われ、〈黙示録の獣アロステイア〉討伐の旅に同行して一年が経たつころには、ポンコツ師匠にまで印象が格下げされていた。




　数時間後──そんな一行が乗る馬車は、少し大きめの地方都市に辿たどり着ついた。

「やっと着いた……」

　げんなりした顔のウェズリーに、キリエが声をかける。

「これくらいでへばってんの？　都会育ちは軟弱だねー」

　無邪気なところがかえって癪しやくに障り、思わず声が刺とげ々とげしくなる。

「……うるさいぞ、野生児。あんなクッションもない馬車に五時間も揺られれば、誰だれだって消耗する」

「ししょーと旅してからもう一年になるのに、まだ慣れないの？　ねっ、ししょー」

　言って、振り向くキリエ。

　そこには、青い顔で膝ひざをつくフィオの姿があった。

「あぅぅ……気持ち悪い……」

「僕よりひどいじゃないか……」

　ウェズリーのじとっとした視線。キリエはフィオのそばでしゃがむ。

「だいじょぶ、ししょー？　飴あめいる？」

　ポケットから取り出した棒付きキャンディロリポツプを、フィオの目の前で振るキリエ。

「……ありがとうございます、キリエちゃん。大丈夫、ちょっと酔っちゃっただけだから」

　言って、よろめきながら立ち上がるフィオ。

　キリエはキャンディの包装をはずし、自分で咥くわえる。と、ウェズリーと視線が合う。

「……あげないよ？」

「いるか、そんなもの」

「あの、ウェズリー君、キリエちゃん。二人とも、もっと仲良くできませんか？」

　困ったようにフィオが窘たしなめる。

「こいつの言葉遣いが汚いのが悪いんです」

「このガキがいちいちつっかかるのが悪いっしょ」

　お互いを指さし合い、言葉が重なる。同時に嫌そうな表情を浮かべる。

「その口の悪さはどうにかならないのか？　それとも、育ちが悪いと魂にまで卑しさが染みつくのか？」

「へぇへぇ、どうせあたしはあんたみたいな温室育ちで世間知らずのお坊ちゃんとは違いますよー」

「誰が温室育ちだ。僕は自分の意志で聖王都を出たんだぞ。安全な場所でのうのうと胡坐あぐらをかいているような奴やつらと一緒にするな」

「あれ、そこ引っかかるの？　むしろ自分で意識してるんじゃない。大体、最初に会った時だってあたしに助けられなきゃ死んでたくせによく言いますわー、ぷぷー」

「おまえじゃないっ、先生に助けられたんだ！」

　なおも言い争いを続ける二人に、フィオは深々とため息をつく。

　ウェズリーは咳せき払ばらいすると気を取り直し、フィオに向き直る。

「それで、先生。先方はどこにいるんですか？　それらしい出迎えはないみたいですけど」

「それが、その……この町で、としか聞いてなくって」

「なんて大おお雑ざつ把ぱな……」

　げんなりするウェズリー。

「すみません。簡易型の魔導通信機は、細かい情報を伝えるのには不向きなんですよ」

　フィオが荷物の中から取り出したのは、手の平に収まるサイズのガラス片。その中央には青白い光で文字が浮かび上がっていた。

「こんな風に、村の名前や大体の座標を伝えるのがせいぜいで」

　最近になって実用化された通信用の道具だ。特殊な波長の魔力の波を大気中に満ちる偏在魔力アストラルに伝でん播ぱさせ、受信器で受け取る。魔力の波長を暗号に置き換えることで、情報を伝えることができるという品だ。

「『一週間後にこの町で』ということでしたので。ちょっと遅れちゃいましたけど……まだいるかな？」

　不安そうにするフィオ。と──

　ガシッ。その足首に、なにかが巻きついた。

　見れば、細い指が蛇のように絡みついていた。

「ひいぃっ!?」

　悲鳴をあげると、いつの間にか足元に這はいつくばっていた人物が、ぼさぼさに伸びた前髪の隙すき間まからフィオを見上げた。

「な、なんだ!?」

「敵？　斬きる？　斬っていい？　ねぇ斬っていい？」

　フィオの悲鳴にウェズリーが目を白黒させる一方、キリエは錬製した剣を逆手に構え、なぜか目を輝かせている。が、地面に這いつくばる人物が修道服を着ていることに気づくと、つまらなそうな顔になって剣を光の粒子に分解する。

「……え？　あ……もしかして──」

　フィオもようやく自分の足首をつかんでいる人物が誰だれであるかに気づいた。

「コレットさん……？」

「……ご無ぶ沙さ汰たしております、フィオさん。さっそくですが……」

　旧知のシスターはフィオの名を呼び、

「ごはん奢おごってください」

　普通にたかってきた。




「ごちそうさまでしたー。いやはや、一時はどうなることかと思いましたよ～」

　手近な食事処どころで数人分の食事を平らげ（フィオの奢りだ）、コレットは言った。

「なにしろこの三日間、飲まず食わずで山越えでしたからー」

「はぁ……というか、どうしていつもそんなにぎりぎりなんですか？」

「財を蓄え私腹を肥やすのは神の教えに反するとか、そんな感じ？」

「いや訊きかれましても」

　困ったように苦笑するフィオ。

「で、首尾はどうでしたかー？」

「あ、はい。獣アロステイアの進路は箱舟機関コレツトさんの情報通りでした。おかげで、大きな被害を出す前に迎え撃つことができました」

「それはよかったですー」

　師の隣で、ウェズリーは修道服姿の女を眺める。

（シスター・コレット……王室直属の情報調査機関、通称箱舟機関の構成員エージエント。先生とは旧知の仲みたいだけど……）

　なんともまあ──うさんくさい。

　箱舟教団というそのまんまの名称の新興宗教を隠かくれ蓑みのに、大陸全体の情報を集めているらしい。が、実際にフィオに接触してくるのはこの女と、時折同行している少年だけのため、いまいち全容がつかめない。

「で、最近はどんな感じですか？　救世の旅を続ける英雄の所感としては」

「あはは、大げさですよ。……でも、そうですね。ここ最近の傾向として、〈黙示録の獣アロステイア〉が群れを作ることが多くなってきているように思います。強力な個体も増えました」

「ふむふむ？　もともと獣アロステイアは姿もてんでばらばら、仲間意識があるんだかないんだか分からない連中でしたからね～。確かに気になりますー。ちょうど、五年前のヴィクティム防衛戦前後の状況と似ていますしねー」

　フィオの表情が険しくなる。

「まさか……あの時みたいなのがまた……？」

「いえ、それはないと思いますよ」

　不安そうなフィオに、コレットはあっさり否ひ定ていの言葉を口にする。

「あれ以来、うちの機関でも遍在魔力アストラルの流れには気を配ってまして、地中まで含めて異常がないか探っています。記録から考えると、あれだけの大型個体が生まれるには、七十から八十年ほどの期間が必要になると考えられています」

　それを聞いて、フィオはあからさまにホッとした様子だった。

（ヴィクティム防衛戦……か。先生が英雄を継承したのもその頃ころみたいだけど）

　その時の話を詳しく聞いたことはない。フィオの様子を見るに、気安く踏み込むことは躊躇ためらわれた。

「けど、それならどうしてこんな現象が？」

「これはあくまで推測なのですが──〈黙示録の獣アロステイア〉は見た目よりもずっと異質な生き物だと考えられています。獣が経験したことや見たものは、種全体で学習し、共有されているのではないかと」

「学習……ですか？　それは、言葉で教えるような？」

「いえ、彼らの発生する声に言語のような複雑なパターンがあるとは考えられていません。もっと異質な方法システムが構築されているのではないかと。それによって、五年前に現れた神化個体、〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉が持っていた指揮能力に近いものが、獣全体に備わり始めている可能性があります」

　ウェズリーが口を挟む。

「〈黙示録の獣アロステイア〉全体が進化しているということですか？」

「そう考えられています。やっぱり気になります？　ウェズ君は聖王都の学生さんでしたものねー。順当にいけば、研究機関に引き抜かれていたかもしれませんね」

「……あの場所に未練はありません」

　古巣を引き合いに出され、つい声に険が混じってしまう。

「出世コースを蹴けってまでやりたいことがあったんですねー。立派ですー」

　のんびりと言うコレット。どうにも、このつかみどころのないシスターは、その言葉の裏に別の意味があるような気がして好きになれなかった。

「話を戻しますが……獣アロステイアは滅ぼされると瘴しよう気きになりますが、あれは死を迎えているというよりは、別の形態に変化しているだけではないか、との見方もありまして。ちょうど、水が氷になったり、水蒸気になったりするように。そして、拡散した瘴気はやがて、他の獣の一部として生まれ変わる」

「つまり、経験を積んだ獣が瘴気に戻ることで、その経験が大陸中の獣に共有されると？」

「察しが早くて助かりますー。まあ、〈黙示録の獣アロステイア〉の研究と言っても、獣を生け捕りにすることも瘴気を採取して分析することもできない以上、報告をまとめて推測するっていう不確かな方法しかないんですけどねー」

　と、ストローで遊んでいたキリエが唇を尖とがらせて言う。

「ししょー、あたし外出てていい？　退屈ー」

「あ、はい。そうですね。私はコレットさんともう少し話があるので、二人はどこかその辺で時間を潰つぶしていてください」

「いや、僕は別に。キリエ、おまえもおとなしく話を……って、いないし！」

　窓の外を見れば、既に外に出て軽やかなステップで露店をひやかすキリエの姿があった。

「ウェズリー君。キリエちゃん、一人だとどこまで行っちゃうかわからないので、一緒にいてください。ね？」

　フィオは手を合わせてウェズリーを見上げる。ウェズリーはしばし憮ぶ然ぜんとしていたが、やがてため息をついて観念する。フィオに頼まれるとどうにも断わり辛づらかった。

「……わかりました。貸しひとつですよ」

「はい、了解しました」

　冗談めかして敬礼のような仕草をするフィオ。本来なら、弟子が師の言いつけを聞くのは当たり前ではあったが、こうも素直に応じられるとどうにも毒気を抜かれてしまう。

　ウェズリーはため息をつくと、自分の杖つえを手に店を後にした。




　キリエを追いかけるウェズリーの姿を窓越しに眺め、フィオは微笑ほほえむ。

「母親のような顔ですねー」

　コレットの言葉に、フィオはこそばゆそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「そんな立派なものじゃないですよ。あの子たちの師匠として、大したこともできてないですし」

「ご謙けん遜そんを～」

「本当です。……私には、ウェズリー君にちゃんと魔術の手ほどきをすることはできないですし、キリエちゃんについては、むしろ私の護衛をしてもらっている状態です」

「おやおや、思いつめちゃってますねー」

　束つかの間ま、前髪の間から覗のぞくコレットの瞳ひとみが鋭さを見せる。けれど、それは一瞬のことで、フィオが気づく前にへらっとした顔立ちに戻っていた。

「そんなフィオさんに朗報です～」

「え？」

「例の件、手がかりがつかめましたよ」

　ガタン、と椅子を蹴け立たてて立ち上がる。

「それじゃあ……！」

　いつになく興奮した様子のフィオに、コレットは微笑ほほえんで頷うなずく。

「はい。もしかすると──これで、人類の希望が繫つながるかもしれません」




「キリエ、待てったら」

　ふらふらした足取りで路地を進むキリエの肩を、ウェズリーが止める。

「本当に落ちつきがないな、おまえは。フォローする僕の身にもなってくれよ」

「……あの人、好きくない」

「あの人って……シスター・コレット？」

「そ」

「まあ、確かに変わった人ではあるけど……でも珍しいな、おまえが誰だれかを嫌うなんて」

「んー。嫌いっていうのとは少し違うんだけど。なんだかね、底が見えないっていうか本音が見えないっていうか……いつもへらへら笑ってて、不気味」

「いつもへらへらしてるのはおまえも一緒だろうに」

「……一緒にすんな」

「痛っ、おい、蹴るなよっ」

　脛すねを軽く蹴られ、思わず飛び上がるウェズリー。

　キリエはぶすっと唇を尖とがらせたまま路地を進む。歩調が少し緩やかになったのは、ウェズリーを撒まく気がないからだろう。

　まったく、と胸中で文句を吐きながらも、ウェズリーはその後に続く。

（……こいつとも、そこそこの付き合いになるよな）

　出会ったのはちょうど一年前。キリエは既にフィオの弟子だったため、姉弟子にあたる。とはいえ、キリエが戦士フアイタータイプなのに対し、ウェズリーは魔術師メイガスであるため、後輩として教えを乞うたこともないが。

（というか、危なっかしくて僕が世話役やってるようなもんだよな……）

　この少女は一般常識に欠けるきらいがある。物心がつくまで特殊な環境で育てられたというようなことを聞いていたが、それが影響しているのかもしれない。

　だからか、なんとなく妹の面倒を見ているような気になってしまう。

（妹……か）

　聖王都の実家にいるはずの妹のことを思い出す。

　──今いるのはサウスロック地方の外れあたりで、ヴィクティムまでは馬車で二日ほどだ。そのヴィクティムから聖王都までは街道が整備されているが、それでも馬車で十日以上かかる距離だ。

　思えば遠くまで来たものだ、とウェズリーは感慨深く思う。

（実家を出て、一年と少しか……）

　当時は大した路銀も持っておらず、節約のため徒歩で移動していた。しかも途と中ちゆうで〈黙示録の獣アロステイア〉に襲われ、逃げ回るうちに遭難しかける始末。

（まぁ、そこを先生に助けられたんだから、運がよかったんだろうな……）

　そのまま押しかけ弟子となり、今に至る。

　──「旅に出たい」。そう言ったウェズリーを両親は止めようとしたし、学院の同級生たちもそろって首を捻ひねった。

　いわく──この時代に聖王都で公職に就けることがどれだけ幸せだと思っている。

　いわく──おまえは自分の人生を棒に振る気か。

　いわく──ゆくがよい、兄あに様さま。大海を知らずば成長はない。凡夫として生を食いつぶすをよしとせぬその生き方、私だけは認めよう。

　妹だけはなぜかやたら尊大な口調で後押ししてくれたが。

　と──先を歩くキリエが曲がり角に差し掛かった時だった。

　角から現れた人物の肩にキリエがぶつかる。

「……あぁ？」

　頭ひとつ分背の高い男がキリエを見下ろす。牛革を使った上着は軽けい鎧がいとまではいかないものの、それなりに丈夫そうだ。これ見よがしに腰のベルトにナイフを吊つっており、無法者一歩手前の街の不良という風情だ。

「おい、ガキ。人にぶつかっといて詫わびもなしか」

（またか……だからキリエのおもりは嫌なんだ）

　探険のつもりなのかなんなのか、キリエはいつも人通りの少ない暗い道──つまりはこういった輩やからが好む場所へと足を踏み入れる傾向があった。

　昨今、地方都市は景気が悪い。景気が悪ければろくな働き口がない。結果、日々の不満と体力を持て余した連中は実益を兼ねた憂さ晴らしとして、旅人を相手に金銭を巻きあげようとする。

　いつの間にか背後に二人、前方には男が三人に増え、道を塞ふさいでいた。いずれもウェズリーより体格がよく、下卑た笑みを浮かべている。

「おい、そっちのガキ。おまえ、この女の兄貴か？」

「いや、別に兄弟では──」

「どっちでもいいんだよ、ンなこたぁ」

（なら聞くなよ！）

　内心で思いながらも、ウェズリーは男たちが余計なことをしないようにと祈っていた。

「なんにしても、人にぶつかっといてだんまりってのはよくねぇよなぁ？　てめぇらの選択は二つにひとつだ。大人しくだすもん出すか、半殺しにされた上で出すもん出すかだ」

「おい、この女ガキだけどなかなかのもんだぜ？　さらっちまうか？」

　冗談のつもりだろうが、キリエの顔を覗のぞき込こんだ男が下品な笑い声をあげる。

（ああ……これはまずいな）

　ウェズリーは半ば諦あきらめつつ、杖つえを握る手に力を込める。聖王都を出る際に魔術道具店で見つくろった杖は、芯しんに銀を埋め込んであるため魔力の中継器として高い性能を誇るが、鈍器としてもそれなりに有効だ。

　呼吸を整え、タイミングを計る。

（初手で背後の片方に一撃、キリエを引っ張って路地の入口まで戻って、追ってきた相手を風の初級魔術で牽けん制せい、人ごみに紛まぎれて──）

　そこまでの手順を頭の中でシミュレートしたところで、男がキリエの肩に手をかけた。

「なぁおいお嬢ちゃん、顔みせろよ」

　まずい、と思うのとほぼ同時──キリエが男の手をつかんで捻ひねりあげた。

　関節に走った痛みに思わず前のめりになった男の肩を踏み台に、キリエが跳躍。空中で器用に身体からだを捻り、他の二人の側頭部を左右の足で同時に蹴けり飛ばした。

（言わんこっちゃない！）

　暗あん澹たんたる思いで呻うめきながら、ウェズリーは罵ば声せいをあげる背後の男の鳩尾みぞおちに杖の先端を打ちこみ、次いで顎あごをかちあげる。脳を揺らされ、男はそのまま崩れ落ちるように倒れた。

　隣の男が慌ててナイフを抜いている間に、するりとその懐に滑り込む。

　左手を腹に押しつけ、

「《吹き荒れよ・風の槍ヴイント・ランツエ》！」

　起動呪文ブート・スペルを口早に唱え、ローブの袖そでの中で密ひそかに描いていた魔ま導どう式しきに遍在魔力アストラルを送り込む。零距離で発動した風の奔流は男の身体を盛大に吹き飛ばし、路地の壁に叩たたきつけて沈黙させる。

「キリエっ、そっちは……」

　振り返ったウェズリーの視界に映ったのは、男の肩に倒立した状態から振り子のように足を振り降ろし、その鼻っつらをしたたかに蹴り飛ばすキリエの姿だった。

　ぐるんと縦に一回転し、うつ伏せに倒れる男。

　反対に、キリエはくるりと回って危なげなく着地する。

（……まあ、心配することじゃないよな）

　とはいえ、言うべきことは言わねばならない。

「キリエ……腹いせにわざわざ絡まれにいくのはやめろ。こっちの身が持たない」

　ぱんぱんと手をはたきつつ、キリエが悪びれもせずに舌を出す。

「にゃはは。でもなんだかんだで付き合ってくれるよね、ウェズリー」

「……仕方がないだろ、先生に頼まれてるんだから」

　深々とため息。

（ほんと、なんなんだろうな。こいつとの関係は……）

　次期英雄の座を争う相手であり。自分にはない天性の素質を持った、憎たらしい姉弟子であり。危なっかしくて目が離せない、素行不良の妹分──のようなもの。

　しかし、体よく追い払われたな──ウェズリーは思う。

　キリエのおもりを任されたのは、問題行動を心配しているというのもあっただろうが、コレットとの会話を聞かせたくなかったからに思える。

（信用されてないのかな）

　そのことを思うと、少し気分が暗くなる。

　それに、フィオはいまだにどちらを後継者にするか明言しようとしない。

　こいつはそのことをどう考えているのだろうかとキリエを見やり、

「……おい、なにをしている」

　当のキリエは、気絶させたごろつきたちの懐から財布をあさっていた。

「いやさ、迷惑料に」

「……英雄の弟子が一般人から金を巻き上げるな」

「ああっ！　露店でかわいいナイフが売ってたのー！」

「おまえの美的感覚がわからない……」

　じたばたと抵抗するキリエの襟首を引っ張り、ウェズリーは路地裏を後にした。




　先ほどの店の前に戻るとコレットの姿はなく、フィオだけがぽつんと立っていた。

「先生、お待たせしました」

　フィオはこちらを向くや、びっくりしたように目を丸くする。

「ウェズリー君……その傷どうしたんですか!?」

「え？」

　頰ほおのあたりを指さされ、拭ぬぐってみると微かすかに血が滲にじんでいた。

　しくじったな、と胸中で毒づく。先ほどの男のナイフが掠かすっていたのだろう。

「いや、これはその……」

「チンピラに絡まれたんだよ」

　言葉を選んでいる間に、キリエがそのままを告げていた。

「ばかっ、おまえ……！」

「ええ!?　怪け我がは!?　他に怪我はないんですか!?」

　案の定、フィオは顔を青くしてこちらの身体からだをあちこち触ってくる。ふわっとした髪の毛の香りを感じ、思わず赤くなった顔を背ける。

「だ、大丈夫ですから！　そんな気にしないでください！　どこも怪け我がしてませんって！」

「ちなみにあたしの方が倒した数多いから」

「おまえもう黙ってろよ！」

　ピースして見せるキリエに叫ぶ。

　大事ないと知ると、フィオは安心したように胸に手を当ててため息をつく。

「それなら、いいんですけど……あまり無む茶ちやはしないでくださいね」

　その言葉は、こちらを過保護に心配しているようでもあったが、同時にウェズリーには、説教されているように思えた。

（……先生からすれば、僕はしょせん子供か）

　初対面からして、自分は助けられる側だった。とはいえ、この一年で幾度も実戦を潜くぐり抜ぬけた。タイタン型相手にだって、アシストはこなした。そのあたりは認めてくれてもいいのではないか？

　と──突然、頰ほおに温かい感触。

「っ!?」

　見れば、フィオの顔が間近にある。

　今の感触には覚えがあった。聖王都にいた頃ころ、飼い犬にじゃれつかれた時に、その長い舌で舐なめられた時に。

「な、なななな、なにを!?」

「舐めると早く治るって聞きましたので」

「どこの民間療法ですか!?」

　エルフの集落で生まれ育ったからか、この人はどこか浮世離れしているところがある。時折突拍子もない行動を起こすから、十代男子としては気が気ではない。

　一方、フィオは恥ずかしがりもせず、きょとんと首を傾かしげている。

　なんだか一人でどぎまぎしているのが不公平に思え、ウェズリーは脱力する。

「先生、あなたは……」

　言いかけ、言葉を飲みこむ。

「……いえ、なんでもないです」

「？　そうですか？」

　不思議そうに小首を傾げるフィオから目を逸そらし、うっかり口から出そうになった言葉を胸中で繰り返す。

　──あなたは本当に、僕たちを英雄にするつもりがあるんですか？──

　フィオの姿は、自分が思い描いていた英雄の姿とはあまりにかけ離れている。確かに、フィオはその体質も含め、魔術師メイガスとして高い実力を持っている。だが、その内面が英雄に適した精神性を宿しているとはどうしても思えなかった。












　先代の英雄がなにを思ってフィオを継承者に選んだのか、ウェズリーには理解できない。

　果たしてこの人に、自分の志が伝わっているのだろうか？　そう疑念を抱いてしまう。

　──このままでは、自分は何者にもなれないのではないか？──

　胸中で頭をもたげた不安に蓋ふたをするように、ウェズリーは強くかぶりを振った。




「それでですね、これからのことなんですけど」

　気を取り直すように、フィオは二人に告げる。

「ここしばらくの旅で、サウスロック地方に分布する獣アロステイアはある程度数を減らせました。しばらくは傭よう兵へい団の護衛だけでも、街道の物資輸送は安定するでしょう。そこで──わたしたちは、これから北東、大陸中央部に向かいます」

　キリエが「げっ」と嫌そうな声をあげる。

「大陸中央って、まさか……」

　恐る恐る問いかけるキリエに、フィオはにっこり笑って告げた。

「はい。次の目的地はかつての前線都市──ヴィクティムです」
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　前線都市ヴィクティム陥落──その一報が入った際、聖王都を襲った混乱は今でも覚えている。

（ヴィクティムはいわば〈黙示録の獣アロステイア〉侵攻を食い止めるための盾……それが破られたとなると、人類の生存圏は大きく後退することになる）

　混乱は暴動寸前にまで膨れ上がった。下手をすれば大陸の秩序そのものが崩壊しかねない事態だったが、どうにか事なきを得た。

　街道を走る馬車に揺られてヴィクティムの外壁を眺め、ウェズリーは思う。

　ヴィクティムが受けた被害で最も大きなものは、西門から中央区を掠かすめ、北東側の外壁まで一直線に続く破は壊かい痕こんだった。都市を囲む外壁が壊れれば、都市に獣アロステイアが雪な崩だれ込こむ。そうなれば、都市の命運は尽きたも同然だ。しかし──

（〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉……天を衝つくほどに巨大な獣だったというけれど……それを倒した先代英雄も大概、化け物じみてるよな）

　数年前に整備された街道は、ぐるりと半円を描くような軌道をとっている。大地に穿うがたれた巨大な窪みクレーターを迂う回かいするためだ。

　窪みは直径にして、およそ八百メートルにも及ぶ。これが、先代英雄が黒竜ニーズヘツグごと千体の獣の軍勢を一掃した際の痕跡だという。外壁が破壊されながらも都市内の被害が最小に抑えられたのは、獣の大部分を先代英雄がここで殲せん滅めつしたからだ。

　成熟した英雄が個人でありながら、一個師団に匹敵する武力を持つという話も、あながち誇張ではないらしい。

「気になりますか？」

　銀色の髪が、ふわりと鼻先をくすぐる。

　フィオが身を乗り出し、ウェズリーの視線の先を追う。小さな馬車の中、同じ窓から外を見ようとすると、当然顔が近くなるわけで。

　きめ細かいフィオの肌を間近で感じ、ウェズリーの心拍数が上がる。

「いや、あの、先生……その、顔が……」

「え？　あ、ごめんなさいっ」

　それとなく指摘すると、フィオは互いの状態に気づいたようで体勢を変える。

　が──

「よいしょ……これで大丈夫ですね」

　景色が見えないとでも受け取ったのか、フィオは座席に膝ひざ立だちになり、ウェズリーの肩に手を置いた。背中からしなだれかかるような恰かつ好こうで、むしろさっきよりも密着度が上がっている。

「ちょうどここがヴィクティム防衛戦の主戦場だったんですよ。〈大地を喰らう黒竜ニーズヘツグ〉はこの窪みクレーターにぎりぎり収まるほど大きかったんですよ」

　フィオは指をさしながら解説する。

　一方、ウェズリーはそれどころではなかった。

　なにせ、馬車が地面の凹凸で揺れる度、頭のすぐ上にあるフィオの胸が上下し、頭にふわふわと当たったり当たらなかったり。というか、ほとんど乗っていた。

　当のフィオは説明に集中しているからか、そもそも無む頓とん着ちやくなのか、ますます身体からだを密着させて説明を続ける。話はいつの間にかヴィクティム復興の下りにまで入っていたが、ウェズリーの頭には入ってこない。

　──指摘するべきか。いや、変に意識していると思われても、この先気まずくなってしまう。いやしかし、このままというのも問題が……

　明めい晰せきな頭脳が、極めて俗物的な思案に揺れる。

（これは……なんの苦行だ？）

　結局、ウェズリーは言い出すことができず、真新しい西門で衛兵に通行証を見せる時まで、その体勢は続いた。

　ちなみに、向かいの席に座ったキリエはというと、












「ああ……やだな、ヴィクティム……やだなぁ……」

　いつになく憂ゆう鬱うつそうな面持ちで、ぶつぶつと呟つぶやくばかりだった。




　かつて、ヴィクティムは二つの顔を持っていた。ひとつが、聖王都に次ぐ兵力を有する、〈黙示録の獣アロステイア〉との戦いの最前線としての顔。そしてもうひとつが、大陸中央部の交易の中心地としての顔だ。

　ヴィクティムの陥落は、この両方の機能を同時に失ってしまうことを意味した。聖王都のある東部へと獣アロステイアの侵攻を許すことも問題だが、その前に物資流通の停滞により、人類社会が破は綻たんすることも喫緊の問題だった。

（聖王都の役人たちがヴィクティム壊滅の被害額を計上するのに忙しい中、陥落したこの都市を再利用することに着目し、尽力したのが、現要塞都市ヴィクティムの領主であるエドアルト・ヴァルトシュタイン）

　最後まで都市に残り、また壊滅後の混乱の中、卓越した手腕で戦災処理の第一手を打った功績が評価され、かの貴族はヴィクティムの領主として認められた。

　前線都市だった頃ころのヴィクティムは、十三人の貴族による合議制で政策が進められていた。世襲制である貴族はしがらみも多く、権力争いが水面下で行われていたこともあり、政策を軌道に乗せる際のフットワークが重くなっていた。

　ヴィクティムがいち要塞都市に格下げされたものの、これにより政策を軌道に乗せやすくなり、復興を効率的に進められるようになったのは皮肉な話だ。

（不幸中の幸い……と言えるようなものじゃないけど。ともあれ、五年間でここまで復興させた手腕は見事だ）

　外壁を補修し、都市インフラを再整備。人脈を駆使して食料や生活用品をかき集め、都市外に避難した住民たちを可能な限り呼び戻し、移民を歓迎した。

　それでも、街のほとんどの家屋はいまだに空き家だし、防衛戦の際の火災による延焼で、都市の三割ほどは更地になったままだ。

「これでも、少しずつ人が戻ってきてはいるんですよ？　まぁ、五年前とは似ても似つかないですけど。この通りも、昔は大きな市場があったんです」

　懐かしむように、フィオは目を細めて馬車の窓から街並を見渡す。

　いつか戻る時のためにだろう、扉や窓に防犯用の木板が打ち付けられた家が並ぶ様は、なんとももの悲しい。

　そんな光景を横目に見ながら、一行を乗せた馬車は目的地である屋敷へと辿たどりついた。




「ふははははっ！　よく来たな、おまえたち！　歓迎するぞ！」

　正面玄関の扉を開くなり、高笑いが降ってきた。見れば、玄関ホール正面にある階段の踊り場で、フィオよりもさらに小柄な少女が腰に手を当てて胸を張っていた。

　前髪が一直線に切りそろえられた長い黒髪。凝った刺し繡しゆうがあしらわれた紺色のドレスと、同色のリボン。アーモンド形の大きな瞳ひとみに爛らん々らんと光を灯ともし、顎あごをつんと上げてこちらを見下ろしている。

「ただいま戻りました、ソーニャ様。……なんか、すごい元気ですね」

　苦笑しながら言うフィオに、ソーニャの隣に控えるメイドが答える。

「このところ仕事に忙殺されていたため、皆様の来訪に舞いあがっておられるのです」

「あぁ……ヘルベルカ様も、お元気そうでなによりです」

　メイド──ヘルベルカが優雅な仕草で一礼する。

　その左手は、遠目には黒い手袋をはめているように見えるが、よく見れば関節部に機械的な部品が覗のぞいているのが見て取れた。

　──五年前のヴィクティム防衛線で、ソーニャの補佐役である彼女は獣アロステイアに攻撃され、重傷を負った。一命はとりとめたものの、左腕は瘴しよう気きに侵され、切断せざるをえなかった。

　黒塗りの義手はエドアルトが友人の技師に特注した品らしい。どんな仕掛けなのか、訓練をこなせば指先まで自在に動かせるとか。ヘルベルカは既に扱いに習熟しているようで、生身の右腕と遜そん色しよくなく動かしていた。

「今こ宵よいはゆるりとしていくがよい。──おおっ、そうじゃヘルベルカ！　アルザーニュ産の二十年ものがあったな。あれを開けよ」

　得意げに指を鳴らすソーニャ。

「さらりと貴重なワインを振る舞う大物のふりをしておりますが、この日のためにわざわざ業者から買い付けました。ちなみに、ソーニャ様は一口飲めば酔い潰つぶれます」

「……ってヘルベルカっ！　わらわの言葉にいちいち解説をつけるでない！　様にならぬであろう！」

「その年齢でなお身体的成長が一切見られないのに、今さら貫かん禄ろくもなにもないでしょう」

「ぐぬぬぬぬぬぅぅぅ……！」

　従者からの遠慮のない言葉に、少女──ソーニャは口惜しげに奥歯を嚙かみしめる。

「もうっ、なんなのじゃ、お主は！　わらわの演出を無駄にしおって！　フィオが半年ぶりにやって来ると知らせがあったから、せっかく色々と用意していたのにっ！」

「今さらそんな見み栄えを張ったところで、ソーニャ様のちんちくりんっぷりは隠せませんよ」

「ちんちくりん!?」

　愕がく然ぜんとするソーニャに構わず、ヘルベルカはフィオたちに向き直る。

「フィオレンツァ嬢、ウェズリー様、あとついでにキリエ。ようこそおいでくださいました。ご滞在中はどうぞご自分の家だと思い、おくつろぎください」

「あっ、それわらわの、わらわの台詞せりふじゃっ！　主人を差し置くなっ！」

　わめき散らすソーニャだったが、一行の視線に気づくと咳せき払ばらいして気を取り直す。

「まあ、そういうわけじゃ。……おかえり、フィオ。よく帰ってきたのう」

「はい──ただいま帰りました、ソーニャ様」

　柔らかい笑みを浮かべるソーニャに、フィオも気を抜いた笑みを返す。

「うむ。まずはつもる話もあるじゃろう。テラスでお茶会などどうじゃ？」

「わたしもお酒は苦手なので、そっちの方がいいですね」

　気心の知れた者同士で交わされる会話に、ウェズリーは少し居心地の悪さを覚える。この屋敷を訪れるのは三度目だが、やはり場違いな感が否めなかった。

（いい人たちなのはわかるんだけどな……）

　気後れするのは、彼女たちが一緒に過ごした時間が作る温かさにだろう。本人たちにその気がなくとも、疎外感を覚えてしまう。

「──ところでキリエ、あなたはどこへ行こうというのです？」

　ヘルベルカの冷ややかな声に、足音を殺してその場を去ろうとしていたキリエがびくりと背筋を硬直させる。恐る恐るヘルベルカを振り向く。

「えっと、その……あたしの部屋、ずいぶん放置してるし？　掃除とかしないとだし？」

　思いっきり目が泳いでいる。

　ヘルベルカの目が怜れい悧りに細められる。

「なるほど。それではわたくしも手伝いましょう。どうせですから、あなたが集めたガラクタ一式、綺き麗れいに片づけてしまいましょうか」

「そ、それだけは勘弁を……」

「では庭に出なさい。腕が鈍なまっていないか、稽けい古こをつけましょう。あなたがフィオレンツァ嬢をしっかり守れるだけの力を持っていなくては、安心して送りだすこともできません」

「えっ!?　だってベル先生、あたし今着いたばっかなんだよ!?」

「〈黙示録の獣アロステイア〉があなたの疲労を汲くんでくれるとでも？」

　有無を言わさぬ物言いに、キリエがうな垂れる。

（本当に苦手なんだな、ヘルベルカさんのこと）

　聞いたところによると、キリエは元々ヴァルトシュタイン家に住み込みで働いていたらしい。教育を担当したのがヘルベルカであり、今でも頭が上がらない数少ない相手だとか。

　ちなみに、キリエにとって『先生』と言えばヘルベルカのことであるため、区別するためにフィオのことは『ししょー』と呼んでいた。

「あ、じゃあじゃあっ！　ウェズリーも参加させてよ！」

　キリエの突然の提案に、ウェズリーはぎょっと目を剝むく。

「おい、僕を巻き込むなよ」

「わたくしは別に構いませんが。どうなさいますか？」

　ヘルベルカがこちらを見て言う。

　逡しゆん巡じゆんしていると、キリエが下から顔を覗のぞき込こんでくる。

「おやおやぁ？　怖いのかな、ウェズリー？」

　見え透いた挑発だとわかっていても、そのにやけ顔が癪しやくに障り、

「……いいだろう」

　ウェズリーはキリエの提案に応じていた。

　師匠としての義務感からか、ヘルベルカと共に庭へ向かう二人をフィオが追いかける。

「……あの……お茶会、は……？」

　その背中に、残されたソーニャはさびしそうに手をのばすのだった。




「せあッ！」

「おりゃあ！」

　ヴァルトシュタイン邸の庭に、裂れつ帛ぱくの気合いが迸ほとばしる。

　ウェズリーが放はなった杖つえの突きを、ヘルベルカはサイドステップで軽やかにかわす。その回避動作の終わりを狙ねらって飛びかかったキリエの蹴けりを、ヘルベルカは身をかがめてやり過ごす。と見せかけ、キリエの足首をつかむと自らの体重をカウンターウェイトにして振り回し、ウェズリーへと投げ飛ばした。

「ちょっ、こっち来んぶげっ!?」

　ウェズリーの顔に、空中で器用に体勢を変えたキリエの靴裏がめりこむ。

　ウェズリーの顔面を蹴って飛び出すキリエ。地を這はう低姿勢で、瞬く間にヘルベルカへと肉薄。訓練用の模擬剣で足を狙う。

　これをヘルベルカは軽く後ろに跳んで回避。休む間を与えず、キリエは回転しながら畳みかけるように膝ひざ、腰、胸を狙って模擬剣を振るう。ヘルベルカはダンスでも踊るようにステップ。ナイフ一本で曲芸めいたキリエの連撃を捌さばく。

「手数で誤ご魔ま化かそうとするのはあなたの悪いくせですね。知性のない獣アロステイアや盗賊程度ならそれでどうにかなっても、手て練だれが相手では通用しませんよ」

　手品のように死角から繰り出された左掌底が、キリエの脇わき腹ばらを突き上げる。

「ぎにゃっ!?」

　ヘルベルカが浮き上がったキリエの真下に潜り込む。なにをしたのか、竜巻に巻き上げられたようにキリエが錐きりもみ回転しながら吹き飛んだ。

　そのまま庭の噴水に頭から落下、水みず飛沫しぶきがあがる。

「……なんでこんな人がメイドなんてやってるんだ」

「愚問ですね、ウェズリー様。あらゆる局面で主あるじをサポートできてこそのメイド。片腕が義手になったのなら、むしろそれを強みとするくらいの意識が必要です」

　がしゃん、左手の義手が駆動し、横に開いたスリットから光が漏れる。

「ちょっ、ベル先生、それの面白ギミック使うの!?　ズルだっ、詐欺だ───っ！」

　噴水から顔を出したキリエが批難の声をあげる。

「やかましいですよ、キリエ。ここからはあなたも加速アクセル魔術を使って構いません」

「え、ほんと？　そんなら──」

　ぺろり、と細い舌で唇を舐なめ、

「遠慮なくッ！」

　直後、キリエの全身が赤い光に包まれる。

　加速アクセル魔術。術者自身の霊アストラル体に魔ま導どう式しきを作用させ、動作と意識を加速する魔術。肉体強化ブースト魔術と並ぶ白兵戦特化型の魔術体系だが、肉体強化と違い筋力が上がるわけではないので、重量級の武器の扱いには向かない。

　だが──練度が同程度ならば、肉体強化よりも加速魔術の方が機動力は上だ。

　地を蹴けったキリエの身体からだが、赤い光の尾を引く。

「それではわたくしも──加速アクセル」

　迎え撃つヘルベルカもまた、加速魔術を発動。ジグザグに走りながら接近するキリエの動きに惑わされることなく、繰り出された模擬剣の突きを右手のナイフで弾はじく。

「ずっこ！　ベル先生も使うんじゃん！」

「ずるいずるいと相手をなじりながら死ぬ気ですか？」

　たちまち、斬ざん撃げきの応酬が始まる。時に木を蹴って頭上から、時に地面を舐なめるような低位置から矢や継つぎ早ばやに繰り出されるキリエの連撃を、ヘルベルカは漏らさず捌さばく。

「すごいですね」

　いつの間にか隣に並んでいたフィオが言う。その横にはソーニャ。二人の接近に気づかないほど、立会いに集中していたらしい。

「キリエちゃんの加速魔術は、ヘルベルカ様に教わったそうです。わたしなんかより、ヘルベルカ様の方がよっぽどキリエちゃんの師匠らしいです」

「……そうですか」

　キリエの動きに目を奪われていたことが癪しやくで、返事がおざなりになってしまう。

「ウェズリー君も、魔術も色々使えるのに武器を使った戦いもできてすごいです」

「……僕の場合、自分に合う魔術を探してあれこれ手を出していたっていうだけです。近接戦闘については、できないよりはと齧かじった程度ですから。街のチンピラや下等な獣アロステイアは相手にできても、タイタン型やベヘモス型みたいな巨大な獣には無意味です」

　認めるのは癪だが──ウェズリーは器用貧乏だった。

　大抵のことで、ある程度の結果は出せる。しかし、どれも『極める』には程遠い。それをコンプレックスに思っていた部分もあるため、フィオから尊敬のまなざしで見られるとどうにもむず痒がゆいものがあった。

「魔術師メイガスなんてのは、単一の魔法系統に特化してればいいんです」

「あー、ヒューイット様も同じようなこと言ってました」

「先代が……？」

　突然出てきた先代英雄の名前に、思わずフィオを見る。

「はい。英雄って言ってもそれぞれの得手不得手があるんだから、自分のやり方を見つければいい、って言ってました。……まあ、わたしの場合見つけるもなにも、ひとつのことしかできないんですけどね。ウェズリー君なら、色々工夫できるんじゃないですか？」

「自分のやり方を工夫、ですか……」

「いぎゃっ!?」

　キリエの悲鳴。見れば、地面に倒されたキリエが背中を踏まれ、じたばたともがいているところだった。少し目を逸そらした隙すきに勝負は決したらしい。

「未熟ですね。加速アクセル魔術の切れは多少マシになりましたが、それに頼って武器の扱いを疎おろそかにしたのでは本末転倒。自分より弱いものばかり相手にしているからそうなるのです」

　説教が聞こえているのかいないのか、キリエは地面に倒れ伏してげっそりしている。

「ウェズリー様、キリエはこの状態ですが、続けますか？」

　こちらに向けられた視線に、わずかに怯ひるむが、

「──いえ、やります。ご指導、お願いします」

　キリエの戦いに見み惚とれてしまったのが癪しやくだった。せめてヘルベルカから一本でも取って見せよう。そう思い、ウェズリーはローブを脱ぐ。

「いい返事です。向上心の強い若者は好きですよ。その心意気に応こたえるべく、メイド式戦闘術の粋すいを凝こらし、お相手致しましょう」

「……お手柔らかに」

　ちょっと、いやかなり不安ではあったが。

　ウェズリーは杖つえを手にすると、ヘルベルカに向かっていった。




　三十分後。そこには体力を使い果たして大の字で地面に寝そべるウェズリーとキリエの姿があった。二人とも全身汗だくで、もはや指一本動かせない有様だ。

「お二人とも、体力が足りませんね」

　一方のヘルベルカは澄まし顔。その差に、理不尽なものすら感じる。

「ていうか、なんでそんなに元気なんですか……？　僕らはこれでも荒野を旅してるんで、それなりに体力はついてるはずなんですが……」

「メイドの仕事は多岐に渡ります。洗濯、掃除、炊事、屋敷の見回り、主あるじの仕事の補佐、護衛、害獣の駆除。それに比べればこの程度の運動、労働のうちにも入りません」

「明らかにメイドの領分を逸脱したものがあった気がしますが……」

　ヘルベルカの底知れなさに冷や汗を流すウェズリー。

「あうぅ……汗が気持ち悪い。ベル先生、汗流してきていいでしょ？」

「好きになさい。フィオレンツァ嬢もご一緒に行かれては？」

　二人の弟子があしらわれる様子をはらはらと見守っていたフィオに、ヘルベルカが声をかける。

「大丈夫、大した怪け我がはしていませんよ。訓練で怪我を負わせるほど未熟ではありません」

　その言葉にほっとしたように胸をなでおろすフィオ。

「それでは、お言葉に甘えて。ウェズリー君はどうします？」

「……僕は後にします」

　というか、一緒に風ふ呂ろに入るわけにもいかないだろうに。

「そうですか？　無理はしないでくださいね」

　にっこりと微笑ほほえむ。顔立ちは幼いのに、妙に母性を感じさせる笑みだ。

「お茶会……」

　連れだって屋敷へと歩いて行く二人に、ソーニャが未練がましく呟つぶやきながら続く。

　ウェズリーとヘルベルカ、珍しい組み合わせの二人が残された。

「……ヘルベルカさん。どうでしたか、僕の動き？」

「悪くありません。日々の地道な鍛錬が窺うかがえます」

「けど、あなたには手も足も出なかった……キリエの方が、ずっとまともに戦えてた」

「あれは頭は残念ですが、近接戦だけなら目を瞠みはるものがありますので。頭は残念ですが」

「……天賦の才、ってやつですか？」

「そう言ってもいいですが、あの子の場合は少し事情が──いえ、この話は無粋ですね。口が滑りました。ご容赦ください」

　常つね日ひ頃ごろから切れ味の鋭い刃物のような口調のこの女性にしては珍しく、歯切れの悪い物言いだった。

「そういえば、先代英雄は元素系魔術も高い練度で使えたと先生から聞いています。多才な方だったんですか？」

「いいえ、まったく。あれはただの剣術バカです」

　命を賭として世界を滅びから救った英雄に、随分と遠慮のない物言いだった。

「ただ、戦場での勘については天性のものがありましたね。それは先々代英雄であるジゼット様も密ひそかに認めておられました」

「……そうですか」

　ウェズリーは憂ゆう鬱うつにため息を吐く。

「というか、キリエより強いんなら、ヘルベルカさんが先生の護衛につく、ということは考えなかったんですか？」

「わたくしはあくまでソーニャ様つきのメイドですから。それと、訂正ですが──わたくしがキリエより強いというのは、あくまで戦闘訓練に限った話です。命のやり取りとなれば、あれに勝てる者は聖王都の精鋭、福音騎士団エヴアンジエル・オルドにもそういないでしょう」

「そんなまさか」

　福音騎士団と言えば、聖王都を守護する大陸屈指の精鋭集団だ。かつてヴィクティムを守護していた騎士団も練度は高かったが、向こうは大陸国家最強と名高い戦闘のプロだ。

「福音騎士団は王室の護衛も担っている精鋭集団ですよ？　〈黙示録の獣アロステイア〉だけでなく、対人戦闘の訓練も受けている。それと渡り合えるっていうんですか？」

「ええ。むしろ──対人だからこそと言うべきでしょうか」

「…………？」

　どういう意味か気になったが、なんとなくはぐらかされそうな気がした。それに、それよりも気になることがあった。

「ところで、ヘルベルカさんは英雄の座を継承する方法についてなにか知っていますか？」

　一拍──奇妙な間があった。

「なぜそのようなことをわたくしに？」

「先生に聞いても、いつも言葉を濁して答えてくれないんですよ」

「それならば、まだその時ではないとフィオレンツァ嬢が判断しているということでしょう。わたくしが口を挟むことではありません」

（……知ってはいる、ということか）

　自分に教えてくれないのは門外不出の術だからかと思っていたが、そうではないらしい。

（僕は……信用されていないのか？）

　ちくりとした胸の痛み。

「それでは、わたくしはこれで。ウェズリー様は？」

「……もうちょっと、ここを訓練に使わせてください」

「承知しました。後でなにか飲みものを届けさせます」

「助かります」

　ヘルベルカを見送り、ウェズリーは姿勢を改める。

　──信用されていないのなら、認めさせるだけだ。

　力不足は痛感している。だからこそ、差を埋めるために鍛錬を怠るわけにはいかない。

（遊んでいる暇はない……まずは、キリエとの差を埋めなくちゃ──！）




　ヴァルトシュタイン邸二階、ソーニャの私室。

　フィオとソーニャはティーセットを乗せたテーブルを挟んで向かい合う。

「どうじゃ、フィオ。わらわもなかなか淹いれ方かたがうまくなったじゃろ？」

　得意げに胸を逸そらしてソーニャが言う。

　実を言えば、茶葉のうまみを最大限に引き出しているとは言えない出で来きだったが、自分を喜ばせようとしてくれているのが嬉うれしくて、フィオは微笑ほほえむ。

「昔は市場に使いを出せばいつでも手に入った銘柄じゃがな。今では、わざわざ取り寄せねば手に入らなくなってしまった」

　少し寂しげに言って、ソーニャはティーカップを口に運ぶ。

　ちなみに、キリエは大浴場で汗を流すと自分の部屋に直行した。旅先では野宿も多いので、今いま頃ごろは柔らかいベッドでだらけているだろう。

「あの二人はどんな具合じゃ？」

「二人とも、素直ないい子ですよ。……それだけに、ちゃんと話せないのが心苦しいです」

「無理もあるまい。ことは二人だけの問題ではない」

「すみません、わたしが至らないばかりに……」

「馬鹿なことを申すな。──わらわは、お主がヒューイの後継者でよかったと思っておる。お主が看み取とってくれたのだから、きっとあやつも安らかに逝けたであろう」

　遠くを見つめる眼まな差ざしには、過ぎ去りし日を思う寂せき寥りようが浮かんでいる。思い出しているのだろう、兄のように慕っていた青年のことを。

　沈黙を紅茶と共に味わう。

　身分も違う、生まれも育ちも、人種すら違う。それでも、沈黙の中で共有できる思い出があれば、二人が友人でいるには十分だった。

「──それで、最近の大陸はどんな感じじゃ？」

　新生ヴィクティムの領主と認められたヴァルトシュタイン家は、その立場の重要性からいくつかの機密情報に触れる権利を与えられた。そのひとつが、一般には秘匿されている王室直属の情報調査機関、箱舟機関の存在である。

　以降は、連絡役であるシスター・コレットの橋渡しのもと、獣アロステイアの頻出する地域にフィオが出向いて獣を掃討する任を負っていた。

「サウスロック地方はそれなりに落ち着きました。人里の近くに現れる〈黙示録の獣アロステイア〉を追い払った後は、聖王都に打診して騎士団を駐屯してもらっていますので、とりあえず当面は安全かな、と。ただ、兵士の数も十分とは言えないようで」

「この五年で放棄された村、獣の襲撃で壊滅した村は両手では数えきれぬからな。お主の働きがなければ、こんなものではすまんかったろう。……おのれ、聖王都の役人どもめ、兵を出し渋りおって」

　はらわたが煮えくり返っているらしく幼い顔をしかめるが、迫力はいまいちだった。

「やっぱり、人手は増やせませんか？」

「聖王都の守りが手薄になることを懸念しておるのじゃ。父上が何度も西部の窮状を訴えに行っておるが、なかなか首を縦に振らぬ。むしろ、〈聖ユスティアの壁〉に兵力を増員しておるからの。まったく、臆おく病びように過ぎるわ」

　聞き覚えのある言葉に、フィオは唇に指をあてて記憶を探る。

「えっと……聖王都があるコルティス平野の外れにある壁……でしたっけ？」

「うむ。北部のヘムズウェル山脈から大陸の南端までを物理的に遮る、長さ数百キロにも及ぶ馬鹿げた規模の壁じゃ。壁と言っても、等間隔で要よう塞さいが併設されておるから、やたらと長い城のようなものじゃがな」

「……それで〈黙示録の獣アロステイア〉が防げるのでしょうか？」

「少なくとも、聖王都にはそう信じておる者が多い。実際、いまだかつて壁の東側に獣が現れたことはないしのう。さすがに五年前は役人も肝を冷やしたようじゃが。まぁ、要は目で見えるなにかに縋すがって安心したいのじゃよ。──まったく、いい気なものじゃ。獣の侵攻が食い止められていたのは、英雄の働きと前線都市の役割あってこそだというに」

　フィオの表情がくもる。

　──わたしじゃあ、人類の希望には力不足なのかな……

（とか考えておるな、この顔は）

　フィオの内心を読み取り、ソーニャは努めて軽く言う。

「ま、そういったことはわらわと父上に任せよ。お主はどっしり構えておればいいんじゃ」

　頃ころ合あいを見計らって、ソーニャが表情を引き締める。

「──さて、本題じゃ。例の話、コレットから聞いていよう？」

　緩んでいたフィオの表情が、にわかに緊張を帯びる。

「はい……見つかったんですね？　あれの手がかりが」

「うむ」

　ソーニャは重々しく頷うなずくと、サイドボードの引き出しから書類の束をとりだす。

「なにせ、この手の品は本来なら聖王都レスパイオスの宮廷で厳重に所蔵されていてもおかしくないものじゃ。なかなか情報が出回らんかったのじゃが、ここ最近になって足がついた。しかも驚いたことに、前の持ち主は元ヴィクティム十三貴族じゃ」

　フィオは目を丸くして息を飲む。十三貴族と言えば、もとはこの前線都市ヴィクティムの行政を担っていた貴族たちである。

「知っての通り、五年前のヴィクティム陥落の際、十三貴族の半数はこの都市を見捨てた。残った貴族は我がヴァルトシュタイン家を除けば、当主が死亡するか財を失なくすかして、聖王都の庇ひ護ご下に入っておる。実質没落したと言っていいじゃろう。

　で──例の品を持っていたのは、都市から逃げた貴族の一人じゃ。聖王陛下に任された都市防衛の責務を放棄した咎とがで追われておっての。持ちだした財産を売りながら隠いん遁とんしていたようじゃが、ひと月ほど前に箱舟機関の者が居場所を突き止めた。その後の取り調べの結果、持ち出した財産の中に例の品があったとわかった。が……既に売り払われた後じゃった」

「それで、今はどこに？」

「売った相手はここより北西部、山やま間あいの城郭都市、エールスベルクの領主じゃ。ここの領主はその道では名の知れた好事家でのう。多くの骨こつ董とう品ひんを収集していたようじゃ。件くだんの人物縁の品となれば、喉のどから手が出るほど欲しいじゃろうな」

「それではやはり──」

「うむ」

　重々しく頷き──ソーニャは言った。

「全すべての秘術を記した、初代英雄の遺物──〈ゲオルギアの魔術書〉は、そこにある」




　屋敷の庭の片隅。ウェズリーの眼前には、二つの魔ま導どう式しきが浮かんでいた。中級魔術のような二つ重なった魔導式ではない。別個の魔導式が二つ、並んで描かれているのだ。

　──遅延詠唱デイレイ・キヤスト。完成させた魔導式を発動させず、保留ストツクしたまま他の魔導式を描き出すという高等技術だ。熟練者ともなれば四つ以上の魔導式を同時に描けるとも言われている。

　そして、もうひとつ──

「──《接続式》」

　二つの魔導式の間にもうひとつ、小ぶりな魔導式を描き出す。その魔導式の前後に、先に作っていた魔導式を動かしていく。

（よし──後は、注つぎ込む偏在魔力アストラルを調整すれば……、……っ!?）

　思った矢先。二つの魔ま導どう式しきの間に火花が走る。

　暴走する魔導式を制御下に置こうとするが、やがて魔導式は弾はじけ飛とんだ。

「……くそっ」

　奥歯を嚙かみしめ、悪態をつく。

（初級同士の接続すらできないのか……！）

　ウェズリーが試していたのは、二つの魔術を直列に繫つないで合成する、連鎖魔導式と呼ばれる高等技術だ。

　組み合わせによっては中級魔術の魔力圧で、上級魔術に匹敵する威力が出せる。その反面、その制御はむしろ上級魔術よりも難しい。

　火力不足を補う手段として密ひそかに練習を重ねていたが、その進しん捗ちよくは芳かんばしくなかった。

　さらに言うなら、もうひとつ──ウェズリーは平行して行っている訓練があった。

「精が出るね、少年」

　背後からかけられた声に振り向く。屋根裏部屋の窓からこちらを見る中年男性の姿があった。

「ヴァルトシュタイン卿」

　ウェズリーはその場で方向転換すると、ヴァルトシュタイン家当主、エドアルトのそばへと滑るように上昇する。その足下には青白い魔導式が浮かんでいた。

「ところで少年。これ吾わが輩はいの気のせいかもしれないんだけど。なんか浮いてない？」

「初歩の重力グラビテイ系魔術です。自分の重さをゼロ付近に保つことで、その場で浮遊する。浮き続けるには、魔導式に一定の魔力圧をかけ続ける必要があります。魔力圧の調整を身体からだで覚える訓練です」

　魔力圧の制御を誤れば転落したり、あるいは弾かれたりする危険がある。ウェズリーはそれをこなしながら、さらに遅延詠唱デイレイ・キヤストと連鎖魔導式の訓練をしていたことになる。

「それは……かなり器用なことなのではないかね？」

「実戦で役に立たないのなら、ただの大道芸と一緒です」

　そっけなく言って、ウェズリーは足下の魔導式を消して屋根に降りる。エドアルトは窓から身を乗り出し、屋根にのぼってくる。二人並んで屋根の上に立ち、夕焼けに染まり始めたヴィクティムの街並を眺める。

「あ、今の吾輩、なんかすごい青春してるっぽい」

「……なにか話でも？」

　面倒くさかったのでさっさと用件を訊たずねる。

　エドアルトの手腕は聖王都でも耳にするほどだ。しかし、本人がこの変人ぶりである。当初抱いていた畏敬の念は、今では搾りカスほどしか残っていなかった。

「悩んでいるようだね、少年」

　単刀直入に切り込んでくるエドアルトに、ウェズリーはわずかに身を固くする。

「……なぜそう思うんですか？」

「わかるよ。吾わが輩はいも幼少のみぎり、姉上の輝かんばかりの才気を前に、自らの凡庸さを忌々しく思ったものさ」

　エドアルトの姉──つまりは、十七代英雄ジゼット・ヴァルトシュタイン。

　大陸中を旅しながら〈黙示録の獣アロステイア〉を狩って回った、流浪の英雄。生まれが貴族ということもあり、その破天荒な生き様を描いた冒険小説や歌劇も多い。かくいうウェズリーも、幼い頃ころはその冒ぼう険けん譚たんに胸を躍らせたものだ。

　それはともかく──

「……僕が嫉しつ妬としていると？」

「恥じることではない。己の未熟を知るは、前に進む第一歩であるからして。人はいつも他人が持っているものを羨うらやむ。しかし、隣の芝生が青いのは大概錯覚だ」

「……それで済ませていいことと、駄目なことがあります」

「無論、これは諦あきらめの言葉ではないとも。かくいう吾輩も、自分の欠点を克服すべく日々剣術の鍛錬に励み、今ではかなりの腕前だ」

「剣の覚えがあるのですか？」

　領主としての手腕はともかく、武芸の心得があるなどと聞いたことはなかったが。

「うむ。吾輩の剣術はヒューイット君にも評価されていたよ。そう──彼はこんなことを言っていた。『おっさんに任せるなら、しんがりで敵を引きつける役だな』と」

「それは囮おとりになるしか使い道がないという意味では……」

　先代英雄はずいぶんと破天荒な人物だったらしい。フィオの師であると同時に『主人』であったとは聞いているが、どうにも人格に問題がある気がしてならない。

（大体、奴隷身分のエルフに英雄の座を継がせようとしている時点で変人だよな……）

　ウェズリー個人としては、エルフに対してはっきりとした差別意識は持っていない。とはいえ、初めてフィオに会った時は面食らったものである。

「ともあれだ。少年、その悔しさを、持てる者にぶつけてはいけない。それは己の内で飼いならし、自らを高める方向に向けるべきものだ」

「……肝に銘じておきます」

　一応は年長者らしい話に落ちつく。

　不意に、エドアルトはこちらに顔を近づけて声を潜める。

「で、少年──君は、二人のうちのどちらが本命なのだね？」

「……は？」

「なに、隠さなくてもいい。少年とて思春期。思春期ゆえに少年。迸ほとばしる十代のなんやかやが色々とあれだろう？　さあ！　遠慮なく迸るがいい！　フィオくんの母性もさることながら、キリエくんの若さゆえのエネルギーも捨てがたい……ふむ、どこへ行くのかね、少年？　迸るのか？　おーい、少年。吾輩はここだよー。カムバーック──ぬおっ、屋根滑るっ、歩きにく……あああああぁぁぁぁぁ──！」

　フェードアウトしていく声と庭木が折れる音を聞き流しながら、ウェズリーはその場を後にした。




　ヴァルトシュタイン邸内。ヘルベルカはメイドたちへの指示を終え、廊下を歩いていた。

　と──

「……ぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁあ……！」

　窓の外から叫びが聞こえ、ヘルベルカは足を止めて外を見る。

　一瞬、窓に縁取られた景色の中、落ちていくエドアルトが見えた。

　植木がひしゃげる音の直後、ズンという落下音、カエルが潰つぶれたような声を聞く。

　ヘルベルカは一秒間だけ窓に視線を止め、特にリアクションせずに歩き出した。

　廊下の向こうからウェズリーが歩いてくる。

「ウェズリー様。鍛錬は終わりましたか？」

「ええ」

「ところでこれは至極どうでもいいことなのですが、先ほどエドアルト様的なものが屋根から落ちてきたように見えたのですが、なにか御存じありませんか？」

「普通、貴族の当主は屋根に登ったり、ましてやそこから落ちたりしないと思いますが」

「まったくそのとおりです。つまり、先ほどのあれはエドアルト様っぽいなにかということになりますね」

　心底どうでもいいことだったので、次の話題に移る。

「ところで、ご入浴はどういたしますか？　まだ夕飯には少し暇がございますが」

　ウェズリーは少し考え、頷うなずく。

「そうですね。では、お借りします」

「ごゆっくり。大浴場はそこの角を曲がったところです」

　会釈して去っていくウェズリーを、ヘルベルカが腰を折って見送る。

「さて──お嬢様たちの様子でも見に行きますか」




「すると、明日には発たつのか？　もっとゆっくりしていってくれてもよいのじゃぞ？」

　ソーニャの私室。寂しそうなソーニャに、フィオが眉まゆ尻じりを下げて困り顔で微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。でも……できるだけ早く見つけたいんです」

「まあ、そう言うのなら無理には引きとめられんか……お主の気持ちもわかるしのぅ」

　親身になって言ってくれるソーニャを、フィオはありがたく思う。

「しかし……いっそ、正直に話すわけにはいかぬのか？」

「それは……」

　いったん言葉を切る。自分の中の不安を手繰り寄せ、丁寧に言葉にしていく。

「……結局、わたしは怖いんです。あの子たちを失望させてしまうのが」

「考えすぎではないか？　お主はよくやっておるよ」

「……わたしは、師匠らしいことをなにもできていません。それに、なんていうか……二人ともタイプが全然違って、どう接していいか迷うことがあります」

　ソーニャは「あー」と苦笑する。

「確かに、見事に正反対の二人じゃのう。相性もよくないじゃろう。ウェズリーは義理がたい犬、キリエは気まぐれな猫という感じじゃしな」

「犬に猫、ですか……それはあんまりなんじゃ」

　ウェズリーに犬の耳としっぽが生えている様子を想像して、フィオはくすりと笑った。




　ソーニャの私室へとやってきたヘルベルカは、扉越しに楽しそうな笑い声を聞く。

　フィオの声だ。年齢も身分も、あと胸囲も大きく違う二人ではあったが、傍はた目めには親友といっていい間柄だ。今回の来訪はヘルベルカにとってもありがたかった。

（なんの話をしているのでしょう？　──犬、それに……猫？）

　察するに、ペットにするならどちらがいいか、という話でもしているのだろう。

「失礼します、お嬢様。ヘルベルカです」

　ノックの後、返事を確認してから扉を開ける。

「おおっ、ちょうどいいところに来た。ヘルベルカ、お主も相談に乗ってやってくれ」

「犬と猫の話ですか」

「ん？　なんじゃ、聞こえておったのか」

「失礼ながら、扉越しに聞こえてしまいました。無作法をお許しください」

「そうか。まあよい、お主なら構わんじゃろ。して、お主はどう思う？」

　なにやら真剣な様子で答えを待つフィオ。思ったより本気の話らしい。

　ならば、どんなことでも最大限、力になるべきだろう。それがメイド道。

「フィオレンツァ嬢は犬と猫では、どちらがより気になっているのですか？」

「えっと……犬の方、ですかね」

「なるほど。であれば話は簡単です」

　犬との関係をよくするには──

「まずは餌えづけですね」

「餌づけ!?」

「はい。と言っても、ただ食べさせるだけでなく、いいと言うまで我慢することを覚えさせなくてはなりません」

「そ、それくらいは最初からできるかと……」

「それは横着というものです。主あるじになるのなら、相応の責任を持たなくてはなりません」

「主……？　主と言えば主……なのかな？　師匠と弟子って……」

　後半はよく聞き取れなかったが、飼い主としての責任を自分なりに考えているのだろう。

「で、でも、それは親から教えられていることでは？」

「いや無理でしょう。高望みしすぎですよ」

　──この子は四足歩行動物になにを求めているのでしょうか。

　以前からどこかずれたところがあったが、あまり改善されていないようだ。

「そ、そうですか……？　……え、これ、わたしがおかしいの？」

「当然です。少しは利口な部類だと言っても、相手はしょせん畜生ですよ？」

「畜生っ!?」

　思った以上に常識を備えていないらしい。となれば、衛生面でも念押しが必要だ。

「次に重要なのは、清潔にすることですね。風ふ呂ろに入れて身体からだを洗ってやるのは大事です」

「お風呂……って、一緒に入るんですかっ!?」

「？　それはもちろん。一人で入れるわけにはいかないでしょう」

　──子犬だと溺おぼれてしまう危険だってあるでしょうに。

「スキンシップも有効ですね。やはり、身体に優しく触れれば安心するものです」

「や、優しく身体に……！」

「ああ、ブラッシングも重要ですね。毛並みを整えると同時に、血行を促進して疲労もとれやすくなります」

「た、確かに疲れは溜たまっていると思いますが……そんなに毛深いですかねぇ!?」

「それは当然毛深いでしょう。ノミなども定期的に取ってあげてください。毛の奥に潜んでいるのを放置すると、かぶれてしまいますよ」

　何を想像しているのか、顔を赤くするフィオ。

「いやっ、いやいやいやっ！　それはさすがに自分でやってもらった方がいいのではっ!?」












「ですから、あの生き物をどれだけ買いかぶっているのですか、あなたは。所詮は地べたを這はいつくばる下等生物ですよ」

「下等生物っ!?　さすがに酷ひどすぎませんかっ!?　あの子のことどれだけ嫌いなんですか!?」

「そうそう。首輪とリードの用意を忘れてはいけませんよ。よそ様に嚙かみつかないように」

「首輪っ!?　そんなにディープな関係でしたっけ、師弟って!?」

「いやそれお主が言うのか」

　傍観していたソーニャが横からつっこむ。

「師弟？」とヘルベルカが首を傾かしげるが、それに気づかずフィオは恐る恐る問う。

「で、では、もう片方の子については……？」

「もう片方？　──ああ、猫ですか。そんなもの、放ほうっておいても適当になにか拾って食べるでしょう。捨て置きなさい」

「一転して手厳しい!?」

　疲れたように肩を落とすフィオ。

「そんなので本当にいいんでしょうか……？　……あの、ヘルベルカ様。そのウェズリー君ですけど、どこにいるか知りませんか？」

「ウェズリー様でしたら、ちょうど先ほど大浴場に向かわれましたが」

「え……？　お風ふ呂ろ、ですか……？」

　それを聞いて、フィオは一瞬固まる。

「……どうしよう、これはチャンス？　いやでも、さっきの話おかしかったような……けど、いまだにエルフとの習慣の違いで戸惑うこともあるし……う～ん？」

　なにやら悩んでいたようだったが、「よしっ」と気合いを入れて二人に向き直る。

「ソーニャ様っ、ヘルベルカ様っ。わたし、行ってきますっ！」

「いや、お主は変なところで暴走する癖があるから──」

　バタン。

「早まるな──って遅かったか……ほんと、一度決めたら躊躇ためらわぬな」

　あっという間に廊下へ飛び出したフィオに、ソーニャは苦笑する。

「どちらへ向かわれたのでしょう」

「それはもちろん、お主が言ったことを真に受けて……まあよいわ。しかし、ヘルベルカ。お主があそこまでウェズリーに厳しい評価を下しているとは思わんかったぞ」

「ウェズリー様？」

　ヘルベルカは首を傾げる。

「なんのことです？」

「いや、だからさっきフィオに言ったことじゃ」

「犬の話でしょう？」

「ウェズリーの話じゃろ？」

「はい？」

「ん？」

　しばし二人は顔を見合わせて沈黙し、

「「…………？」」

　鏡合わせのように、そろって首を傾かしげた。




　大浴場。服を脱いだウェズリーは身体からだを流してから湯に浸つかる。

「ふぅ……ちゃんとした湯に浸かるのは久しぶりだな」

　旅をしていれば川で身体を洗うか、宿でたらいに張った湯を用意してもらうのがせいぜいである。手足を伸ばして湯船に浸かれるというのは非常にありがたいことだった。

　何十人が浸かれるような馬鹿げた広さではないが、そこそこに広い。立ち込める湯気で視界が煙ると、反対側の壁はおぼろげにしか見えなかった。

「く……んー……」

　湯の温かさに、思わず声がでる。

　ヴァルトシュタイン邸に到着してからも、休む間もなくヘルベルカと戦闘訓練、さらに自主鍛錬に励んだため、心身共に疲労がたまっていた。

　訓練でくたくたになった身体を湯船に沈めると、体内に蓄積した疲労がお湯に溶けだしていくようだ。

（ああ……寝てしまいそうだ……）

　自らの意志で始めた旅とはいえ、長い流浪の日々で思いのほか負担がかかっていたらしい。たちまちに意識の輪郭がぼやけ、睡魔が襲ってくる。

　こくこくと頭が船をこぎ始めた頃ころ──不意に、扉の開く音が聞こえた。

（…………？　なんだ、脱衣所の方か……？）

　屋敷の使用人メイドだろうか。洗濯物でも取りに来てくれたのかもしれない。

　そんなことをなんとはなしに考えていると──脱衣所と浴場を繫つなぐ扉が開いた。

「…………は？」

　思わず、変な声が漏れる。

　だってそうだろう。扉の向こうから現れた人影は、湯気に隠されて大まかな輪郭しか見えなかったが、その曲線ラインは明らかに女性のそれ。

（……え？　いや、ちょっ、噓うそだろっ!?　いったい誰だれが……！）

　一瞬、キリエがからかいにでも来たかと思ったが、違う。身長でいえば大差ないが、くびれた腰といい、ほどほどにボリュームのある臀でん部ぶといい、あいつの色々と残念な輪郭とは明らかに違う。

　人影が湯気のヴェールを割って近づいてくる。輪郭は白い肌となり、裸身の上をしゃらりと銀糸の束が滑る。

　そこに現れたのは──

「……っ、先生っ!?」

　フィオだった。

　年上とは思えない童顔と、それを裏切る豊満な身体からだが目に入る。胸元からタオルを巻いているとはいえ、肉感溢あふれる肢体は十代を折り返したウェズリーにはもはや凶器だ。

　咄とつ嗟さに身体ごと顔を背ける。

「なっ、なにやってるんですかっ、先生!?」

「えっと……一緒に入ろうかな、って思って」

　なにを思ってのことか知らないが、ウェズリーがいると知らずに入ってきたのではないらしい。

「さっきキリエと入ったんでしょう!?」

「でも、ウェズリー君が入ってるって聞いたから」

「聞いたからなに!?」

　ちゃぷん、とすぐ背後で湯船が揺れる。湯の中を近づいてくる気配。

「ええっと……その、ほら。師匠と弟子としては、こういうことも大事かな、って」

「いやいやおかしいでしょうっ！　師匠と弟子だからって、異性同士で風ふ呂ろに入ったりしないでしょう！」

「え？　そうなの？　でも、ヒューイット様と一緒に入ったこともありますけど……」

「なにやってんだ先代英雄っ!?」

　大陸崩壊の危機を水際で食い止めた偉人のイメージが崩れていく。

「ウェズリー君、タオルまいてるから大丈夫ですよ、こっち向いてください」

「…………」

　逡しゆん巡じゆんするが、師匠がこう言っているのに無視するというのも失礼だろう。恐る恐る振り向く。

　すぐそばで湯に浸つかるフィオ。その頰ほおはほんのり紅潮している。ずいぶん余裕があると思っていたが、そっちもそっちで恥ずかしいらしい。

「ぐっ……！」

　その表情が妙に艶なまめかしく、心臓の鼓動がテンポアップする。

　意識しないように視線を逃がそうとするが、下に向けたのがいけなかった。

　二つの果実が浮いていた。中身の入っていない瓢ひよう簞たんのように。ぷかぷかと。

「…………っ！」

　一気に体温が上昇。咄嗟に天井を向く。

　──できるだけ距離をとってやり過ごそう。

　さりげなく湯船の中を移動する。

「えっと……次は、次は……」

　なにやらぶつぶつ言っていたが、構うまい。このまま反対側まで逃げよう。

「そうだ……あのっ、ウェズリー君っ！」

　勢いよく名前を呼ばれ、固まってしまう。

「は、はい、なんですか……？」

「身体からだに触りますっ！」

「はいっ!?」

　なにを言い出すんだこの人……なにを言い出すんだこの人っ!?

「えいっ！」

　背中にぺたっと手の平が触れる。

「…………っ！」

　ぞわぞわっと、背筋をしびれるような感触が這はい上あがる。

　不快というわけではない。むしろフィオの手の平は柔らかくて気持ちがいい。ただ、この状況、一糸まとわぬ状態でのボディタッチの破壊力は凄すさまじいものがあった。

「どうですか？　安心しますか？」

「するわけないでしょう!?　さっきから緊張しっぱなしですよっ！」

「あ、あれぇ……？　おかしいですね……」

「おかしいのは先生です！　なんなんですか、さっきから！　とりあえず落ち着いてください！　落ち着きましょうっ！」

　むしろ落ち着くべきなのは自分かもしれないが。ともあれ、距離を取って深呼吸する。

　しばし、沈黙が下りる。ぴちゃん、と天井にたまった水滴が湯船に落ちる音が響いた。

「ウェズリー君」

　どうにか心を落ち着けた頃ころ、フィオが話しかけてくる。師匠の様子がおかしいぶん、冷静に対応しようと胸中で自分に言い聞かせる。

「……はい、なんですか」

「櫛くしを持ってきたので、髪をとかせてください」

「なぜ!?　なぜ風ふ呂ろで!?」

　見れば、どこに持っていたのか本当に櫛を手にしていた。

「ていうか別にそんなに髪長くもないですし！　風呂でやる意味もわかりませんし！」

「でも、ノミとかいるといけませんし」

「どれだけ僕を不潔だと思ってるんですか!?　軽くショックですよっ！　……っ」

　いけない、と思った時には遅かった。

　視界が赤く染まる。

（あ、やば……）

　風呂で体温が上がっていたところに緊張が重なり、さらに声を張り上げたせいだろう。

　意識がぼやけていくのがわかっても、もはやどうしようもない。

「ウェズリー君!?」

　フィオの慌てる声が、妙に遠くに感じる。

　そのままウェズリーの意識は薄れ、自分の身体が湯船に沈む音を聞いた。




　──意識がいつ覚かく醒せいしたのかはわからない。ウェズリーはふと、自分が湯気に煙る天井を見上げていることに気づいた。

（ここは……ああ、そうか。風ふ呂ろ場ばで気を失ったんだ……）

　下手をすれば溺おぼれているところだ。

　と、視界の上端が、なにか丸い影に遮られていることに気づく。

（なんだこれ？）

　もしかしたら、頭でも打った拍子に視覚に異常がでたのかもしれない。

　手を伸ばし、指先で触れる。

「ひゃうっ!?」

「…………？」

　幸いにも感触があった。視覚に異常が生じたわけではないらしい。妙に弾力があるそれに触れると同時に、甲高い声があがったが。

「う、ウェズリー君……？　よかった……気がついたみたいですね」

　すぐ頭上から声。二つの丸い影の間から、上下さかさまのフィオの顔が覗のぞく。

（先生……？　……っていうことは）

　自分が今どんな体勢になっているかを理解する。どうやら、湯船の外の床でフィオに膝ひざ枕まくらされているらしい。

　ということは、今自分が触れているのは──

「…………っ！　せ、先生っ!?　いや、これは不可抗力で──、っ」

　起き上がろうとして、力が抜ける。

「あっ、まだじっとしていて下さい。転んだら大変です」

　フィオの手で、再び頭を膝の上に降ろされる。身体からだに力が入らず、なすがままにされる。

　この状況をどうするべきか、と考えかけ。

（……今更、取り繕いようもないか）

　諦あきらめると同時、肩の力が抜けた。

　一転して、妙に落ち着いた心地で、フィオに問う。

「先生……今日はいったいどうしたんですか？　らしくないですよ」

　フィオは逡しゆん巡じゆんしていたようだったが、ため息をついて肩を落とした。

「……ダメですね、わたし。弟子の不安を取り除こうとして、逆に弟子に気を遣われてるようじゃ」

　そんなことを考えていたのか。それがなぜ風呂に突入するというところに繫つながるのかは世界開かい闢びやくの謎なぞに次ぐレベルで疑問だったが、ともあれ今日の謎の行動の理由はそこにあるらしい。

「まあ、先生がポンコツであることは今更なんで、別に気にもしませんが」

「ポンコツ!?　わたし、そんな風に思われてたんですか!?」

「まあ、魔力圧を絞れないせいで、魔導紋章イコンのメンテナンスすらできないわけですし」

「そ、それはそうですが……ううぅ……」

　図星を突かれ、かなりショックを受けた様子で泣き顔になる。

　──戦場で魔術を使っていると、体内に取り込んだ瘴しよう気きのせいで魔力の流れが滞りがちになることがある。軽度な場合は自浄作用で瘴気は浄化されるのだが、日常的に魔術を使っていると瘴気が澱おりのように蓄積し、魔導紋章イコンの機能に不備をもたらすことがあるのだ。そういった瘴気を浄化することは魔術師メイガスにとって基礎的かつ重要な技能のひとつだ。

「──先生、僕は魔術学院では優秀な学生だったんです」

　気が抜けたついで、というわけでもないが。

　ウェズリーは自然と、自分のことを口にしていた。

「あらゆる学科でトップクラスの成績を収め、ここ何年かは主席の座を他に譲りませんでした」

「……優秀だったんですね」

　自分とは大違い、とでも言わんばかりの口調。

「でも、僕にとってはそんなものどうでもよかった。僕が欲しかったのは、他人からの称賛でも、約束された要職でもなく、世界を救える力でした。それはあのまま学院にいても手に入らない。──だから、僕は聖王都を出た」

　フィオが戸惑いの表情を浮かべる。

「ウェズリー君は、どうしてそこまでして……？」

　他人に話す気はなかった。けれど、言葉は自然と出た。

「憧あこがれていたんですよ。世界を救う、物語の英雄に」

　神話の中に描かれる、神の血を継いだ半神半人の英雄。そして、この二百年間レムニア大陸の滅びを食い止めてきた、歴史として語られる実在の英雄たち。彼らの姿を描いた物語に、幼い日のウェズリーは胸を躍らせた。

「力が無くて、運命を受け入れるしかない、弱い人たちのために戦う──そんな生き方に、僕は心底憧れました」

　幼稚な動機だろう。それは誰だれしもが周囲の目や自分の限界に突き当たり、いつしか諦あきらめ、捨ててしまう理想。

　ただ一人、高みを目指し続ける自分を、学院の連中は最初は称賛し、やがて羨せん望ぼうし、嫉しつ妬とへと変わり──そして奇異の目で見るようになった。

　それでも、諦めようとは思わなかった。

「幼稚だと笑われても、僕は、僕が目指すものになりたかった。──才能を言い訳に膝ひざを屈する生き方だけは、したくなかった」

　身の程知らず？　誇大妄想？　──知ったことか。小こ賢ざかしく自分の分とやらを悟った気になって知った風な口を利く輩やからになど、誰がおもねるものか。

「僕はひとりだった。周りには誰も、本気で自分が世界を救えるなんて考えている者はいなかった。だから、初めて先生を見た時、なんていうか……感動したんです。並ぶ者のいないあなたの力と、世間の価値基準に囚とらわれない生き方に。

　先生がいて……まぁ、キリエの奴やつもいたから、僕は僕を曲げずに済んだ。ちょっと大げさかもしれないですけど──僕は、先生に救われたんです」

「ウェズリー君……」

「まあ、初級魔術もろくに使えないと知った時はいささかがっかりしましたが」

「そ、それは申し訳ないです……」

　しゅんと肩を落とすフィオ。

「とにかく──あなたはすごい人だ。それは僕が保証します」

　弟子が師匠のすごさを保証するなんてデタラメもいいとこだったが。

「聖王都を出てよかった。あなたに出会えてよかった──そう思っています」

　余計なことまで喋しやべっているな、という思いはあったが、不思議と言葉を止めようという気にもならなかった。

「ありがとうございます──先生」

「そんなっ、礼を言われるようなことはなにも……」

「それでも、言いたいんです」

「え、えっと、そのぅ……」

　褒められるのに慣れていないのか、手をわたわたさせてから、頰ほおを染めて、

「ど……どういたしまし、て」

　言って、照れくさそうに笑う。

　その柔らかな微笑ほほえみに、ウェズリーは見み惚とれた。

　師匠と弟子の関係だとかは意識の外で、ただ純粋に美しいと思った。

　この微笑みを見ながら死ねるのなら、さぞかし安らかに逝けるのだろうな──そんなことを、思った。

　しばし、無言の時間が流れる。けれどそれは、先ほどまでの気まずい沈黙とは違う。通じ合っているという確信がある、心地のいい沈黙だった。

　ふっと息を抜き、フィオは穏やかな声で言う。

「ねぇ──ウェズリー君」

「なんですか？」

「首輪とかって、興味あります？」

「だからなんの話ですかっ!?」
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　一夜明け、ヴァルトシュタイン邸の食堂。

「おはようございます」

　ウェズリーが食堂に入ると、そこにはエドアルトとソーニャの他には給仕役のメイドがいるだけだった。

「うむ。よく眠れたか？」

「…………まあ、それなりに」

　ソーニャから視線を逸そらす。正直言えば、昨日の夕方の大浴場での出で来き事ごとが脳裏をよぎり、ろくに眠れなかったのだが。

「おはよう少年。寝起きに一杯、ヘルベルカ特製の健康ドリンクはどうかね？」

　エドアルトは大ジョッキに注がれた液体を掲げて見せる。いかにも毒々しい色をしており、ぼこぼこと泡が立っていた。

「……ちなみに、中身はなんですか？」

「ヘルベルカしか知らない、独自のブレンドだよ。眠気覚ましには最適だ。二十四時間は眠らずともよくなる。そのあと決まって花畑の夢を見るが」

「遠慮しておきます」

　メイドが引いた椅子に腰かける。朝食はパンとシチュー、それからサラダという軽めのものだ。実を言えば朝に弱いウェズリーにはありがたかった。

「吾わが輩はいはもうじき聖王都に発たたねばならん。見送れなくてすまないね」

「仕事ですか？」

「うむ。対〈黙示録の獣アロステイア〉兵器の開発が進んでいてね。吾輩の知己が開発責任者なのだが、なかなか面白いことをしている。今回はその視察にも行くつもりだ」

「兵器……ですか」

　もちろん、これまで〈黙示録の獣アロステイア〉と戦うための武器が考えられてこなかったわけではない。しかし、巨大弩砲バリスタや投石器のような物理兵器がせいぜいで、それらは火力では上級魔術に及ばない。しかし、上級魔術は使い手が限られ、すべての都市に配備するのは現状不可能だ。ついでに言えば、戦術級魔術となると複数の一流魔術師メイガスに護衛をつけた大隊単位での運用が必要になるが、準備時間が長いため、実用性が低い。

　現行の物理兵器より威力があり、必要な数が確保でき、十分な連射力のある攻撃方法が求められているが、その開発はここ数十年、ろくに進んでいないと言われている。

（学院でも、魔術機構学は敬遠されていたしな……）

　魔術の機能をからくり仕掛けに組み込むという研究分野だが、学生たちには人気がなかった。履修したところで所詮は傍流、中には魔術に分類されることにすら否ひ定てい的な教員までいた。担当教官は肩身が狭そうにしていたものだ。

「いやはや、彼女は学生の頃ころから研究費の援助を巧みにとりつけては、愉快な研究ばかりしていた」

「はぁ、そうですか」

　正直あまり興味のある話ではなかったので適当に流し、ソーニャに言う。

「ところで、先生とキリエは？」

「キリエはまだ寝ておる。おぬしと入れ替わりでヘルベルカが起こしにいった。たぶん今いま頃ごろ──」

『ぎにゃぁぁぁあああああああああああああああぁぁぁぁぁっ!?』

　二階から聞こえてきたのはキリエの叫び声。

『トカゲっ、トカゲがぁ!?　ちょっ、やめ、舌がざらざらして気持ち悪っ!?　よだれが、よだれがぁぁぁぁぁ……！』

「──という感じのようじゃな」

「はぁ……」

　なにが起こっているのか少し気になったが、まぁ大体予想通りだろうという気もしたので、流しておく。

「それで先生は？　まだ寝てるんですか？」

「いや、朝早くに起きての。今は、家の様子を見に行っておる」

「家、っていうことは……」

「うむ。──先代英雄、ヒューイット・クライゼルの屋敷じゃ」







　半壊した街並の中、一軒の古びた屋敷の前にフィオは立っていた。

　錆さびが浮いた門を押すと、ギィィと軋きしみを上げて内側に開いていく。

　一歩、また一歩。踏みしめるように敷地内へと入っていく。

　玄関の鍵かぎ穴あなに古びた鍵を差し込み、手の平から伝わる感触を確かめるように、ゆっくりと回す。

　かちゃん、と鍵が開く音。それは、宝箱の鍵が開く音にも思えた。

　胸の中にしまった想おもい出でに手を伸ばすように、フィオは玄関の扉に手を伸ばす。

『いってらっしゃいませ、ヒューイット様』

『ああ。行ってくるよ、フィオ』

　かつて、そこで交わされた会話が耳に蘇よみがえる。

　微笑ほほえんで見送る自分に応じるのは、少しぶっきらぼうな青年の声。

　家の中へ入る。

　途端、ふわりと──懐かしい匂においが、フィオを包み込んだ。

　古びた床板の匂い。採光窓越しの太たい陽ようの匂い。かつてここに住んでいた者の匂い──それらが渾こん然ぜん一体となって、フィオの胸の中に飛び込んでくる。

　玄関ホールを一歩進むたび、老朽化した床板が軋む。

　階段横に置かれた花瓶には、干からびた花の残ざん骸がいが枯れ木のようにささっている。軽く触れると、乾燥しきった茎はあっさり折れて床に落ちた。

『……ん？　それ、花か？　どうしたんだ？』

『あ、はい。この前、お給金を頂いたので、市場で』

　色あせた屋敷の中、色あせないままの想い出が、フィオの胸を内側からノックする。

　リビングへの扉を開く。

『あっ、ヒューイット様。もうすぐお夕飯ですよ』

『お、今日は豪勢だな』

『はいっ。今日は珍しく市場に質のいいお肉がはいってて──』

　瞼まぶたの裏に浮かぶ情景想い出に微笑ほほえみがこぼれる。

　ゆっくりとリビングを回り、埃ほこりの積もったソファに腰を下ろす。

『ん……悪い、いつのまにか寝てたみたいだ』

　──フィオの膝ひざ枕まくらで眠っていたヒューイットが身を起こそうとするのを、やんわりととどめる。

『いえ、わたしは構いませんから、どうぞそのままお休みになって下さい』

『ん──そか。じゃ、もう少し膝借りる』

　窓辺に歩み寄る。砂すな埃ぼこりで曇ったガラス戸を開け、庭へと降りていく。

『わたしって、才能ないんでしょうか……？』

『見て下さい、ヒューイット様っ。花壇を作りましたっ。春にはきっと綺き麗れいな花が咲きますよ』

『ヒューイット様っ、ほらっ、こんなに早く描けるようになりましたよっ』

『ヒューイット様、今日はお洗濯日和です。もうすぐ干し終わりますから、どこかにおでかけしませんか？』

　一歩進むたびに、扉を開くたびに──昨日の出で来き事ごとのように、ヒューイットと過ごした日々が蘇よみがえってくる。

　──この屋敷でフィオがヒューイットと過ごしたのは、わずかひと月にも満たない。それでも、ここで過ごしたひと時はフィオにとって、一生分にも匹敵する濃密な時間だった。

「ヒューイット様……」

　できることなら、あの頃ころに戻りたい──それが今の自分を支えてくれる人たちへの裏切りだと知りながらも、願わずにはいられない。

「お会いしたいです──ヒューイット様」




　その声を、ウェズリーはクライゼル邸の門のそばで聞いた。

　屋敷の場所はソーニャから聞いた。

　出立の時間が近づいたため、フィオを呼びに来て、わずかに開いた門をくぐろうとしたところで──先ほどの声を聴いた。

　その響きを愛いとおしむように、今はもういない者の名を呟つぶやくフィオ。切実で、甘やかで、どこか脆もろく危ういその声は、ウェズリーの胸の奥に爪つめをたて、搔かき毟むしる。

（……なんだ、これ……？）

　自分の心がざわついているが、その理由がわからない。

　誰だれもいない荒れた庭に立ちつくして、過去に思いを馳はせている師の姿に、危ういものを感じたのは確かだ。

　けれど──それだけか？

（……それだけだ）

　大陸の命運を握る英雄である師の、人間的な弱さを見てしまった。恐らく、自分はそれを見るべきでなかったし、フィオも誰だれにも見せるべきではないと思っているはずだ。

　罪悪感。人の秘密を知ってしまったことへの、バツの悪さ。これは、そういった類たぐいの感情だ。そう自分に言い聞かせる。

　──この門をくぐってはいけない。

　錆さびの浮いた鉄てつ柵さくはもろく風化していたが、ウェズリーにはそれが他者を決して寄せ付けない、急きゆう峻しゆんな絶壁のようにも思えた。

　声をかければ届く位置にいるというのに、自分の声も、この手も、どうやったってその背中には届かないのではないか──そんな不安が胸中を支配し、ウェズリーは踵きびすを返す。

　立ち止まることなくクライゼル邸を離れる。

　逃げているみたいだ、と思い、なにから？と自問する。

　頭の中はぐちゃぐちゃにかき乱れていて、到底答えは出そうになかった。







　数時間後、ヴァルトシュタイン邸正門。

　当面の食料を詰め込んだ馬車を前に、フィオたち一行はソーニャらの見送りを受けていた。

「すみません、ソーニャ様。慌ただしくって……」

「なに、気にするでない。無事に帰って来てくれれば、それでよい」

　申し訳なさそうなフィオに、ソーニャは鷹おう揚ように告げる。

「でも、馬車まで頂いちゃってよかったんですか？」

「南部は起伏が激しい地形じゃから、徒歩の方がフットワークが利いてよかったじゃろうがな。北部のカルナ地方は森林地帯が多いから、街道を通った方が早いし、トラブルも少なかろう」

〈黙示録の獣アロステイア〉の生息域は大陸南部に集中しており、北部は比較的安全とされている。農業に適した肥ひ沃よくな土壌が広がっており、物流のための街道も整備が行き届いていた。

　与えられたのは二頭立ての小ぶりな馬車だが、三人の旅には十分だ。

　居並んだメイドの中から、ヘルベルカが進み出る。

「フィオレンツァ嬢。道中の無事を祈っております。それと──」

　鋭い視線が横に逸それる。

「キリエ」

　そろりそろりと忍び足で馬車に乗り込もうとしていたキリエが、ビクッと身を震わせて硬直する。ギギギ、と固い動きでヘルベルカの方を向く。

「ベ、ベル先生……」

「あなたはわたくしに挨あい拶さつも無しに行く気ですか？　──もっと礼儀作法を厳しく叩たたきこんでおくべきでしたね。次に来た時は、見習いメイドと一緒に教育プログラムを受け直してもらいますので、そのつもりで」

「い、いやぁ、その必要はないんじゃないかなー、なんて。あたし、今は英雄候補ですし……」

「メイドの心得は全すべてに通じます。フィオレンツァ嬢を見習いなさい」

「いやいやっ、ししょーがメイドやってたのはまた別の話っしょ!?」

「謙虚さが足りないようなので、あなたは特別コースです」

　顔を青ざめさせるキリエ。

　メイドたちがひそひそと言葉を交わす。「特別コース、って……あの!?」「別名、メイド式人格改造プログラム……あれを受けた者は、身も心も、魂までメイドになるという……」「なにを言っても『イエス、マイロード』としか答えなくなるとか……」「いったい、何人の見習いがメイド廃人にされたことか……」

　メイド廃人てなんだ、とウェズリーは思ったが深くは追求しないでおく。

「キリエ。くれぐれも、自分の役割を忘れぬよう」

「……ん。わかってるって」

　最後に小声でヘルベルカがなにか注意し、キリエは小さく頷うなずく。いつになく神妙な様子が気になったが、ヘルベルカがこちらに声をかけてきたためそちらに向き直る。

「ウェズリー様。心の迷いは、向きあわずに放置していると、思わぬところで足を掬すくいに来ます。懸念は早めに解消されるのがよろしいかと」

「……なんのことですか」

　突然の指摘に、クライゼル邸で見たフィオの姿が頭に浮かんだが、素知らぬ風を装う。ヘルベルカが相手では無駄な抵抗にも思えたが。

　なんにしろ、ヘルベルカは特に追求せず、一礼すると一歩後ろへ下がった。

　フィオとキリエが馬車に乗るのを確認してから、ウェズリーは御者席に座る。

　窓から顔を出したフィオが、ソーニャたちに手を振る。

「それでは──行ってまいります」

「うむ！　無事を祈っておるぞ！」

　ソーニャの元気な声と一礼するメイドたちに見送られ、一行はヴィクティムを後にした。




「──で、先生。具体的に、今回の目的地はどこなんですか？」

　ヴィクティムを出てから少しして、ウェズリーは背後の客車を振り返って問う。

「あっ、それそれっ。あたしも聞きたいっ。どこ行くの？　なにが美お味いしいっ？」

　屋根の上であぐらをかいていたキリエが、身を乗り出して上下逆さに客車の中を覗のぞき込こむ。その際、サイドポニーに鞭むちのように顔を打たれて顔をしかめる。

「食べることばっかりか、おまえは……まあでも、キリエじゃなくっても気になります。中央からの指令ってことで、先生が喋しやべるまでは訊きくまいと思ってましたけど……いい加減、教えてくれてもいいんじゃないですか？」

　フィオはしばし瞑めい目もくすると、決心したように頷うなずき、口を開く。

「──そうですね。もう、人目を気にすることもないですし……わかりました、話します」

　興味津々に目を輝かせるキリエ。ウェズリーも、手綱を握りながらもそちらに意識を向ける。

「わたしたちが向かうのは、ヘムズウェル山脈にある城郭都市エールスベルク──そこの領主が所有している、とある貴重品の回収が目的です」

　ウェズリーは不審げに首を捻ひねる。

「貴重品の回収、って……そんなもの、役人にでも任せておけばいいでしょう。先生がわざわざ足を運ぶ意味がわかりません」

　疑問はもっともだという風に頷き、フィオはウェズリーに答える。

「ええ……それがただの骨こつ董とう品ひんの類たぐいなら、わたしの出番はありません。真しん贋がんの鑑定にも、専門家の方が必要でしょうし」

「だったら、なんで──」

　そこまで言って、ウェズリーは気づく。

　──つまり、目的の品はただの骨董品ではないということだ。

「まさか……」

　ウェズリーが思い至ったのを見てとり、フィオは頷いて言った。

「はい。エールスベルクの領主が所有しているのは、初代英雄に関する品です」

　目を見張るウェズリーに、フィオは続けた。

「目的の品は、初代英雄が自ら書き記した遺物──英雄の力の全すべてが記されているとされる、〈ゲオルギアの魔術書〉です」
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　大陸北部のカルナ地方は街道が比較的整っていることもあり、城郭都市エールスベルクまでの旅程は一週間程度と見込まれていた。

　途と中ちゆう、いくつかの宿場街を経由し、馬を交換しながら進む。幸い、盗賊の類たぐいにでくわすこともなく、〈黙示録の獣アロステイア〉の気配もなかった。

　このままなら、予定通りに目的地に着けるだろう──そう楽観視していたのがいけなかったのかもしれない。

　問題は六日目に起きた。




「橋が落ちた？」

　宿場街の酒場で、ウェズリーは絶句していた。

「へぇ。もぅ、一週間も前のことでしたかんね。いつもみてぇに、エールスベルクと取引に行こうとしだ商人が、戻ってきてそう言うんでさぁ」

　北部訛なまりが強い店主の言葉を苦労して聴き取ったところによると、雨で増水したわけでもないのに、エールスベルクに通じる吊つり橋ばしが落ちていたのだという。

　それ以外に橋はなく、向こう側との連絡はこの一週間、ついていない状態だそうだ。

「復旧の目め処どは？　急いでいるんです、僕たち」

「んだこと言ってもなぁ……橋をかけ直すにゃあ、森をぐるっと迂う回かいして、浅瀬から反対側さ人ば送らねばならねぇど。……けんど、ありゃあ人喰くいの森だかんなぁ」

「は？　人喰いの森？」

「んだ。あんの森さ入ったもんは、森さ喰われで二度と出てこれねぇんだ」

「そんなもの、ただの迷信だろうに……」

　田舎にありがちな、古くからの言い伝えかなにかだろう。そう思ったのだが、店主の表情は険しく、心なしか顔色も悪い。

「ああ……最近まで、地元のもんもそう思ってただ」

「…………？　どういうことです？」

「橋が落ちてるんがわがってすぐ、若い衆が橋向こうさ渡ろとして、流れの遅い下流さ向かっただ。けんど……誰だれも帰ってこんがった」

「……それ、いつの話？」

「ちょうど一週間前だ。心配になったで、ちょうど街さいだ傭よう兵へいさ雇っで様子見に行かせたども、そいつらも帰ってこね。それに、橋が落ちる少し前から、森で奇妙な影を見だって奴やつが何人もいだ。あの森には、恐ろしいもんがいる……悪いごとはいわねぇ、今、でかい街の騎士団さ来てもらうよう、使いば出しちょる。おとなしぐ待ってるのが身んためだ」




「──というわけです」

　宿場街の外縁部、共用の井戸のそばで馬の世話をしていたフィオとキリエに、ウェズリーは店主から聞いた話を伝えた。

「人喰くいの森……ですか」

「なにそのどこにでもありそうな民間伝承」

　フィオは神妙に、キリエは胡う散さん臭くさそうに、それぞれ反応する。

　キリエの反応にムッとするウェズリー。

「そりゃ、僕だってそう思ったさ。けど、買い出しの途と中ちゆうで他の人にも聞いてみたけど、行方ゆくえ不明者が出てるのは本当みたいだ。今じゃあ、猟師も森に入るのは避けてるらしい。……どうしますか、先生？」

「その、徒歩でも通れる浅瀬を馬車で渡るわけにはいかないんですか？」

「あいにく、馬車を通すことはできないようです」

「では、徒歩で行くしかありませんか……」

「ええ。馬は馬屋に預けるとして、いくらか包めば馬車の管理もしてくれるでしょう。ただ、森の中は方向感覚が狂いやすくて、よそ者が案内なしで抜けるのは無む茶ちやだそうです」

「じゃあ、街の人を雇えばいいじゃん」

　なんでもないことのように言うキリエ。

「あのなあ……僕らはそもそも、秘密裏に動いているんだぞ？　そう簡単に外部の者を使うわけにはいかないだろ」

「けど、地元の人間がいなきゃ抜けられないんでしょ？　だったら雇うしかないっしょ」

「……まあ、その通りなんだが」

　それでも、キリエに言われると無性に腹が立った。

　判断を仰ぐようにフィオに視線を送る。フィオは頷うなずいて言う。

「構いません。秘密任務とは言っても、行き先を知られて困るほどではないですし。そもそも、わたしの背格好は北部ではあまり知られていないはずですから」

「先生がそう言うなら、僕はいいですが……」

　だが、問題はまだあった。

（……そう簡単にいくかな？）




　案の定、道案内の仕事を引き受けてくれる者はなかなかいなかった。

「あーっ、もうっ！」

　成果の出ない勧誘活動に飽きたキリエが、休憩にと立ち寄った先ほどの酒場でテーブルに突っ伏す。

　食事時となり、酒場は本格的に営業を始めていた。階段を上った二階席にも、何卓かテーブルがあるようだ。人の入りは上々で、ほぼすべてのテーブルが埋まっている。

「なんなのさー、もう。みんな怯おびえすぎっしょ。熊くまか〈黙示録の獣アロステイア〉か知らないけど、そんなんぶっ飛ばせばいいじゃん」

「いや、あの、キリエちゃん？　普通の人は、熊を簡単にぶっ飛ばしたりはできないんですよ？」

「あたしなら熊だろうがなんだろうが倒せるって言ってんのに、誰だれも信じないんだもん。あーもうっ、熊肉食べたかったのにっ！」

「食べるつもりだったの!?」

　そんな会話を聞きながら、ウェズリーは疲れたように吐息する。

「しかし、参ったな……礼金をはずむって言っても、誰も受けてくれない」

　この宿場街に到着したのは昼過ぎだが、既に陽ひが暮れて辺りは闇やみに沈んでいる。

「仕事帰りの農夫を当たってみるか……？　いや、どっちにしろ望みは薄いか」

「傭よう兵へいの方たちはどうでしょうか？　探索者レンジヤーの心得がある人なら、土地勘がなくても地形を読んだりするのが得意なはずです。……わたし、声をかけてみます」

　言うなり、フィオは酒場を駆けまわり、片っ端から傭兵らしき者たちに声をかける。

　時にからかわれ、時にエルフであることから邪険に扱われながらも、フィオはめげずにテーブルを回る。

　そんな師の様子に、ウェズリーは違和感を覚える。

（任務だから責任感があるのはわかるけど……なんか、先生らしくないな）

　普段なら、暴走しがちなキリエと、まあせっかちと言えなくもないウェズリーを、やんわりと窘たしなめる側に回るはずだ。

（目の色が違うっていうか……なにを焦っているんだ？　そんなに初代英雄の遺物とやらが重要なのか？）

　そもそも、おかしな任務なのだ。初代英雄というのは、大陸において救世主の代名詞だ。他の英雄も語り継がれてはいるが、初代については扱いが一段違う。

　初代英雄の遺骨とされる骨片を御神体として崇あがめる新興宗教や祠ほこらなどは大陸中に散らばっているが、それらが全すべて本物だとすれば初代英雄は身長が二十メートルを超える巨人になってしまうという。笑い話のようなものだが、このレムニア大陸ではそれくらい初代英雄の名は特別なのだ。

（その初代英雄の遺物──〈ゲオルギアの魔術書〉。本物だっていうそれなりの確証はあるんだろうけど……それを見つけたところで、本当に役に立つのか？）

　フィオが派遣されたのは、英雄を継ぐ者として真しん贋がんを見極めることが可能だと考えられているからだ。

　しかし、それを求める理由はなんだ？

（魔術書を読み解いて、新たな術を作りだすのが目的か？）

　魔術を扱うために背中に刻印する魔導紋章イコンは、英雄のそれを部分的に再現したものだ。完全な再現が叶かなわないのは、英雄の魔導紋章イコンが秘匿されているのもあるが、そもそも英雄の恩寵グレイスなしには人間の霊アストラル体が強大な力に耐えられないからだ。

（仮に、新たな魔術が開発されたとしても……それを扱うのが人間である以上、まともに機能するとは思えない）

　どこか鬼気迫る様子のフィオに、ウェズリーの中にひとつの疑念が生まれる。

（先生は……なにか隠しているんじゃないか？）

　どうにも、フィオの必死さと目的の品の重要性とが嚙かみ合あわないのだ。

　無論、自分たちは名目上は英雄の弟子とはいえ、聖王都のお墨付きをもらっているわけではない。立場上、フィオが自分たちに話すことができないことも多いだろう。それは理解している。だが──

（……なんか、不公平だ）

　先日のヴァルトシュタイン邸でのことを思い出す。不器用ながらも親身に、こちらを気にかけてくれたフィオ。あの時はのぼせ気味だったのもあって、思わず自分の志を語ってしまったりもした。

　自分は素直に話したのに、フィオは隠し事をしている。そんな状況が理不尽に思えてしまう。

「不満なの？」

　どきりとした。

　見れば、キリエがテーブルに突っ伏したままこちらを見上げている。

「なにがだよ」

　内心を見透かされたような気がして、必要以上にぶっきらぼうに訊たずねる。

「あんさ。あたしらはししょーの弟子なわけじゃん」

「それがどうした」

「それって要するに、ししょーのおまけみたいなわけっしょ」

「おまけ、っていうのは気にいらないな」

「めんどくさいなぁ……じゃあ、あれだ。脇わき役やく。ししょーが主役なら、あたしらは脇役。そうっしょ？」

　やはり不満はあったものの、言っていることはわからないでもない。憮ぶ然ぜんとしながらも先を促す。

「それで？」

「物語の脇役ってのはあくまで、ちょっと手助けしたり、たまに足引っ張ったり、なんていうか……賑にぎやかしみたいなもんでしょ。主役とは違うんだよ。世界を救うのはししょーで、あたしらはそのお供。──だからさ。あんま、対等だと思わない方がいいよ。それがあたしの役割で、あんたの役割なんじゃん？」

　まるで、おまえはいつまで経たっても主役にはなれないと言われているようでむっとする。

「おまえは英雄になりたいんだろう。それは、主役になりたいってことじゃないのか？　それとも、英雄になるのは諦あきらめたのか？」

「んー……」

　キリエは不意打ちを受けたような顔でしばし言葉に詰まるが、やがてつまらなそうに目を細めて続ける。

「……別に、諦めたとかじゃないよ。あたしは英雄の弟子だし。けど、別に主役になりたいわけでもないんだ」

「…………？　どういう意味だ？　おまえが言う主役っていうのは英雄のことだろ？」

「……あたしは英雄を目指しちゃいるけど、主役になりたいわけじゃない──ていうか、なれないの。主役やりたくて仕方ない、目立ちたがりのあんたと違って」

「なんだそれは。僕より明らかにおまえの方が目立つことしてるだろ」

「ふーん。キリエちゃん、もうあんたと話すことありませーん」

　ますますわからなかったが、キリエは顔を背ける。

「おい、話はまだ途と中ちゆうだぞ」

「るっさいなー。あたしは寝る。道案内が見つかったら起こしておやすみぐぅ」

　本当にもう話す気がないらしく、完全にこちらを無視する体勢に入っていた。

（なんなんだよ、まったく……）

　と、フィオが浮かない面持ちで戻ってくる。

「駄目でした……森の中で妙な影を見たっていう話もあって、やっぱり地元の人たちはみんな森を恐れてます。傭よう兵へいの方たちは地元民ほど怯おびえてはいないんですけど、それでもやっぱり整備されていない森の中を進むことには抵抗があるみたいで……」

　椅子に座り、がっくりと肩を落とす。

「お客さん、おまちどおさま」

　ちょうど、酒場の娘らしき少女が注文していた料理を運んでくる。

「狩りに出られないから新鮮な肉がなくて、干し肉で申しわけないんですけど」

「肉っ!?」

　その一言に、キリエが跳ね起きた。

「肉なの!?　肉食べれるの!?」

「い、一応は……シチューにいくらか入れてあるくらいです、けど……」

「保存食よりずっといいよ！　早く早く！」

　いきなりテンションが上がるキリエに、店員の少女は戸惑いながらもテーブルにシチューを並べ、中央にパンの入ったバスケットを置く。

　ヴィクティムを出てからというもの、移動効率を優先していたため、味気ない保存食がほとんどだった。キリエほどじゃないが、ちゃんと調理されたものを食べられるのはウェズリーとしてもありがたい。

　目を輝かせ、キリエがスプーンを手に取る。

「いっただきま～──」

　スプーンをシチューに入れる、その直前、

「──ふざけんじゃねぇッ！」

　二階から轟とどろく大音声。

　直後、木材の砕ける音が響き、テーブルに影が差した。

　反射的に見上げる。

　人が浮いていた。

（……は？）

　恐らく、突き飛ばされるかどうかして、二階スペースの手すりを突き破ったのだろう。木片と一緒に、長身の男が宙に投げ出されるのが見えた。

　妙に緩慢に流れる時間の中、男はあろうことかウェズリーたちのテーブルへと降ってきた。

　口に手を当てて立ち上がるフィオ、腰を浮かせて男の落下予測コースから逃れようとするウェズリー。そして、笑顔でスプーンを握っているキリエ。

　──次の瞬間、男はテーブルに背中から落下。天板を真っ二つに砕き、その上にあった料理を盛大にひっくり返した。

　店員の悲鳴が上がり、客がどよめく。

　そんな中、木片と、ひっくり返されたパンの中に埋もれるように倒れた男は、

「──いやー、まいったまいった」

　意外にも暢気のんきに声を上げ、傍らに落ちた帽子を拾って被かぶり直す。

　いかにも流れ者らしい風体の男だった。年齢は二十代の後半といったところか。濃い灰色の頭髪はろくに手入れされておらず、ぼさぼさに伸びている。枯れ木のようにひょろっとした体たい軀くを汚れの目立ちにくい茶系の旅装で包み、太いベルトにはいくつものポーチを吊つり下さげている。

　不精ひげの生えた顎あごをざりざりと撫なで、妙に愛あい嬌きようのあるタレ眼めで二階席を見上げる。

「ひでぇなぁ、おい。いきなり人をぶん投げるこたないだろうよ」

　下手をすれば死にかねない扱いを受けたというのに、飄ひよう々ひようと声をあげる。

「そんな短気じゃあ、儲もうけ話も逃げてくぜ」

「るせぇッ、このペテン野郎！　てめぇのせいでどれだけ損したと思ってやがる！」

　応じるのは強こわ面もての男。顔に傷があり、両手のほとんどの指をごつい指輪が飾っている。いかにも反社会的なことでメシを食べてます、と全身で表現しているような男だった。

　階段を下りてくる男の背後には、鎧よろいを着こんだ傭よう兵へいらしき男が五人。そのうちの一人は威嚇のつもりだろう、剣を半ばまで抜いては納め、音をたてるのを繰り返している。

　破片の中に座りこんだままの男の眼前に立ち、怒りの形相で見下ろす指輪男。

　帽子の男はおどけた仕草で肩をすくめ、指輪男を見上げる。

「おいおい、俺おれがなにしたってんだよ？　久々に顔合わせたんだから、楽しくいこうぜ」

「ツラの皮の厚さだけは人並み以上だな、ザック。話の前に、てめぇが持ち逃げした金を返すのが筋ってもんだろうが」

「ありゃぁ、あんたが払いを渋ったから報酬に貰もらってっただけだよ、人聞きの悪い」

「るせぇ！　てめぇの情報が古かったせいで大損したんだ！　報酬なしがあたりまえだろうが！」

「儲もうけそびれたのはあんたらがせっかちだったせいだろうに」

　やれやれ、と肩をすくめる男──ザックに、取り巻きの一人が剣を突きつける。

「おうおう、怖い怖い。こっちは荒事にはなれてないんだ。勘弁してくれないかねぇ」

　ウェズリーはフィオを庇かばいながら、男たちから距離をとる。その位置だったから、気づけた。男の右手がさりげなく背中側に回されているのに。

（武器か……？）

　ともあれ、巻き込まれて目立つのは避けたい。さっさとこの場を去るのが利口だ。

　そう思い、キリエに声をかけようとして。

　──テーブルを足場に、高々と飛び上がるキリエの姿を見た。

「シャ──ッ！」

　奇声をあげ、ほぼ水平に飛び出したキリエの靴底が、剣を持った男の顔面にめり込む。さらに、顔面に突き刺さった足を軸に空中で器用に回転。男の延髄に首狩り鎌がまのような鋭い蹴けりを叩たたきこみ、壁際まで蹴り飛ばした。

　四足獣のように両手両足で着地するキリエ。

　一拍置いて、呆ぼう然ぜんとしていた男たちが色めきだつ。

「な……っ、なにしやがんだこのガキッ！」

「あのバカ……！」

　ウェズリーは舌打ちと共に吐き捨てる。進んで人助けをするようなガラでもないだろうに、なぜ今に限って……？

「──あんたたち、自分がなにしたかわかってんの？」

　怨えん嗟さに満ちた声。暗い殺意のこもった視線を向けられ、男たちがびくっと身を震わせる。

「な、なんだ……なにを言ってる？」

「ああ……そうだよね。わからないよね。──なら、あたしが痛みをもって教えてやる。決して破っちゃいけない、人としての最低限のルールを……！」

　右手を頭上にかざす。瞬く間に描かれる魔ま導どう式しきに、男たちが目を剝むき、店中から悲鳴が上がる。混乱状態に陥った店内で、指輪男が叫ぶ。

「ま、魔導式……!?　店の中でか!?　正気かてめぇ!?」

（正気でこれをやるから苦労が絶えないんだよ……！）

　歯ぎしりするウェズリー。

「よ、よせ、ガキ！　大体、おれたちがなにをしたってんだ!?」

　指輪男のその問いにキリエは、

「あたしのメシをッ！　床にぶちまけたッ!!　それも肉をだ！　一週間ぶりのッ!!」

（だろうと思ったよ！）

　ウェズリーはげんなりする。

　一転して、酒場は静まり返っていた。

　きょとんとした顔で、指輪男が訊きく。

「……へ？　肉？　……それだけ？」

「それだけだと!?」

　かつてない怒りに、キリエの双そう眸ぼうが悪鬼のように輝き光る。

　魔ま導どう式しきが起動。現れたのは、巨大な鉄てつ槌つい。大人でも両手でなければ持てないほどの重量の鉄槌を、キリエは自身の体重を使って振り回す。

「（肉を食い損ねた）あたしの怒りを知れッ！」

　掬すくい上あげるようなフルスイングの一撃が、鎧よろいをまとった男の腹に命中。

　鎧が陥没。男の身体からだが盛大に打ちあげられ、天井に上半身が突き刺さる。だらりと男の足がぶら下がり、それきり身じろぎひとつしない。

「……死んでないだろうな」

　ぞっとしながら呟つぶやくが、確証がないのが怖かった。

「な、なにをしてる!?　おれを守れ！」

　指輪男が取り巻きに命じる。

　鉄槌を振り切った体勢のキリエに、男たちがハッとして跳びかかる。

　パン！　と破裂音が轟とどろき、男たちの動きが止まった。

　男の一人が振りかぶった剣が半ばから真っ二つに折れ、床に突き立った。

「おいおい、あんたらが用あるのは俺おれだろ？　無視してくれるなよ」

　灰色の髪の男──ザック。その手には、硝煙たなびく短銃が握られていた。

「悪いな、お嬢ちゃん。手伝ってもらっちまって」

　鉄槌を担ぎ直したキリエは、憮ぶ然ぜんとして男を見る。

「別に。あたしはあたしの肉の仇かたきをとっただけだし」

「ハハッ、そりゃいい。──けどまあ、原因は俺にもあるからな。こっからは、俺が引き受けるよ。飯の詫わびはそれからだ」

「てめぇ、ザック……！　ふざけた真ま似ねを──」

　指輪男が怒鳴りながら男を睨にらみつける。

　──その眼前に、下方から小さな球体が放ほうられた。

　ザックと呼ばれた男が、腰の位置から手首のスナップだけで放ったものだ。

　見た目はおもちゃのようにちゃちな球体だが、状況からして武器の類たぐいと判断したのだろう。咄とつ嗟さに取り巻きの男がこん棒で叩たたき落おとす。

　直後──破裂音と共に白煙が爆発的に広がった。

（煙玉か……！）

　再び狂乱状態に陥る店内。

「逃げるぞ、馬鹿キリエ！」

　ウェズリーの叫びに、不満げながらもキリエは鉄てつ槌ついを光の粒子として散らし、ウェズリーたちと共に出口へ向かう。

「落ちつけッ、ただの目め眩くらましだ！　奴やつを追え、逃げるつもりだッ！」

（ちっ、案外立ち直りが早い……逃げ切れるか？）

　最悪の場合、自分とキリエで迎撃するしかないか──そう思った直後、悲鳴が上がる。

「づぁッ、痛ぇっ!?　なんだこりゃ!?」

「なにか落ちてるぞっ、下手に動くな！」

「あの野郎っ、床になんか撒まいていきやがった……！」

　どうやら、すぐに追ってくる心配はないらしい。

「おい、こっちだ！」

　店の外に出たところで、路地裏から声がかかる。ザックが手招きしていた。

「逃げるんだろ？　ついてきな。身を隠すあてはある」

　ウェズリーは逡しゆん巡じゆんする。今さらではあるが、できるだけ騒ぎは起こしたくはない。この街に駐屯する兵士に見つかれば、二、三日の足止めは免れないだろう。

（キリエがやったことは正当防衛と言うには苦しいし……あぁ、もうっ！）

「先生っ、行きますよ！」

　ウェズリーはフィオの手を引き、キリエと共に路地裏へと飛び込んだ。




「おぉぉまぁぁえぇぇはぁぁぁあああっ！　自分がなにをやったかわかってるのか!?」

　町はずれの空き家にて、ウェズリーはキリエに力いっぱい怒鳴りつける。

　キリエはむすっとして頰ほおを膨らませ、

「へぇへぇ、悪かったですね、反省してますー。でもあいつらが悪いんだかんね。あたしのシチュー台無しにしたんだし。……あれ？　あいつらが悪いってことは、悪者をぶっ倒したあたしは正義ってことになるよね。てことは、あたし悪くないんじゃん？」

「十分悪いだろ！　料理ひっくり返されただけで天井に人間突きさす奴がどこにいる！」

　キリエは両手の人さし指で自分の頰を示し、

「ここにいるっしょ」

「もういいからおまえ黙れっ！」

　ウェズリーはぜぇぜぇと肩で息をする。

　と、傍らからにやにやとこちらを見ている視線に気づく。

「……で、あんたはどうして僕らを助けたんだ」

　視線の主である男──ザックはひょいと肩をすくめる。

「ま、もとはといえば巻き込んじまったのは俺おれの落ち度だしな。あのまま放ほうっておくのは、人の道に反するだろ？」

「人の道、ねぇ……」

　ウェズリーは胡う散さん臭くさげに男を眺める。

「さっきの奴やつら、あんたに騙だまされたとか言ってたけど」

「そりゃ誤解ってもんだ。俺おれぁ、自分の仕事の正当な対価を頂いただけさ。払いを渋るあいつらが悪い」

　へらへらと両手を広げ、つかみどころのない笑みを浮かべる。

（傭よう兵へい……という風には見えないな。商人ぽくもないし……）

　いずれにしろ、堅気の仕事で生きている類たぐいの人間ではないのだろう。あまり関かかわり合いにならないのが無難だ。

「とにかく、貸し借りはゼロだ。僕らはこれで失礼させてもらう。先生、行きましょう」

　フィオを促し、そのまま空き家を出ようとして、

「あんたたち、エールスベルクまでの道案内を探してるんだってな？」

　男の言葉に、フィオが足を止める。

「さっき酒場で話してるのを聞いちまってな。ああ、盗み聞きってわけじゃないぜ？　飯のタネになりそうな話は、自然に耳が拾っちまうんだ」

「……だったらなんだ？」

「俺を雇わないか？」

　男は単刀直入に切り出した。

「名乗り忘れてたが、俺はザックだ。大陸中を旅してる。道案内ならできるぜ」

「エールスベルクに行ったことがあるんですか!?」

　フィオがザックに詰め寄る。

「ああ、あるともさ。交通の便は悪いが、なかなか楽しめる街だぜ。あの町は蜂蜜酒ミードの醸造が盛んでな。なかなかいけるぜ」

　不精ひげをざりざりと撫なでながら楽しげに語る。

「他の人たちは、森に怪物が出るって怖がってたんですけど……引き受けてくださるんですか？」

「もちろんだ。俺ぁ、地元の人間みたいに信心深くはないんでね」

「ちょ、ちょっと先生、待って下さいっ」

　話が決まりそうな流れに、慌ててウェズリーが割って入る。

「ちょっとこっちへ。……キリエ、おまえもだ」

　フィオの手を引いて隣の部屋──といっても扉は壊れていたため、防音性は低いが──へ移る。

「先生……正気ですか？　あんな酒場で揉もめ事ごと起こすような奴、信用できません」

「で、でも……」

「そうだよ、ししょー」

　口ごもるフィオに、キリエがうんうんと頷うなずいて言う。

「酒場でいきなり暴れるなんて、人間性を疑うよ」

「「…………」」

　これほど説得力のない正論も珍しかった。

「ともかく……これで二対一です。道案内が必要なのはわかりますが、あの男はよしておきましょう」

「でも……」

　多数決で決めようとするのは卑ひ怯きような気もしたが、今のフィオはどうにも判断力を失なくしているように思える。

「じゃあ、そういうわけですから、あの男とはここで別れて──」

　強引に納得させようとしたそのタイミングで、隣の部屋からザックの声が届く。

「金髪のお嬢ちゃん。さっきの詫わびといっちゃなんだが、来る途と中ちゆうの街で買った焼き菓子があるんだが、ひとつどうだ？」

「ひゃっほー、いるいるー！」

　一瞬でザックのもとへ駆け寄り、袋に詰まった菓子を受け取って頰ほお張ばるキリエ。一口食べるや、キラキラと目を輝かせ、

「ししょー、この人いい人だよっ！　案内してもらおうよっ！」

「…………」

　ウェズリーはフィオと顔を見合わせる。

「えっと……これで一対二……かな？」

　多数決で強引に話を進めようとしたのが裏目に出たようだ。

「よろしくなボウズ」

　にやりと口元に笑みを刻むザックに、ウェズリーは盛大なため息をついた。





　　　２






　酒場で問題を起こした男たちが探しに来る危険があったため、結局空き家で一晩を明かし、翌日。

　ウェズリーたちはザックの案内のもと、森の中を歩いていた。

　途中までは整備された道を通っていたが、今歩いているのは草木の生い茂る道なき道だ。先頭を行くザックが鉈なたで下草を払ってくれてはいるが、歩きづらいことには変わりない。

「本当にこっちの方角であってるのか……？」

　胡乱うろんげにザックの背中に問いかけるウェズリー。

「森を歩くにゃ方向感覚と植生を読む目が必須だ。しくじったりしないさ」

「あんた、探索者レンジヤークラスの心得があるのか？」

「さてね。傭よう兵へいギルドの適正審査なんざ、受けたことないからな。ただの知恵だよ」

　軽い調子で嘯うそぶく。

「ねぇねぇおっちゃん。昨日、酒場で使った煙とか、床に撒まいてたのはなに？」

　興味津々にキリエが話しかける。

「目め眩くらましに使ったのは煙玉、ばらまいたのは撒菱カルトロツプだ。煙玉はちょいと特殊な金属粉と、砂糖が材料だ」

「砂糖？　砂糖で作れんの？」

「ああ、おもしろいだろ。作り方は企業秘密だ。撒菱カルトロツプの方は菱の実を乾燥させても作れるんだが、昨日のは鉄製のとっておきだ。連中、今いま頃ごろろくに歩けずに悶もん絶ぜつしてるだろうさ」

　面白がるキリエに、渋く笑むザック。妙にウマが合うらしい。

　それとなく二人から距離をとり、フィオに耳打ちする

「……先生、どう思います？」

「ひゃうっ!?」

　びくっと身体からだを震わせるフィオ。

　キリエとザックがこちらを振り向くが、なんでもないと手を振る。

「す、すいません、ウェズリー君。息がくすぐったくって……で、なんですか？」

「……ですから、ザックのことをどう思うかですよ」

　今さら声を潜めるのも間抜けな気がしたが、前方の二人が気にしていないようなので、そのまま続ける。

「えっと……いい人なんじゃないですか？　依頼を受けてくれたし」

「それはそうですが……具体的な金額を要求してこないのも、この手の輩やからにしてはおかしいです。なにか裏があるんじゃ──」

「ああ、そうそう。金の話をしてなかったな」

　聞こえていたのかと思って緊張するが、どうやらたまたまだったらしい。肩越しにこちらを見て、ザックが指を二本立てる。

「エールスベルクに着いたら二千。で、戻ってきたらもう二千でどうだ？」

「なっ……！」

　ウェズリーは思わず目を剝むく。合わせて四千と言えば、上級役人の二カ月分の給料にも匹敵する。ザックの経験が頼りとはいえ、せいぜい片道二日の日程でその報酬はあまりにも高すぎる。相場はその半分程度だろう。

「いくらなんでも高すぎるっ！　合わせて千五百だ！」

「そうか。じゃ、それでいいぜ」

「え……？」

　あっさりとこちらの言い分を飲むザックに拍子抜けする。

（ふっかけて有利な条件を引き出そうとしたのか？　いや、それにしては退ひくのが早すぎる……）

　やはり、なにか裏があるのか。

（誰だれかに監視役として送り込まれたとか……？　いや、あの酒場で会ったのは偶然だし、そもそもこんな回りくどいことをしてまで僕ら……というか先生の動向を探る勢力がいるとも思えない。とはいえ、演技ならもっと食い下がってみせるだろうに……）

　まったくもって、このザックという男の狙ねらいがわからない。

（──少し探りを入れてみるか）

　改めて、ザックの装備を確認する。

　ザックは例の空き家に手荷物を隠していたが、旅をするにはあまりに少ない。短銃以外の武器は背中に背負った長銃と、草を払うのに使っている鉈なた。他の荷物は小ぶりな背はい囊のうに収まる程度だ。そんな中、目を引いたのが紐ひもでぶら下げた弦楽器リユートだった。

「随分と変わった武器を使うんだな」

「ん？　ああ、こいつか」

　腰の後ろにつられた短銃を指で叩たたいて見せる。

「〈黙示録の獣アロステイア〉どころか、熊くまやイノシシ相手にも火力不足だけどな。それでも、役に立つタイミングってのはあるもんだ」

「ふぅん……あと、気になってたんだけど、なんだ、その背中に背負ってるものは」

「見ての通り、弦楽器リユートだよ」

「それはわかるけど。旅にはなんの役にも立たないだろう」

「そいつは違うな、ボウズ。おまえさんがこいつを役に立てる方法を知らないだけさ」

「……どういうことだよ」

　子供扱いされ、少しムッとする。

「吟遊詩人の真ま似ねごとでもしようってのか？」

「そういう時もあるな。娯楽のない村だと、適当に弾き語りの真似ごとするだけで飯と寝床を世話してもらえたりもするぞ」

　嫌いや味みのつもりで言ったのだが、そう外れてもいなかったらしい。

「人生楽しむにゃ、安物の煙草たばこと弦楽器がありゃ十分だ。後はおまけみたいなもんさ」

「なんだそれ……」

　呆あきれると同時、ウェズリーはザックに対して妙に苛いら立だちを覚えるのを感じていた。

（そんな生き方ができるんなら、誰だれだってそうしたいさ……けど──）

　──この瀬戸際の世界は、それを許してはくれない。

〈黙示録の獣アロステイア〉は人を襲い、大地を腐らせ、水源を枯れさせる。

（僕らは、抗あらがい続けなければ生きていけない。なのに、この男は……！）

「あの……ウェズリー君？」

　フィオに声をかけられ、ウェズリーはハッとする。

　手の平に痛み。気づかないうちに、爪つめが食いこむほどに強く拳こぶしを握りしめていたらしい。

「大丈夫ですか？　気分でも悪いんですか？」

「……いえ、別に。先を急ぎましょう」

　フィオから顔を背け、歩くペースを上げる。

　自分がしっかりしなければいけないと思っていたのに、これではいけない。フィオはここのところ焦り気味だし、キリエはもとからあてにならない。

（──この旅は、僕がいなければ駄目なんだ）

　そう自分に言い聞かせ、気を引き締める。

〈黙示録の獣アロステイア〉にも、ザックの動向にも気を配り、任務を全うさせる。それが、英雄の弟子としての自分の役割だ。英雄を目指すのなら、不測の事態にも対処できないでどうする。

　ウェズリーはザックの背中を睨にらみつけ、決意を新たにした。




　それから間もなくして川に行き当たった。川幅が広い分流れが遅く、徒歩でも渡ることができた。あとは森を突っ切って街道まで抜ければ歩きやすくなるはずだったが──

「ハァ……ハァ……ハァ……っ」

　手近な大木に手をつき、ウェズリーは荒い息を整える。

「だ、大丈夫ですか、ウェズリー君？」

　気遣うようにフィオが言う。

（くっ……、こんなはずじゃあ……！）

　宿場街を出発してから三時間。足場の悪い森の中の行軍は思いの外きつく、予想以上に体力を奪われていた。

「ボウズ、少し休むか？」

「……馬鹿を言うな。先を急いでるんだ、こんなところで休んでいられるか」

「そんなつらそうな顔で意地張られてもな」

「ウェズリー君、休みましょう。わたしも疲れましたし」

　明らかに気遣いとわかるフィオの言葉に、ウェズリーは首を振ろうとするが、

「ねー。あっちに湖みたいなのあるけど」

　頭上から声が降ってくる。木の上に登ったキリエが、森の一方を指さしていた。

「ああ、そういえばあったな、でかいのが。ちょうどいい、そこで小休止だ」

「おい、いらないと言ってるだろっ」

「なんにしろ、ぶっ通しで歩くわけにゃいかねぇんだ。ちょうど昼時だし、そこで休憩だ。これは案内人としての判断だ」

　そこまで言われてはさすがに返す言葉がなく、ウェズリーは押し黙った。




「いやっほーぅ！」

　湖の浅瀬で、キリエが無邪気にはしゃぐ。水を蹴けり上げ、両手で水を掬すくい上あげて振りまく。水の飛沫しぶきに降り注ぐ陽光が反射し、キラキラと輝いた。

　身に纏まとっているのは、上下で別れるタイプの水着だ。

「いつの間にあんなもの用意してたんだ」

　暇さえあれば遊ぶ気満々のキリエに、岩に腰を下ろしたウェズリーは呆あきれて肩を落とす。

　休憩地とした湖は、思いのほか広大なものだった。もっと交通の便がいいところにあれば、保養地として人気にもなっていただろう。

　ただ、今は地元民も森に近づくのを嫌がっているため、他には人ひとりいなかった。

　湧わき水みずが注ぎ込んでいるのか、水質は澄んでおり、飲んでも問題なさそうだ。

「まぶしいねぇ」

　ウェズリーの隣に立ったザックが、手を庇ひさしがわりにして湖で遊ぶキリエを眺める。

「……あんな猿みたいなのが好みなのか、あんた」

「若さってのは特権だ。あの元気さには、俺おれもあやかりたいもんだ。ボウズは遊ばないのか？」

「冗談だろ。遊びで旅してるんじゃないんだ」

「ほう？　だったら、なんでわざわざエールスベルクなんぞに行こうって言うんだ？」

「それは……」

　失言だったかと口を噤つぐむ。が、ザックは冗談ぽく肩をすくめて続ける。

「なんてな、別に依頼人の事情を聞きだそうとは思わんよ。こっちはちゃんと報酬さえ支払ってもらえりゃいい」

「……なんで、こんな依頼を引き受けたんだ」

「ん？　依頼した側がそれを訊きくのか？」

　なんの捻ひねりもなくまっすぐに訊いたのは、頭を働かせる余裕もなかったせいだ。失敗かとも思ったが、既に始めてしまった話題だ。開き直って問いを重ねる。

「事前に報酬額を交渉せずに、しかもこっちの付け値をあっさり飲んだ……誰だれだって、裏があると思うだろう」

「ああ、そういうことか」

　はぐらかされるかと思ったが、ザックはあっさりと答えた。

「そんなもん、別に大した理由はねぇさ。ただ、面白そうだったからだよ」

「面白い……？　なにがあるかもわからない、森の案内がか？」

「いやいや、そっちじゃない。別に、スリルがなきゃ生きていけない人種ってわけじゃないさ。俺が言ってんのは、おまえさんたちのことだ」

「僕らの……？」

「ああ。自覚がねぇのか？　おまえさんら、相当珍妙な組み合わせだぜ？　先住民エルフの女に、それを師匠だ先生だと呼ぶガキ二人。片方はプロの傭よう兵へいをあっさりたたんじまう手て練だれで、もう片方は聖王都の魔術学院の紋章つきローブを着てるときた」

　確かに、ウェズリーのローブは魔術学院にいた頃ころから使っているもので、肩にはその紋章が縫いつけられている。剝はがしてもよかったのだが、身元の証明の代わりにもなり、なにかと便利なので放置していた。

「要は、俺にとっちゃ金はおまけだ。あった方がいいが、それだけで自分の行く先決めてちゃ、人生つまらねぇ。そうは思わないか？」

　随分と刹せつ那な的な考え方だと思ったが、少なくとも噓うそではないようだ。

「その点で言えば、キリエのお嬢ちゃんは人生を楽しむのがうまいな」

「……僕は下手だって言うのか」

　ザックはふっと笑うと、ウェズリーの頭に手を置き、乱暴にかき回す。

「肩かた肘ひじ張りすぎだ、ボウズ。そんなんだから、余計に疲れる」

　警戒しているのを見透かされている気がした。

「……離せよ」

　振り払うと、ザックはあっさり手を引いた。

（なんか……一人相撲ずもうしてるみたいだ）

　事実、そうなのだろう。なんだか一気に気が抜けてしまう。

　ザックが上着の胸ポケットから紙巻き煙草たばこを取り出す。

「……それも人生の楽しみ方のひとつか？」

「おう。節度を守れば、自ら毒を煽あおるのもひとつの自由さ。ただし、一日三本までだ」

「結局健康を気にしてるのかよ……だったら吸わないのが一番だろ」

「それが利口だな。けど、酸すいも甘いも嚙かみ分わけなきゃ、見えないもんもあんのさ。人の善意にばかり囲まれてたら、あっさり悪人に騙だまされちまうだろ？　それと同じだよ」

　どうにもこの男の言葉はいい加減なようでいて、時折妙な説得力がある。言いくるめられているような気がして、それもまた業腹だったが。

「さて、と──俺おれは釣りでもしてくるよ」

　言いながら、拾ってきたらしい木の枝にベルトのポーチから取り出した糸を結び付ける。

「この湖で釣れるのか？」

「ああ、食いでのあるのがな。でかいのになると二メートルを超える大物だ」

「ほとんど化け物じゃないか……泳いでて大丈夫なのか？」

「なに、でかいっつっても人を襲ったりはしねぇよ。こっち岸はお嬢ちゃんが騒いで魚が逃げちまってるし、あっちの岩場に行くかな。期待しとけよ」

　暢気のんきに手を振り、ザックはその場を去る。

（水遊びに釣り……これじゃあ、ただのハイキングだ……）

　げんなりと肩を落とす。と──

「どうかしましたか、ウェズリー君？」

「どうもこうも……、……っ!?」

　背後からかけられた声に振り向き、ウェズリーは硬直した。

　森の中で着替えていたのだろう。現れたフィオは水着を身につけていた。キリエと同じく上下で別れたタイプだが、印象は大きく違った。ボリュームとか。

「な、なんて恰かつ好こうしてるんですか、先生までっ！」

「えっと……キリエちゃんがわたしの分も用意してくれてたみたいで、使わないのも悪いかな、って……変ですかね？」

　恥ずかしそうにはにかみ、きゅっと自分の身体からだを抱く。腕に押し上げられ、柔らかな胸がふにふにと形を変える。

「いや、その……別に変というわけ、では」

　思わず目を逸そらすウェズリー。フィオの服装は、普段から肌を出している部分が多い。露出度で言えば、普段と大差はない。問題は肌への密着度だった。

　顔立ちは年下かと思うほどに幼いのに、部分的には成熟している。そのアンバランスさには、不意打ちめいた破壊力があった。

「具合、まだよくなりませんか？」

　心配そうにこちらの顔を覗のぞき込こんでくるフィオ。前かがみの姿勢により、重力とか万有引力とかそういうあれが存分に仕事をし、思わず視線がフィオの胸部へと引っ張られ──

（…………っ！　なんで先生はこんなに無防備なんだよ……！）

　ヴァルトシュタイン邸の風ふ呂ろ場ばでは湯気に隠れていたので、実はよく見ていない。が、水着なら見てもいいという免罪符があることで、ついつい視線が吸い寄せられる。

　純朴そうに、きょとんと小首を傾かしげるフィオ。

（でもこれって……異性として認識されていない、ってことか……？）

　フィオと自分は師匠と弟子だ。異性として見られていないからといって、どうというわけでもないはずなのだが、なんとなく気落ちしてしまう。

「ししょー、おそーい」

　キリエが水を蹴けりながらこちらへやってくる。

「すみません、キリエちゃん。着るのに手間取ってしまって」

「おー、ぴったりじゃん。……ん？　──おやおや、ウェズリー」

　ウェズリーの顔を見て、キリエがにまぁっと笑う。

「顔が赤くなってるぞ。どこを見ていたのかにゃ～ん？」

「……っ、赤くなんてなってない！　大体、水着というのは本来競技用のものだっ！　いわば鎧よろいと同じ！　そんなものに劣情を催すかっ」

「ふふん、わかってないなー。これだからお子様は」

　ちっちっち、と指を振り、ビシィっとウェズリーにその指を突きつける。

「果たして──水着が全裸よりもエロくないなどと誰だれが決めた！」

「なん……だと……!?」

「──想像しろ、ウェズ公。隠すことでこそ、想像の余地が生まれるんだよっ！　隠されていることで、あらゆる可能性が生まれる！　箱の中に入れられた猫が生きているか死んでいるか、二通りの未来が同時に存在するようにっ！」

「……それで？」

「つまりっ！　あたしも水着の下は、ししょーにも負けないわがままボディが隠されているという可能性が──」

「どこがだ、どうみても寸ずん胴どう体形じゃないか。鍋なべかと思ったぞ」












「んだとこらー！」

　怒りのキリエがウェズリーの首に腕を回し、反対の手でがっちり固定ホールド。キリエの腕と身体からだに挟まれ、ウェズリーは身動きが取れなくなる。

　そのままギリギリと首を絞め上げられる。

「ちょっ、ばかやめ、苦し……！」

「どうだっ！　ベル先生直伝、メイド式関節技サブミツシヨンの威力は！」

「メイド関係な……ぐっ……！」

　本人は遊びのつもりらしいが、割と本気で痛いし苦しい。

　それと、フィオがいつもそばにいるため目立たないし、さっきはああ言ったものの──

　まあ、それなりには、ある。

　頰ほおに感じる感触は骨や筋肉だけではなく、慎つつましいながらも確かな柔らかさがある。

（……って、なに考えてんだ僕は……！）

　ていうかまずい。本気で気道がふさがっている。こんなアホな理由で死ぬなんて不本意すぎる。

　どうにか呼吸しようともがく。と、キリエの背中側の指先が何か紐ひも状のものに引っかかる感触があった。わずかな抵抗があり、紐状のものが解かれる。

　はらり。ウェズリーの頭に、なにか濡ぬれた布のようなものが乗った。

「ひうっ!?　ちょっ、なにすんだ、この……！」

　なにやら慌てたキリエの声がして、拘束が緩む。

　解放されたと思った矢先、背中に両足をそろえたキリエの飛とび蹴げりが炸さく裂れつ。ウェズリーの身体は水平に飛ひ翔しよう、水面を二度三度とバウンドし、湖の半ばに沈んだ。

「ぷはっ！　げほっ、げほっ……、なにすんだ馬鹿！　殺す気か！」

「い、いいからソレ返せっ！」

　一方、キリエはなにやら胸元を手で隠し、水の中に肩から下を沈めている。そのそばではフィオがあわあわと顔を赤くしていた。

「それ……？」

　ふと、右手が何かを握っていることに気づき、まじまじと眺める。

「んん……？」

　キリエの水着だった。

「見るな！　そんで死ね、スケベ！　むっつり魔王！」

「ひ、人聞きの悪いことを言うな！　誰だれがお前なんか見て興奮するか！」

「顔赤くしてたっしょ！」

「首絞められてたからだよ！」

「いっ、いいからソレ持ってこい！　来たら殺すから！」

「理不尽すぎるだろその要求っ!?」

　とはいえ、このままキリエの水着を手にしていては本当の変態だ。

　水をかいて岸に向かう。水を吸った衣服が重く纏まとわりつき、動きにくいことこの上ない。

　と──不意に、足元に影が見えた。

（…………？　魚か……？）

　それにしては妙に大きかったような気がするが──

　直後、足首をなにかにつかまれた。

「っ!?　なっ……！」

　声をあげる暇もなく、ウェズリーは水中に引きずり込まれた。




　視界が歪ゆがむ。水中では耳も目も頼りにならない。

　見上げた水面では、波に揺れる太たい陽ようがどんどん遠ざかっていく。

　足元を見ると、自分の足首を咥くわえて泳ぐ巨大な魚らしき生き物が見えた。

　ザックの言葉を思い出す。二メートルを超える巨大な魚が、この湖にはいるということだったが──

（どうみても三メートルはあるじゃないか……！）

　あるいはこの湖の主なのかもしれない。でっぷりとした体形で顎あごの力も強い。幸い、鋭い歯が生えているわけではないようで、足を食われるという事態にはなっていなかった。

　だが、いずれにしろこのままでは溺でき死ししてしまう。

　肉食でもない魚が人を襲うことは不可解ではあった。かろうじて見える化け魚の目は濁った色をしており、正気とは思えない。なにかの病気にかかり、理性を失っているのか。

　なんにしても、黙って引きずられるわけにはいかない。

　手離さずにいた杖つえで魚の身体からだを突くが、固い鱗うろこの上を滑るばかりだ。鰓えらにでも突きこめば別かもしれないが、水中を滅め茶ちや苦く茶ちやに泳ぐせいでうまく狙ねらいが定まらない。

　起動呪文ブート・スペルなしで撃てる初級魔術なら、水中でも使えるかもしれない。指先に意識を集中して魔力線を引こうとするが、酸欠により集中が途切れる。

（くそ……っ！　こんなことで……！）

　英雄を目指して旅に出た自分が、〈黙示録の獣アロステイア〉ですらないただの魚に殺されるなど、こんな馬鹿げた話があるか？

　酸欠で意識が遠のいていく。

　その時、水面を割って飛び込んできたキリエの曲剣が巨大魚の鱗に突き立てられた。

　剣を深々と身体に埋め込まれた激痛に、巨大魚が狂ったように暴れる。

　キリエは剣の柄つかから伸びた鎖をつかみ、一定の距離を保っている（ちなみに、水着はちゃんと着けなおしていた）。

　突き立てた剣には返しでもついているのか、抜ける気配はなく、むしろ暴れるほどに食い込んでいく。

　ウェズリーの足首を咥える力が弱まり、拘束が外れる。しかし、すでに意識が遠のきかけており、水面まで泳ぐ余力が無い。

　と、キリエが解放されたウェズリーの襟首をつかんで引き寄せる。

　なにをするつもりかと思っていると、水中で器用に身を回し、両足をそろえてこちらへ向け──思い切り蹴り飛ばした。

「っ…………！」

　一気に水面を割り、空中に飛び出す。浅瀬にまで飛ばされ、せき込みながら酸素を吸い込む。

（他にやり方はあるだろうに……！）

　手荒い助け方に胸中で毒づいていると、キリエ自身が水中から飛び出してきた。そのまま湖の上に突き出した太い木の枝に着地する。

　その手には、巨大魚に突き刺した曲剣から伸びる鎖が握られている。

「ししょーっ、いくよッ！」

　鎖を枝に引っかけるようにして飛び降りる。

　結果、滑車のように引っ張られた鎖が巨大魚を釣り上げる。

　水中から引っ張り出された巨大魚が、陽光を浴びて濡ぬれた鱗うろこを煌きらめかせる。その身体からだには、キリエの鎖が何重にも巻きついていた。

「《灼やき滅ぼせ》──」

　起動呪文ブート・スペル。振り返れば、展開した三重の魔ま導どう式しきを交互に高速回転させるフィオの姿。

「──《断罪の劫火アグニ・フレア》！」

　魔導式を砲身として撃ちだされた極大の火柱が、釣り上げられた巨大魚を直撃する。溶岩にも匹敵する超高温の火柱を浴びせられ、巨大魚の身体は瞬く間に塵ちりとなる。

　火柱の範囲から外れていた尾びれだけを残し、巨大魚はこの世から消滅した。




　森の中、湖の様子を眺めて口笛を吹く影がひとつ。

「──やるもんだねぇ」

　巨大魚が一撃で葬られたのを照準器越しに確認し、ザックは長銃を下ろした。

「俺おれの出番はなし、か。結構なことだ」

　長銃の薬室を開き、紙製薬やつ莢きようを取り出して指先でもてあそぶ。

「しっかし……ほんと、どういう一行なんだか。……ん？」

　ふと、水面に妙なものを見つける。目を凝らすと、水面に落ちた巨大魚の尾びれの断面から、なにかが湧わきだしているのが見える。

「……なんだ、ありゃ。血じゃあないな。寄生虫、いや……泥、か？」

　見ている間に、その物体は水中に沈んでいった。

「……見間違いか？　俺の目も衰えてきたかな。歳としとるのは嫌だね、どうも」

　冗談ぽく独ひとり言ごち、ザックは肩をすくめた。







　湖から少し歩くと街道に出た。森の中よりずっと歩きやすく、ペースも上がる。

　しかし、ウェズリーの気分は晴れるどころか、どんよりと沈んでいた。

（……屈辱だ）

　ウェズリーの衣服は湖に落とされた際に濡ぬれ、今は杖つえに引っ掛けて肩からぶら下げて歩いている。撥はつ水すい性せいの高いローブだけはそのまま着られそうだったため、前を閉じて素肌に直接着ていた。さすがに生地が直接肌に触れるのは心地が悪い。

「……あんた、さっきはどこに行ってたんだよ」

　八つ当たりのように、ウェズリーはザックに文句を言う。

「だから釣りだって。ま、収穫はなかったし、キリエのお嬢ちゃんが大物を釣り上げちまったけどな」

「あれは食べられなかったけどねー」

　前を行くキリエが振り返ってからから笑う。

「それに、俺おれの役割は護衛じゃなくて道案内だろう？　俺ぁ、魔術師メイガスでもなんでもない。あんなデカブツをどうにかできると思うか？　ただの探索者レンジヤーもどきだ。下手に手を出して殺されたら元も子もない。命あっての物種ってな」

「……あんたはそうやって、戦うべき時に戦わない自分を正当化するのか？　それはただの臆おく病びよう者ものだ」

　批難するようにウェズリーは言うが、ザックは気に障った様子もなく笑い飛ばす。

「臆病者の嗅きゆう覚かくってのは役に立つもんだぜ、ボウズ。それがあったから、俺は今日まで〈黙示録の獣アロステイア〉なんて化け物が我が物顔でのし歩いてるこの大陸で生きてこられた。生きてるからこそ、今日も煙草たばこが吸える」

　ぷかぁ、と煙を吐き出す。

「俺から言わせりゃな、ボウズ。おまえさん、ちと勇敢すぎだ」

「それのどこが悪い」

「身の程を越えた勇敢さってのは蛮勇だ。活いきのいい馬鹿ってのは死神と仲がいい。自分一人が死ぬんなら勝手だが、困ったことにその手の輩やからは周りも巻き込んじまうんだなぁ」

「それを言うなら、キリエこそ無む茶ちやをする馬鹿だろう」

「いや、あのお嬢ちゃんはものが違う。ありゃぁ、天才の類たぐいさ。いるんだよ、ああいう規格外れの手合いってのが。要領がよくて、迷いがなくて、どう動くのが最善か、本能でわかっちまう。無茶やっても、そのままどうにかしちまう。まったく、嫌になるよな」

　最後の部分に共感を覚えかけているのに気づく。だが、その言葉を肯定するのは、自分自身が凡人で、キリエとは元からものが違うのだと認めるようなものだ。

　だから、ウェズリーは意地でも反はん駁ばくする。

「僕は……凡人じゃない。凡人という枠に自分を当てはめて言い訳したりしない」

「そうか。そりゃ、しんどい生き方だな」

　肩をすくめるザック。

「けどな、ボウズ。俺おれは凡人でいい。凡人なりにせせこましく生きて、偉業をなすでもなくひっそりと歳としとって、どっか平和な農村の外れで余生を過ごす──それで十分だ」

　ウェズリーはザックに軽い失望を覚える。

「……臆おく病びよう者ものめ」

　不快げに吐き捨てるウェズリーに、ザックは気分を害した風もなく、口の端で笑うだけだった。







　それから数時間歩くと、太たい陽ようは山の稜りよう線せんに半分隠れ、残照が森を燃え上がるような色に染め上げた。

「そろそろ野営の準備をした方がいいな。ちょうどこの辺に、風を凌しのげる関所跡があったはずだが──」

　言いかけ、ザックはさっと腕をあげて制止する。

　フィオとウェズリーが怪け訝げんそうに見ると、ザックは人差し指を口の前に立てる。指先で示した前方に、崩れた関所跡が見えた。そのすぐそばには、荷物を満載した馬車が止められている。しかし、周囲に人の姿はない。

　その場で待つようにジェスチャーで示すと、ザックは長銃を手にする。体勢を低くし、滑るような足取りで馬車へ向かう。その動きは素早く、足音ひとつ立てていない。

「……ザックさん、なにをしてるんでしょうか……？」

　小声でフィオが問うてくる。

「恐らく、盗賊の罠わなを警戒しているんでしょう。注意を引き付けておいて、森の中や壁の裏から奇襲するという話を聞いたことがあります」

「その割には、人の気配はないけどね」

「……気配？」

　胡乱うろんげにキリエを見やる。

「……そんなものわかるのか？」

「え？　普通にわかるっしょ？　ねぇししょー」

「……普通はわからないと思います」

　野生児め。

　ザックが手を振ってくる。どうやら安全が確認できたらしい。

　ウェズリーたちがやってくると、肩をすくめてザックは言う。

「とりあえず、罠の類たぐいじゃあないな。馬車だけだ」

「こんなところに乗り捨てたんでしょうか？　まだまだ使えそうに見えますけど」

「だな。なにより、荷物が積んだままなのが不自然だ」

「野生動物か、〈黙示録の獣アロステイア〉に襲われたとか？」

「いや、それも考えづらい。御者席の方を見てくれ」

　客車を迂う回かいし、馬車の前方へ向かう。そこには、馬のハーネスだけが落ちていた。

「なにかに襲われたとして、わざわざ丁寧に馬具を外すような暇があるか？」

「……確かに、おかしいですね」

「極めつけはこれだ」

　言って、関所跡の石壁を回り込む。そこには、焚たき火びの跡といくつかの携帯食料、そして剣や弓といった武器が転がっていた。

「なにかに襲われて逃げたとして、なぜこいつらは武器を持たなかった？」

　脅威を感じたのなら、当然武器を持って迎え撃とうとしたはずだ。

「……熊くまかなにかに引きずられていったんじゃないのか？」

「熊は単独行動が基本だ。で、この場に争った形跡はない。装備から見て、このパーティは少なくとも四人構成。見張り役に気づかれずに接近し、反撃させずに一人ずつ森に引きずり込んだとすれば、随分とまあ器用な熊ってことになるな。聖王都の特殊作戦部隊も真っ青の手際だ。その場合、馬はどうしたって話になるが」

〝人喰くいの森〟──出で来き損そこないの怪談めいた話が、脳裏をよぎる。

　ざわり、と。背筋を得体の知れない虫が這はいまわるかのような悪寒。

　真綿に水がしみこむように、じわじわと事態の異質さを理解し始める。

「それじゃあ……ここで一体、なにが起こったっていうんだ……？」

　ウェズリーの問いに答えられる者は、その場にはいなかった。




　その日は関所跡で野宿することになった。

　人が消えた現場で眠ることには抵抗があったが、

「この森で奇妙なことが起こっているのは事実だ。が、どっか他の場所で野宿するよりは、壁がある分、ここの方がまだましだろう」

　というザックの意見は理に適かなっていたため、採用することとなった。

　焚き火で炙あぶった干し肉と硬いパンだけの夕食を済ませると、辺りはすぐに暗くなった。

　交代で見張りを立てることにしており、今はザックとウェズリーが焚き火を囲んで周囲に気を配っている。フィオとキリエは馬車の中で仮眠中だ。

　関所跡の周辺は焚き火の灯あかりでおぼろげに照らされているが、雲があるため月明りも弱く、森の中はまったく見通せない。完全な暗くら闇やみに閉ざされた森は、それ自体が異形の怪物の巣であるかのように思えた。

（〝人喰いの森〟──か）

　森の木々が牙きばを剝むいて人間を襲い、養分として吸収する──そんな空想が脳裏をよぎる。

（……なにを考えてるんだ、僕は）

　自分の考えが恥ずかしくなり、ウェズリーは小さく首を振る。

「眠いなら寝てていいぞ。ワイヤー張ってるからな、なんか近づけば鈴の音でわかる」

　その仕草を眠気を払うためのものと捉えたか、ザックが焚き火に木をくべながら言う。

「……余計なお世話だ。あんたは自分の仕事をしろ」

　必要以上に棘とげのある物言いに、ザックはふっと笑ってやんわりとかわす。

　子供扱いされているように思えて腹が立つが、実際その通りだと気づく。

　なんとなく、いたたまれなくなって立ち上がる。

「……ちょっと、その辺の見回りをしてくる」

「あんま遠くまで行くなよ」

　止められるかとも思ったが、あっさり見送られる。

　なんだか、自分の内面を見透かされているように思え、それすらも腹立たしかった。




　関所跡から数百メートル離れた森と街道の境目で、ウェズリーは足を止めた。

　ここまで抑えていた。だが、やはり昼間の湖での一件は胸の奥にしこりとして残り、後悔が内側からじりじりと身を焼くようだった。

（……もっとどうにかできただろう！）

　助けられるだけだった自分の不ふ甲が斐いなさに、怒りがこみ上げる。

　そもそも、あの巨大魚の接近に気づけなかったのも未熟な証拠。仮に水中に引きずり込まれたとしても、キリエなら窒息しかける前にいくらでも手は打てたはずだ。

（このままじゃダメだ……今まではどうにか乗り切ってきたけど、今の僕じゃあタイタン型みたいな大物には通用しない）

　その場での判断力や注意力もそうだが、まずはずっと解決できずにいる課題──最大火力の強化を図る必要がある。

　背中の魔導紋章イコンに意識を集中させる。普段なにげなく使っている魔術だが、もう一度手順を見直し、改善点を探るべきだ。

　初級魔術の合成は上う手まくいっていない。となれば、

（魔術の威力をあげる方法は大きく分けて二つ──僕が使える中級の魔ま導どう式しきを改良アレンジして、より魔力の運用効率をあげるか、上級魔術を使えるだけの魔力圧を制御できるようになるかだ）

　前者は現実的ではない。学院で身に着けた魔術は徹底的に効率化が図られており、そこに下手に手をつければむしろ劣化しかねない。

（なら……限界を超えるぎりぎりまで、魔力圧を上げるしかない！）

　指先で虚空に魔力線を刻む。三つの青い円環が宙に連なって浮かぶ。精せい緻ちな紋様を描き出し、上級魔術の魔導式を完成させる。

　両足を開き、突き出した右手に左手を添え、魔導式に向ける。

　深呼吸。

　大気中の偏在魔力アストラルが背中の中心を通し、自分の中に流れ込む様子をイメージ。自分の身体からだは魔力の通り道に徹する。

　手前の魔導式から順に回転が始まる。初めは緩やかに、徐々に激しく──三重の円環が、交互に回りだす。

　どうにか回ってはいる。だが──

「……っ、遅い……！」

　その回転速度は必要な速度の半分にも満たず、また円環同士で速度にばらつきがある。魔ま導どう式しきの機能を引き出すための魔力圧が足りないのだ。

　これでは術が十全に機能せず、中級魔術にも劣る大道芸にしかならない。

　本来なら、ここがウェズリーの限界だ。

（もっと……もっとだ！）

　魔導紋章イコンから取り込む偏在魔力アストラルの密度をあげる。自身の霊アストラル体にかかる負荷が増すのがわかる。

　──霊アストラル体にかけられる魔力圧の最大許容量は、ほぼ先天的に決まっている。例外として背中の魔導紋章イコンに手を加えて補整をかけるという方法があるが、これは霊アストラル体を改造することと同義だ。大きな危険が伴い、最悪の場合、肉体にまで害が及んでしまう。

　ウェズリーの許容量は平均値よりもわずかに高い程度──第一線級の魔術師メイガスの必須技能である、上級魔術の行使に足る水準ではない。

　その限界を知っていながら、さらなる魔力圧を無理やりかける。

（……ッ、神経が焼けるみたいだ……！）

　魔力の通り道である霊脈が過剰に励起され、肉体にまで悪影響が出始める。

　だが、その甲か斐いあって魔導式の回転数は上がっていく。

（これなら、いける……ッ！）

　確かな手ごたえを感じ、起動呪文ブート・スペルを唱えようと口を開く。術を発動させる、その直前──

　脳天から脊せき髄ずいへと、雷に打たれたような激痛が走り抜けた。

「が……ッ！」

　思わず膝ひざをつく。あまりの痛みに視界が赤く明滅する。

　脂汗を流しながら激痛に耐える。

　痛みに耐えている間に魔導式は回転を止め、虚空に溶けて消えた。

「…………くそッ！」

　骨が軋きしむほどの強さで、地面に拳こぶしを打ち付ける。

「……こんなんじゃ、だめだ……もっと、力を……！」

　再度魔導式を描き出そうと立ち上がり、

「ウェズリー君……？　何をしてるんですか!?」

　背後からかけられたその声に、背筋が硬直する。

　そこにいたのは、一番この姿を見られたくない相手──フィオだった。




「無む茶ちやは身体からだによくありませんよ……」

　枯れ木に腰掛けるウェズリーに、隣に座ったフィオが心配そうに声をかける。

「無理に魔力圧を高めたら、身体からだに悪影響があるって言いますし……」

　伝聞のような言い方なのは、フィオに関しては魔力圧をかけすぎることによる不調があり得ないからだ。

　完全魔導体体質。数百万人に一人とも、数千万人に一人とも言われる特異体質者。偏在魔力アストラルに対する霊アストラル体の抵抗値が、極めてゼロに近い者のことを言う。それはつまり、どれだけ高い魔力圧をかけようと、霊アストラル体に不調をきたさないということだ。

　理論上、フィオは上級魔術だろうが体力が続く限りは無限に撃てる。それどころか英雄の恩寵グレイスにより、本来なら数人がかりで負担を分散する戦術級魔術すら単独で起動できる。

　今現在、ウェズリーが抱えている問題とは無縁の存在。

　腹の底からどす黒い嫉しつ妬とが湧わき上あがりかけ──

「ウェズリー君……？」

　間近からこちらの顔を覗のぞき込こむフィオの瞳ひとみには、心からこちらを心配している真しん摯しな色があった。

　暴発直前だった嫉妬心が霧散していく。

（ずるいなぁ……）

　人徳なのだろうか。

　この人を前にすると、ささくれ立っていたものがあっさりどこかへ溶けてしまう。

「なんでもないですよ。……ちょっと練習していただけです。もう体調も戻りました」

「そうですか？」

　それでもフィオは心配そうだったが、とりあえずこちらの言葉を信じてくれたようだ。

　しばし、言葉を交わさぬままに時間だけが過ぎる。

「……ねぇ、ウェズリー君」

　やがて、ぽつりとフィオが口を開く。

「前に、物語の英雄に憧あこがれているって言ってましたよね？　だから英雄になりたい、って」

　ヴァルトシュタイン邸の大浴場でした話だろう。あの時も、今のようにフィオに毒気を抜かれ、素直に口を滑らせてしまった。

　大浴場で見たフィオの艶なまかしい肢体を思い出し、頰ほおが赤くなる。が、フィオの意図は別の場所にあったらしい。

「でも……ほんとにそれだけなんですか？」

　ウェズリーは束つかの間ま、息を詰まらせる。諦てい観かんと共に吐いた息を夜気に溶かし、ぼやく。

「……ほんと、鈍いんだか鋭いんだか」

「え？」

「こっちの話です。……それより、あの時の話ですけど」

　確かに、自分は物語の英雄に憧れていると話した。だが、

「あれは噓うそです」

「えっ!?　そんなあっさり!?」

　虚を突かれたように目を丸くするフィオに、ウェズリーは「あー」と言葉を選びなおす。

「いや、完全に噓うそってわけでもないんですけど。……本当はもっと個人的な事情があるっていうか」

　フィオの大きな瞳ひとみでまっすぐ見つめられると、どうにも噓がつけなくなる。この人の瞳には、不思議な引力のようなものがあった。

「僕は聖王都の生まれではないんです。故郷は、サウスロック地方外れの小さな農村でした。特に名産品があるわけではないけど、食糧の生産拠点だったので、まぁ、村人が食いっぱぐれない程度には安定した村でした」

　一拍。次の言葉を口にするには、腹の奥に力を入れる必要があった。

「でも、今はもうありません。〈黙示録の獣アロステイア〉に滅ぼされました」

　フィオが息を飲むのが気配でわかった。

　──ウェズリーは意識を過去に飛ばし、夜よ闇やみに炎の赤を幻視する。

「よくある話ですよ。騎士団が駐屯する大きな街から距離がある村落は、自前で傭よう兵へい団を雇うしかない。けど、農村が雇える規模の傭兵団じゃあ、〈黙示録の獣アロステイア〉相手には無力だ。万が一、獣アロステイアに襲われたら覚悟を決めるしかなくて……それでまぁ、順当にその日が来たわけです。

　間抜けにも、僕はその時初めて気が付きました。この世界は、いつだって綱渡りだったんだ、って。投げたコインの表が出るか、裏が出るかの違いでしかない。その日まで獣の襲撃を受けなかったのは、単に運がよかったから。……あの日、村が滅んだのは、コインの裏が出たから──それだけのことだって」

　暗い夜空を仰ぎ、家族の顔を思い浮かべる。

「僕の周りには、それを当然のこととして受け入れて、諦あきらめてる人ばっかりだった。父も、母も、兄も……妹はちょっと独特でしたけど」

　フィオの吐息が聞こえる。今の話になにか思うところがあったのだろうか。

　ウェズリーは続ける。

「でも、そういうの嫌じゃないですか。コインの表裏に生き死にを託すなんて、そんなのは自分の意志で生きてるとは言えない。その日の糧を得るために狩りをする野生動物の方が、よっぽど自分の力で生きてるって言える。

　──だから僕は、毎朝放ほうられるコインの結果を気にしながら惰眠を貪るように生きるより、自分の力で生きて、戦って、奪い返してやろう──そう思ったんです」




「ウェズリー君……」

　拳こぶしを握りしめて虚空を見据える少年の姿に、フィオの胸の奥がざわつく。

　唐突に、気づく。

（最初に会った頃ころから、放っておけない気がしてたけど──）

　なにがそんなに気になっていたか、自覚する。

（似てるんだ、ヒューイット様に）

　飄ひよう々ひようとした態度でいつも本音を隠していた主あるじと比べれば、この少年はよっぽどわかりやすい。それでも、根っこの部分には近いものがあるように思う。

（いじっぱりで、なんでも自分で背負い込もうとして、無理するところ）

　出かけるたびに傷を増やして帰ってくる主の姿に、目の前の少年が重なる。

　胸を茨いばらで締め付けられるような痛みを感じ──

　──気が付けば、フィオはウェズリーを背中から抱きしめていた。

「せ、先生……？」

　突然の抱擁に、ウェズリーが戸惑いの声を漏らす。

「……ウェズリー君は、気負いすぎです」

　少年の身体からだが強こわ張ばるのが、抱きしめた腕を通して伝わってくる。

「無理をしないで下さい。あなたがそれを背負わなくてもいいんですよ」

　この少年が抱えこんでいる重呪責いを、少しでも和らげたいと思った。

　──ウェズリーは英雄となり、戦い続けることを自分に課しすぎている。

　それは日増しに重くなり、やがて自らにかけた呪のろいへと変じ、自らを縛り付ける。

　そんな生き方の果てに裏切られ、孤独の中で溺でき死ししそうになっていた青年を、フィオは知っていた。

「他の人に任せたって、罰は当たりません。──大丈夫です。わたしがいますから」












　今はまだ、英雄じぶんがこの大陸を守る役割を務めていられる。だから、自分を追い込むのはやめてほしい──そう願いを込めて、フィオは囁ささやいた。




　──フィオは気づいていなかった。

　確かに、ウェズリーとヒューイットには通じる部分がある。

　しかし同時に、どうしようもないくらいに別物だった。

　──フィオは失念していた。

　ヒューイット・クライゼルが既に完成された英雄だったのに対し──

　ウェズリーは未いまだ、何物にもなり切れていない、未熟な英雄志望者でしかないことを。

　それは、主あるじが命を賭とした戦場に向かうことを止められなかった後悔と、間近で主の死を看み取とった過去トラウマを繰り返さないための、無意識の重ね合わせだったのかもしれない。

　いずれにしろ──ウェズリーの身を慮おもんぱかってのその言葉は、予期せぬ鋭さで少年に突き刺さる。




『あなたがそれを背負わなくてもいいんですよ』

　それは少年ウエズリーにとって、幼い日から抱き続けた信念を否ひ定ていする言葉で。

『他の人に任せたって、罰は当たりません。──大丈夫です。わたしがいますから』

　それは唯一の存在を目指していた少年に、「おまえの代わりは他にいる」と現実を突きつける刃やいばとなる。

（……ああ。なんだ、そうか）

　落胆と怒り、失望と諦てい念ねんの混合物が、ウェズリーの腹の底から湧わき上あがってくる。

　フィオの手を払いのけ、立ち上がる。

「ウェズリー君……？」

　戸惑うフィオを、凍り付いた視線で見下ろす。

「……それが、本音ですか」

「え……？」

　啞あ然ぜんとして目を見開くフィオを、もはやウェズリーは見ていなかった。

　踵きびすを返し、闇やみ深い森の中に走り出していたから。

「ウェズリー君……！」

　咄とつ嗟さに駆けだそうとするフィオを制止するように、腕が横から伸びる。

　そこにいたのは、ザックだった。

「ザックさんっ！　ウェズリー君を追わないと……」

「落ち着きな。あんたが行っても、意地になって逃げるだけだ」

　フィオは口を噤つぐむ。

「悪いね。盗み聞きするつもりはなかったんだが、ボウズの戻りが遅いもんでな。……細かいことは知らんが、あんたの言葉はあの年とし頃ごろの男の子にゃ酷ってもんだ。特に、ああいう真面目まじめな奴やつにはな」

「わたしの言葉……？」

　自分がなにを言ってしまったか、まだわかっていないらしい。

　ザックは肩をすくめる。

「とにかく、あんたは馬車に戻ってな。ボウズは俺おれが連れ戻すよ」

　そう言うと、ザックは森の中に分け入っていった。




　ウェズリーは森の中を無我夢中で走っていた。

　暗い森を走ることの危険性や、正体不明の脅威が潜んでいることなど既に頭の中にない。ただその場から離れたくて、わき目もふらずに暗い森を駆ける。

　と、木の根に足をとられ、体勢を崩す。勢いがつきすぎていたせいで受け身も取れず、無様に土の上を転がる。

「……ッ、つぅ……！」

　背中を打ち、呼吸が詰まる。

　仰あお向むけで倒れたまま、しばし呼吸を落ち着けることに徹する。鬱うつ蒼そうと生い茂った枝葉の隙すき間まから、星の無い夜空が見えた。

　──物語に出てくるような英雄になりたかった。桁けた外れの力で人類に仇あだなす怪物や外洋からの侵略者、果ては異次元の神とすら渡り合えるような、途方もない力が欲しかった。

　無論、それらが創作に過ぎないことは知っている。だが、そんな夢想を託せるほどに英雄という存在は頼もしく、その力は人類の守護者に相応ふさわしいものなのだ。

　それだけの力があれば、〈黙示録の獣アロステイア〉などという理不尽な暴力に怯おびえる必要なんてなくなる。獣アロステイアに怯える人々に、安息を約束することができる。

　──今更、故郷の村が元に戻るなんて思ってはいない。

　一度、村があった付近を通りかかった。しかし、そこには墓標のような廃屋だけが並び、本当に自分が生まれ育った場所なのか、他の村の跡地なのかの判別すらつかなかった。

　──わかっている。それはもう、間に合わなかったことだ。

　だが、だからこそ──次はもう奪われないために、他の誰だれからも奪わせないために、何者にも負けない力を欲した。

　けれど、フィオは言った。

　他の人が代わりにやってくれると。

　それは決定的な言葉ではないが、自然と口に出た一言だからこそ、そこにはフィオの本音が反映されているのではないか。

（少なくとも……僕じゃなくてもいいってことだよな）

　フィオが後継者をなかなか決めないのは、決めあぐねているからだと思っていた。自分にも、目があるのだと思っていた。

　しかし、そんなものは錯覚だった。

（結局……選ばれるのはキリエか。……わかっていたさ。あいつが僕と違って、すごい奴やつだってことくらい）

　目を閉じる。考えることにも飽き、思考を放棄する。

　──と。

　茂みの揺れる音に、ウェズリーはハッと身体からだを起こす。

（熊くまか……？　いや、これは……）

　ウェズリーの左手側の草が揺れたかと思ってそちらを向けば、反対側の木が揺れる。そちらに注意を払えば、今度はてんで違う場所の枝葉がしなる。

（複数……いや、一匹が動き回ってるのか!?）

　翻ほん弄ろうされているうちに、自分がどの方角から走ってきたかもわからなくなっていることに気づく。

（くそッ……、なんて間抜けなんだ……！）

　自分の馬鹿さ加減に反へ吐どが出そうだったが、どれだけ自分を呪のろっても事態は好転しない。

　敵の位置を捉えることに全神経を集中させながら、右手で魔ま導どう式しきを描き出す。

　──左側に気配。

「《吹き荒れよ・風の槍ヴイント・ランツエ》ッ！」

　高密度に圧縮された大気の槍やりが、襲撃者の影を貫く。が──

（いないっ!?）

　魔術は空振りし、直線上の枝葉を散らせただけだった。

　直後、頭上に気配。振り仰いだ時には既に、襲撃者は長い爪つめの生えた腕を振りかぶっていた。

　四肢は長く、剛毛に覆われている。突き出た口こう吻ふんは狼おおかみのようでありながら、その全身のフォルムは猿に近い。

（オオカミザル……！）

　本来の名前は別にあったはずだが、それがその生き物の通称だった。

〈黙示録の獣アロステイア〉を除けば、このレムニア大陸において旅人がもっとも注意すべき野生動物の一種。樹上を飛び回る猿の機動性と、人の頸けい椎ついを嚙かみ砕くだく狼の顎あごを兼ね備えており、毎年多くの犠牲者を出している。

　ウェズリーは頭上から迫るオオカミザルに右腕を突きつける。その手の先には、既に励起状態の魔導式。

　遅延詠唱デイレイ・キヤスト。ウェズリーは先に放はなった魔術の他に、別の魔導式を組み上げて保留ストツクしていた。

「《切り裂け・烈風の鎌シユトウルム・ズイツヒエル》ッ！」

　解き放たれた魔術は真空の刃やいばとなり、オオカミザルを迎撃する。

　真空の刃は振り上げられたオオカミザルの右腕を肩から斬きり飛ばした。

（外した……！）

　それでも、〈黙示録の獣アロステイア〉でもない野生動物であれば、人間には執着せずに逃げるはず。治療方法など持たないため、出血は死に直結するからだ。

　しかし──こともあろうか、オオカミザルはそのままウェズリーにのしかかって押し倒すと、残った腕を振り上げて叩たたきつけてきた。

「なっ……!?」

　咄とつ嗟さに杖つえを間に挟み、爪つめの一撃を食い止める。

　全身の体重を乗せた爪が、少しずつウェズリーへと迫る。

「……っ、この……！」

　オオカミザルの不釣り合いに細い胴体を蹴けり飛ばす。

　奇声を上げ、即座に立ち上がるオオカミザル。片腕をなくしながらも、血走った目をこちらに向けて狼おおかみのような唸うなり声ごえをあげる。

「……ふざけるなよ、動ザ物コ風情が」

　爪が掠かすった頰ほおから流れる血を、手の甲で拭ぬぐう。

「英雄は逃げない……英雄は負けない。害獣程度に手こずっていられるか」

　オオカミザルを睨にらみつける。ウェズリーの目には、単に目の前の害獣に対するものとは違う、異質な闘志──いや、もっと暗い感情が宿っていた。

　オオカミザルが下肢をたわめる。

　迎え撃つように、ウェズリーもまた両手で握った杖を構え──

「目を閉じろ、ボウズ！」

　背後から声が聞こえると同時、ウェズリーとオオカミザルの間に球体が放ほうられた。

　直後、膨れ上がった光が景色を白く染めあげる。

（閃せん光こう玉……!?）

　咄嗟に目をかばったが、完全には防ぎきれなかったらしい。まぶしさに目を閉じている間に、身体からだを抱え上げられる。

　どうにか薄目を開けると、どうやらザックの肩に担がれたままオオカミザルに背を向けて走っているらしいことがわかった。

「なにするんだ、ザック！」

「なにって、逃げるに決まってるだろ」

　ウェズリーの剣けん幕まくにも動じず、ザックは飄ひよう然ぜんと答える。

「離せッ！　逃げるならひとりで行け！　あいつは僕が始末する！」

「逆だよ。あんなもん相手に意地張るな。それに、この地形は相手に有利すぎる。もっと周りをよく見て判断しな」

「相手を選んで戦うか決めるなんて、卑ひ怯きよう者もののすることだッ！」

「ははっ、男の子だねぇ」

　馬鹿にするというよりは、愉快そうにザックが笑う。

「ボウズ。かっこ悪くたって、生き延びれば次がある。死んだらそこで終わりだよ。意地の張り時を間違えるな」

「…………！　知った風なことを……！」

　ザックの顔に膝ひざ蹴げりを放はなつ。

「おわっ、危ねぇだろ」

　しっかり膝蹴りを掌てのひらで受けとめつつも、体勢を崩すザック。その隙すきに身をひねり、ウェズリーはザックの肩から降りた。

「勝手に逃げてろっ、僕はあいつを……！」

　杖つえを手に、背後に向き直り──

　眼前にオオカミザルの乱らん杭ぐい歯ばが迫っていた。

　鋭利な牙きばがウェズリーの喉のどを嚙かみ千切る、その直前──肩を突き飛ばされる。

　地面を転がされ、どうにか手をついて起き上がり、

「……っ!?」

　息を飲んだ。

　ウェズリーが見たのは、ザックに覆いかぶさるオオカミザルの姿だった。

「ザック!?」

　一瞬、オオカミザルの顎あごがザックの首筋に齧かじりついているように見えた。だが、そうではない。ザックは両手で持った長銃で、喉笛に食らいつこうとするオオカミザルの顎をぎりぎりで食い止めていた。

「熱烈なハグだな、おい……！」

　オオカミザルに押し切られる──そう見えた。

　ザックは器用な体たい捌さばきでオオカミザルを背負うと、一回転させて地面に叩たたきつけた。

　仰あお向むけに倒れたオオカミザルの口こう腔こうに、長銃の銃口を押しつける。

　銃声。

　頭の半分を吹き飛ばされたオオカミザルはびくんと痙けい攣れんしたのち、動きを止めた。




　銃声の残響が夜の森に吸い込まれ、静寂が戻る。

「……死んだのか？」

「みたいだな。これで生きてたら、安心して七面鳥も食えなくなる」

　肩をすくめながら嘯うそぶくザック。その姿には、ついさっき命のやりとりをした気負いも緊張も感じられない。

「……なんでだよ」

　我知らず、ウェズリーは責めるような声をあげていた。

「なんで逃げた！　どうして最初から戦おうとしなかった！」

　ウェズリーの剣けん幕まくに、ザックはふっと息を抜く。

「俺おれは臆おく病びよう者ものなんだよ。危ない目に遭わずに済むんなら、それが一番だ」

「ふざけるな！　あのまま逃がしていたら、人里を襲っていたかもしれないんだぞ!?」

「十分な手傷を負わせていた。放ほうっておいても失血で死んでいたさ」

「詭き弁べんだ！」

　やれやれ、とザックは肩をすくめる。

「逆に聞くがな、ボウズ。おまえさん、なんでそんなに戦いたがる？」

「戦える力があるのなら、弱い者のために使うのが強者の義務だからだ」

「強者の義務、ねぇ……貴族みたいなことを言うんだな」

　その言葉の味を確かめるように舌の上で転がし、ザックは言う。

「ボウズ。生き延びるための秘ひ訣けつってやつを教えてやろうか？　──戦わないこと、だよ」

　もったいつけた末のその言葉に、ウェズリーの頭にかっと血が上る。

「俺おれが思うに、力を持った人間にあるのは義務じゃなく、権利だ。戦う権利と戦わない権利。その結果として、生き延びる権利だ」

「……自分がよければいいのか？　その力を使って、自分の身だけ守れれば満足なのか!?」

　ウェズリー自身、自分がなににここまで苛いらついているのか、はっきりとはわからない。わからないままに、激情をぶつける。

「んん？　やけに突っかかるな……ああ、そうか。まぁ、そりゃそうだよな。あんな連中を間近で見てりゃ、こじらせもする」

　ジッとウェズリーの目を覗のぞき込こみ、ザックは突きつけるように言う。

「おまえさん、怯おびえてるな」

「……、なんの話をして──」

「才能がない」

「…………！」

　突然の言い切りに、ウェズリーは言葉を詰まらせた。

「──と、認めちまうのが怖いんだ。だから走り続けて、もがき続けてる。止まっちまったら死んじまうと信じてるみたいにな」

　はっ、と息を吐く。嘲あざ笑わらうというよりは、どこか憐あわれむように。

「しんどいなぁ、ボウズ。おまえさんが歩いているのは険しくて高い坂道だ。がむしゃらに登り続けて、自分の凡庸さを否ひ定ていし続けている。けどな、ボウズ──その道は狭い。ちょっと踏み外した瞬間に足を滑らせて、あとは登った分だけまっさかさまだ。ところが、世の中にはな、そんな狭い山道も鼻歌まじりに一足飛ばしで登って行っちまう奴やつもいる」

　ウェズリーの脳裏に、旅を共にする二人の顔が浮かぶ。

「ああいう手合いと張り合うな。よそ見をすると、足を滑らせるぞ」

　むしろ同情し労いたわわるように、ザックは言う。

「あとな。おまえさん、敵を前に逃亡するのは絶対だめだ、とか思ってるだろ？」

「…………」

　無言の肯定に、ザックは煙草たばこに火をつけ、森の木々に狭く縁取られた夜空を見上げる。

「美談だよなぁ。決して退ひかない英雄、どんな強大な敵にも挑んで、返り討ちにしちまう。けどな、ボウズ。俺おれもおまえも、仲良くただの凡人だ。無む茶ちやしたところで死体になるのが関の山。英雄様ならともかく、凡人の死体なんざ、誰だれもありがたがらねぇ──だからよ」

　ウェズリーに向けられた視線は、皮肉げながらどこか柔らかい。

「背中を向けることを恥じるな。命さえ拾えば、次に繫つなげられる。負けを恐れるな。世の中の大抵の人間は、なにかに負けながら生きてんだからよ」

「……余計なお世話だ」

　黙っているのも業腹なので、どうにかそれだけを言い返す。ザックは「だろうさ」と嘯うそぶき、紫煙を吐き出した。

「だけどな、これだけは覚えておけ。凡人には凡人なりのやり方がある。そこを心得ていれば、万が一転んじまっても致命傷にはならない。けど、そこをはき違えていると悲惨だぜ──ウェズリー」

　恐らく初めて、自分の名前をちゃんと呼び、ザックは話をしめた。

（……なんだってんだよ）

　頭の中がぐちゃぐちゃだった。

　心の中で軽けい蔑べつしていた男に命を助けられ、見透かしたような言葉に反論もできない。けど、

（そんな言葉を受け入れてしまったら……僕は、僕じゃなくなる）

　凡人としての分を受け入れ、相応の生き方をする──それは、これまでの自分の人生の否ひ定ていだ。炎に包まれる故郷の村で抱いた信念を捨てるも同然だ。

　──誇りを捨てて敵に背を向けることと。

　──死んで英雄への道が閉ざされること。

　自分にとって最悪なのは──どっちだ？

　と──

「おーい、ウェズリー、おっちゃーん。どーこだ～？」

「ウェズリー君っ、ザックさんっ、大丈夫ですか!?　すごい音がしましたけど……」

　森の中、揺れるランプの光源が近づいてくる。銃声を聞きつけて探しに来たらしい。

「おっと、起こしちまったみたいだな。迎えも来たことだし、戻ろうぜ、ボウズ──……ッ、避よけろウェズリー！」

　ザックが血相を変えて飛びかかってくる。

　そんなことをしている場合じゃないだろうに、反射的に背後を振り返ってしまう。

　暗褐色の泥の塊が立ち上がっていた。ランプの光に照らされて蠢うごめく様は風に波打つ水面のようでもあり、また数万匹のミミズでできた柱が蠕せん動どうしているようでもある。

　泥の発生源はオオカミザルの死し骸がい。吹き飛ばされた頭部の断面から湧わきだしていた。

　鎌かま首くびをもたげた蛇のように立ち上がった泥が、予想外の俊敏さで飛び出してきた。

「っ……！」

　硬直して動けない。と、襟をつかまれて背後に引っ張られる。

　流れる視界に映るのは、ザックの左腕が泥に飲み込まれる光景。

「ぐぁッ……！」

　痛みに耐える呻うめき声ごえ。

　ザックの左腕に、蠢うごめく泥状のなにかがまとわりついていた。

　泥はザックの腕を這はいずり、上ろうとしているようだ。ザックの顔が苦痛に歪ゆがむ。

　腰から右手で抜いた短銃を泥に向けて撃つが、弾丸はあっさりと貫通。泥の怪物に変化はない。

「っ……！　焼けッ、ウェズリー！」

「なっ……、だけどあんたの腕が……！」

「急げッ！」

　ザックの切羽詰まった叫びに、ウェズリーは逡しゆん巡じゆんを振り切り魔ま導どう式しきを練り上げる。

「……っ、《顕あらわれよ・小さき炎リヒト・フランメ》ッ！」

　一瞬の躊躇ためらいを挟み、起動呪文ブート・スペルを叫ぶ。

　飛び出した火球はザックの左腕を包み、泥を引きはがす。

　燃え落ちた泥は炎を嫌がるように収縮していたが、やがて小さく縮んで動きを止めた。

「ザックっ、腕は……！」

「……大したことねぇさ。ミディアムレアってとこだ」

「冗談言ってる場合か！　すぐに治療を……」

「待て」

　ザックに顎あごで促されて視線を転じ、瞠どう目もくする。

「なっ……!?」

　魔術の炎を受けて縮んだ泥──そこから黒い霧が湧わき出し、見る見るうちに削れていく。

「瘴しよう気き……、っていうことは……！」

〈黙示録の獣アロステイア〉──世界を侵す人類の天敵の名を、ウェズリーは喘あえぐように口にした。

　駆け寄るフィオとキリエの声が、やけに遠くに感じられた。
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　一夜明け、翌朝。

「腕の具合、どうですか？」

　心配そうなフィオに、ザックは包帯の巻かれた左腕を上げ、渋く笑って見せる。

「なに、たいしたことないさ。ボウズの治癒魔術で十分回復した」

　ザックの腕の火傷やけどは、ウェズリーの手で治癒魔術をかけてから、手持ちの傷薬を塗って処置した。完治とはいかないものの、動かすのには問題ないらしい。

　──あの後、暗い中で動くのは危険と判断し、関所跡で夜を明かした。その後は何事もなく、無事に朝を迎えた。

「撃つだけなら不便はない。むしろ、この程度で済んでラッキーだったさ。ボウズのおかげだな」

「…………」

　ウェズリーは気まずく視線を逸そらす。ザックはああ言っているが、ウェズリーが気を抜いたせいで怪け我がを負ったのが事実だ。咎とがめられないことがかえって、自分には責任をとる資格すらないと──一人前に程遠いと言われているように思えた。

「それで、昨日は詳しく聞けなかったですけど……あれはなんだったんですか？」

「あの泥みたいな化け物か。あれもどうやら、〈黙示録の獣アロステイア〉の一種らしい。問題はあれがオオカミザルの中から出てきたってことだ。あのオオカミザルはおかしかった。子育て中の気が立った熊くまでも、あそこまでがむしゃらに人を襲うってことはない」

「ということは……あの泥が原因ですか？」

「どうにもそうっぽいな。他の生き物に寄生する新種、ってとこか」

　フィオは顔色を失なくし、胸元できゅっと拳こぶしを握る。

「もし、そんなものが人里を襲えば……」

「大惨事だな。問題は、あれがどの程度いるかだが……そもそも、個体数で数えていいものかどうかもわからん」

　ウェズリーは昨夜襲いかかってきた泥の姿を思いだす。

（〈黙示録の獣アロステイア〉が形態を変えたのか……？　それにしても、あまりに異質すぎる）

　あれを進化と呼んでいいかどうかわからない。むしろ、より原始的な形態に回帰しているようにすら思える。やはり、既存の生物の常識で考えるべきではないのだろう。

「てーことはさ、おっちゃん。馬車の持ち主を襲ったのも、あの泥ってことになるの？」

　キリエがあまり状況の深刻さを理解していなそうな気楽な口調で言う。

「そうかもしれんが、それにしたって馬がいないのはやっぱ妙だな。橋を直しにいった連中もあれに襲われたか……正直、わからないことだらけだ」

　ザックはうんざりしたように首を振り、フィオに向き直る。

「で、これからの方針だ。道案内ガイド役としては、ここは退ひくことを勧めるぜ」

　皆の視線がフィオに集まる。

　視線を受けて一瞬たじろいだようだったが、フィオははっきりと口にする。

「……いいえ、このまま進みます」

「危険だと思うがね。昨日の化け物がどれだけいるかもわからないんだ」

「だとすれば、なおさらです。放置していたのでは、エールスベルクの人たちが危ない」

「危険だって言うなら、一度引き返して、近くの街に注意を呼び掛けるって手もあるが？」

「それは……」

　ザックの言うことはもっともだ。フィオは反論できずに口を噤つぐむが、

「──このまま進みましょう」

　援軍は予想外のところから出た。

「どのみち、目的地までの道のりはあとわずかなんだ」

　普段ならこういった無む茶ちやは諌いさめるはずのウェズリーの後押しに、むしろフィオは戸惑いの表情を見せる。

「ねー、どうすんの？　あたしはどっちでもいいんだけどー」

　端はなから話し合いに参加する気のないキリエは関所跡の外壁に腰掛け、足をぷらぷら揺らしている。

　ザックは肩をすくめて嘯うそぶく。

「ま、雇い主はあんたたちだ。そう言うんなら、俺おれも最後まで付き合うがね」

「決まりだ。キリエ、準備をしろ。エールスベルクに向かう」

「あいあい」

　旅荷物をまとめる一同。

　ウェズリーの背中に、フィオが声をかけようと手を伸ばす。

「ウェズリー君。あの、わたし──」

「急ぎましょう。こんな場所で油を売っていたら、なおさら状況は悪くなる」

　なにか言いたそうなフィオの横を通り過ぎ、ウェズリーは据わった目つきで進行方向を睨にらみつける。

　その瞳ひとみにあるのは、闘志と呼ぶにはいささか執念深すぎる、暗い炎。

「……いかんね、どうも」

　ザックの独り言は、誰だれの耳にも届かず、風に千切れて流れた。




　その日の昼過ぎ、一行は森を抜け、目的地である城郭都市エールスベルクに辿たどりついた。
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　フィオたちが最後の宿場街に到着する少し前──ヴァルトシュタイン邸。

　執務室にて書類仕事を片付けていたソーニャだったが、その視線がさ迷い、虚空を滑る。

「手が止まっていますよ、ソーニャ様」

　主あるじをたしなめるヘルベルカに、ソーニャは嫌そうに顔をしかめた。

「……少し考え事をしておっただけじゃ。いちいち口うるさいのう、お主は」

「フィオレンツァ嬢のことですか」

「う……、……まぁ、そうじゃが」

　あっさりと内心を言い当てられ、バツが悪そうなソーニャ。

「フィオのやつ、無事にエールスベルクに着いたかのう」

「順調に行程を消化していれば、あと一両日以内にエールスベルクに入れるはずです。北部は南部よりもずっと道は安全なのですから、心配することもないでしょうに」

「それはそうじゃが……どうにも焦っておるようじゃからな、最近のあやつは」

「無理もないでしょうね。あの体質ですから」

「……見つかるとよいのじゃがな」

　ソーニャの憂えるような呟つぶやきに、ヘルベルカは目を細める。

「最悪の場合を想定して、人類は動かなければなりません。そのためのソーニャ様であり、ひげめが……エドアルト様です」

「お主今なんと言おうとした？」

「だからこそ、お嬢様はご自分の仕事をなさってください」

　主の追及をしれっと流し、ヘルベルカは言う。

「ぬぅ……そう言われては反論できぬわ。まったく、人の尻しりを叩たたくことばかり達者になりおって」

「いささか叩きがいの足りない尻ですが」

「遠回しにわらわの発育の悪さを馬鹿にするなっ！」

　と──不意に、執務室にベルの音が鳴り響く。

　出どころは壁に据え付けられた魔導通信機だ。大気中の偏在魔力アストラルに伝でん播ぱさせた魔力の波を、受信側の通信機と共鳴させることで信号や音声を遠方に届けることができるという、聖王都の魔導技師の発明品だ。

　フィオが持っているものは持ち運び用の簡易型で、せいぜい短い文章を送れる程度だが、据え置きのものとなると声を届けることができる。

「フィオかっ!?」

「落ち着いてください。フィオレンツァ嬢からのはずがないでしょう。いまだわずかな街や施設にしか設置されていないのですから」

　ヘルベルカが通信機表面の刻印をなぞる。表面に青白い文様が浮かび上がり、ベルが鳴りやむ。かわりにザザッという雑音ノイズが入り、続いて人の声が聞こえてきた。

『……るか──吾わが輩はいである。聞こえるか、ソーニャ』

「ひげ眼鏡です」

「いや、だからお主……まぁよいわ」

　ソーニャは眉まゆ根ねを寄せながらも席を立つと、通信機へと歩み寄る。

『あれ？　聞こえてないんじゃないの、これ？　おーいソーニャ、ソーニャちゃーん。十三歳の冬までおもらししていた我が娘マイドウターソーニャー』

「聞こえておるわっ！　恥ずかしいことを大声で言うな！　早く用件を言わんか、父上！」

『娘が冷たい！　これはあれかな、反抗期っ！　ヘルベルカー、ソーニャが反抗期だよーっ、帰ったらお祝いしなくては！　……え、なに？　急げって？』

　通信機の向こう側で誰だれかに急せかされているらしい。予定通りなら今いま頃ごろは、魔導兵器の研究所に視察に出向いているはずだ。とすれば、なにやら背後が怒鳴り声やら轟ごう音おんやらでうるさいのは、工こう廠しようにでもいるからか。

「……東部に行ってまで周りに迷惑をかけておるのか、父上は……」

　自分の父親の変人ぶりに、げんなりと呻うめく。

「父上、こっちも仕事があるのじゃ。用があるなら手短に頼む」

　どうせ土産はなにがいいか、などと寝ぼけたことを訊きいてくるのだろうが。

『うむ、そうだね。事態は急を要する。実は数時間前……が大挙し……せ…………いめつ…………』

　ザザ、と雑音が混じり、エドアルトの声が途切れ途切れになる。

「なんじゃ、父上？　なにを言っておるのかわからんぞ。おーい」

「大気中の偏在魔力アストラルに乱れがあるようですね。近くで魔術が使われているのかもしれません」

　魔導通信は、偏在魔力アストラルの層に乱れがあると通信が不安定になるという欠点があった。原因として考えられるのは、周囲で魔術が使われるか、後は──偏在魔力アストラルに悪影響を及ぼすなにかが大気を満たしている場合が考えられる。

「おいっ、父上。まるで聞こえんぞ。なにがどうなっておる？」

『……すぐに……フィオ君を…………』

「フィオ？　フィオがどうしたんじゃ？」

　しかし、雑音が一層激しくなり、ほとんど声が聴き取れなくなる。

　ヘルベルカと共に耳を澄ます。

　と──一瞬、雑音が消える。その間かん隙げきに、その言葉は滑り込んできた。




『──獣アロステイアだ……！──』




　エドアルトではない。背後の喧けん騒そうの中であがった悲鳴だ。

　それを最後に、通信は途切れた。

　しばし、沈黙が執務室に満ちる。

「……ヘルベルカ。獣と、そう言っていたか？」

「そのようです」

「……父上がいるのは、東部だな？」

「はい」

　かつてのヴィクティムが〈前線都市〉の名を冠していたのは、そこが〈黙示録の獣アロステイア〉との闘争の最前線だったからだ。逆に言えば、ヴィクティムより東側では、獣の出没事例はない。

　──恐れていた事態ではあった。ヴィクティムが陥落してからの五年間、東部で獣が出没していなかったのは、ヒューイットが命を賭として当時の獣の大勢力を殲せん滅めつしたことと、フィオが未然に獣の侵攻を食い止めていたからだ。

　だというのに──大陸中の監視網と、なにより大陸を縦断する〈聖ユスティアの壁〉の警備をすり抜け、獣が東部に出没したというのか？

「父上は無事なのか……？　東部は今……どうなっておる？」

　愕がく然ぜんと窓の外を見る。無論、遥はるかな距離を隔てた東部の様子が見えるわけでもない。

　外から聞こえてくるのは鳥の声と、控えめな生活音。普段と何ひとつ変わらない街の様子は、さきほどの通信が白昼夢だったのではないかとすら思わせる。

「フィオ……」

　ここにいない友人の名を、ソーニャは不安そうに口にした。





　　　２






「ここがエールスベルク……なのか？」

　街全体が四角く囲まれているらしく、門の左右には垂直に壁がそそり立っている。街の規模こそヴィクティムの数分の一という程度だったが、手入れの行き届いた外壁は堅けん牢ろうだ。

　けれど、ウェズリーは違和感を覚える。

「ザック……エールスベルクっていうのは、門番も立てないような平和ボケした街なのか？」

　門が開いていること自体はおかしくない。利便性を考えて、夜間だけ閉めるようにしているのだろう。が、それにしても門番くらいは置いておくはずだ。しかし、門の周囲には歩ほ哨しようはおろか、詰所の中にも人の気配がなかった。

「……そんなことはないはずだがな。少なくとも、俺おれが前に来た時は目的と滞在日数くらいは確認されたぜ」

　いくぶん緊張した面持ちでザックは周囲を見回す。

「昼休みなんじゃん？」

「それにしたって、詰め所に誰だれもいないってのはおかしい……ていうより──」

　開きっぱなしの門の中を覗のぞき込こみ、ザックは目を眇すがめて言った。

「──静かすぎやしないか？」




　門の中に入っても、人の姿を見かけることはなかった。

　旅人用の馬屋はもぬけの殻。外に出ている者の姿はおろか、猫一匹見当たらない。

「あれかな。家の中に閉じこもろう祭。陽ひが沈む前に出た人が負け的な」

　適当なことをのたまうキリエにウェズリーがジト目を向ける。

「……それ、誰が負けを判定するんだよ」

「ありゃほんとだ。自己申告？　でもそのゲーム楽しいのかな」

「知るか。おまえが言い出したんだろ」

　キリエのたわ言に返答しつつも、ウェズリーは異変を探る。

　警戒しながら大通りを進むが、これといった変化はない。というか、なさすぎる。

「ザックさん、この状況でなにか思い至ることはないですか？　キリエちゃんじゃないですけど、この辺りの風習とか」

　フィオがザックに問いかける。

「さてね。俺がこの街について知ってることといえば、もとは先住民エルフと領土争いしてた時の砦とりでのひとつだったってことだ。エルフを追い払ってからは壁の中に市民が住み始めて、街として機能し始めた……っと、この話はフィオのお嬢ちゃんには面白くなかったな。面目ない」

「いえ、気にしてませんから」

　ちらりとフィオを見るザックだったが、フィオは首を振って話の続きを促す。

「で、今じゃあ見ての通り、砦の名残があるのは街の規模の割には堅けん牢ろうな外壁と、領主の屋敷くらいのもんだ。住民は農業と名産品の蜂蜜酒ミードの輸出で生計を立ててて、秋には金持ちの連中がキツネ狩りに来る──そういう土地だ。ま、出自はちと変わってるが、どこにでもある地方都市だよ。住民総出で家出する理由なんざ、思いつかないな」

　現在の異様な状況は、やはりザックにも想像はつかないらしい。

　大通りを進んでいると、やがて多くの商店が軒を連ねる一画に差しかかる。商店街なのだろう。生活用品から食糧まで、様々な品を扱う店が集中している。だが、やはりそこにも人の気配はなかった。

　ウェズリーは食料品店の軒先に吊つるされた燻くん製せい肉に目が行く。

「ししょー、あの肉……」

　キリエも同じものに目を向けていたらしい。こいつも思いのほか考える力があったか、とウェズリーは思い、

「めっちゃうまそう。食べていい？」

　買いかぶりだった。

「キリエちゃん、人がいないからって勝手に持っていくのは泥棒ですよ」

　フィオはフィオで、この期に及んでずれたことを言っていた。

「……普通、営業していない時はしまうよな」

「ああ」

　ウェズリーの呟つぶやきに、ザックが相あい槌づちを打つ。

「とすると、しまう暇もなく逃げなければならなかった、ってことになるな」

　ザックの推測に、ウェズリーの目が鋭く細められる。

「……獣アロステイアか？」

「だとしても、街中全員がこうも綺き麗れいに姿を消してるってのはどうにも解せない。このヘムズウェル山脈のすそ野に広がる森林地帯は、もともと獣の出没件数が少ない地域でな。森が広がってるのがその証拠だ」

　獣がまき散らす瘴しよう気きに侵された大地は木々が育たなくなる。つまり、木々が生い茂っている地域は、獣があまり出没していないことになる。

「そもそも、よそからひとつの都市の人間をそっくり胃袋に収めちまうほどの獣が集まってきたんなら、もっと手前の街で目撃されてるはずだ」

　ウェズリーの脳裏を関所跡の光景がよぎる。

　人間と馬だけが突如として消えたかのような状況は、この街の現状と一致していた。

「それで、これからどうする？　道案内が俺おれへの依頼だから、一応これで仕事は半分終えたことになるんだが」

　ザックの確認に、フィオが答える。

「ザックさんは、門のところで待っていてください。わたしたちは、領主の屋敷に用があります」

「領主の屋敷？　なんだってそんな場所に……っと、事情を聞くのは野や暮ぼだったな。けど、余計なお世話かもしれないが、この先へ進むのはオススメできないぞ」

「どうしてですか？」

「勘だ。生き汚い臆おく病びよう者もののな」

　相変わらずその口調は軽いものだったが、ザックの目は真剣だった。

「それでも……進まなければいけないんです」

　ザックの視線を、フィオはまっすぐに見つめ返す。

「……曲げてくれそうにないねぇ」

　ザックは肩をすくめる。フィオの頑固さに呆あきれたように、それでいて愉快そうに。

「それなら、最後まで付き合うさ」

「え……でも、ここから先はなにがあるかわかりませんし……万が一でも、危ない目に遭わせるわけには──」

「こう見えて責任感が強いのさ、俺おれは。依頼を受けた以上は、最後まで見届けるさ」

　それでもフィオは迷っていたようだったが、やがて頷うなずいた。




　エールスベルク領主の屋敷は、石材で作られた堅けん牢ろうな建造物だった。

　屋敷の後ろ側はそのまま外壁と一体化している。もとはこの街が先住民エルフとの戦いの前線基地として使われていた際、要よう塞さいとしての役割を担っていたらしい。

　役割を終えた後、兵舎や武器庫、牢ろう屋やといった物々しい設備は解体されたものの、一部は手が加えられた上で領主の屋敷として再利用されているとのことだった。

　屋敷の門扉に手をかけるが、内側から固く閉ざされている。

「こりゃ裏から閂かんぬきがかけられてるみたいだな……さて、どうするか」

「あたしが開けてくるよ」

　膝ひざを曲げて準備運動をしながら、キリエが気軽に言う。

「いや、お嬢ちゃん。さすがにこの高さの壁をそう簡単には──」

　ザックが言っている横で、キリエは助走をつけると垂直の壁のわずかなでっぱりや溝につま先をひっかけて駆け上がり、あっさりと塀を飛び越えた。

「──いかないはず、なんだけどな……どんだけ身軽なんだよ」

「あいつのことは人間より猿に近いと思った方がいい」

　無駄話をしている間に、重々しい音をたてて門が開いた。




　屋敷の扉がわずかに開く。

　ぬっ、と扉の隙すき間まから先に入ったのは銃口だ。鋭い視線と共に左右を油断なく周囲を精査しながら、ザックは屋敷の中へと足を踏み入れる。

「ごめん下さいよ、っと──出迎えもなしか」

　気が抜けたように肩をすくめ、ザックは短銃を腰のホルスターに戻した。

　街と同じく、屋敷内はシンと静まり返っている。

　金持ちは玄関に美術品の類たぐいを飾らなければならない決まりでもあるのだろうか、ご多分に漏れず、いくつもの絵画や彫刻が飾られている。正面の壁にかけられた肖像画は領主をモデルにしたものだろうか。なんともわかりやすい虚栄心を持つ男のようだ。

「山賊かなにかの襲撃を受けて、住民を一番頑丈な屋敷で保護した、っていう線も考えてたんだが……あてが外れたな」

「ここまで無人なのでしょうか？」

　フィオが不審そうに周囲を見渡す。

　と、フィオの袖そでがきゅっとつかまれる。

「？　キリエちゃん？」

「……ししょー。ここ、なんか変」

「変……ですか？」

　キリエは眉み間けんに皺しわを寄せ、自分でもわかっていないように首を傾かしげる。

「うーん……人がいるような気はするんだけど……なんか、気持ち悪い」

「なんだよそれ。余計わからないぞ」

「うっさいなー。あたしだってわかんないよ」

　うざったそうに顔をしかめるキリエ。ザックがなだめるように割って入る。

「まぁまぁ。要するに、お嬢ちゃんの勘ってことだろ。修羅場をくぐってる人間ほど、自分の勘を信じるもんだ。で──俺おれもキリエのお嬢ちゃんと同感だな。この屋敷に入った時から、どうにもきな臭い予感がビンビンしてる」

「……本当は、領主の方と会って、譲っていただきたいものがあったのですが」

「引き返すか？」

　ザックの確認に、フィオは首を振る。

「いえ、このまま進みましょう。あれを持ち帰らなければ、わたしは……」

　頑かたくななフィオに、ウェズリーの内心で疑問が膨れ上がる。

（なぜそこまで固執する……？　確かに歴史的価値は高いけど、本当に役に立つかもわからない。替えのきかない英雄が、危険な場所に踏み込むことの方がずっと問題だ）

　それとも──確保しなければならない理由が、他にあるのか？

（英雄の力は魔導紋章イコンに凝縮されている。本を読むことで新たに得られるものなんて……）

　──ふと。

　──引っかかるものを感じた。

「けど、この屋敷けっこう広そうだよ。探すって言っても、どこから？」

「あんたたちの目的は領主の所有物って話だな。ここの領主は骨こつ董とう品ひんの収集が趣味だってので、地元じゃ有名だ。貴重な品なら、自分の部屋に飾ってあるかもな」

　推測するザックに、フィオが詰め寄る。

「領主の部屋がどこにあるかはわかりますか？」

「屋敷の作りから、大体検討はつけられるだろう。その方針でよければ、俺が先導するぜ」

　フィオはザックに事情がばれるかもしれない危険を考えて逡しゆん巡じゆんしたようだったが、やがてザックに向き直ると、頷うなずいて言った。

「お願いします」




　ザックの動きは妙に洗練されていた。

　足音ひとつたてることなく、前後の安全を確認しながら奥へ奥へと進んでいく。その進路はあらかじめ決めてあったかのように迷いがない。

「……あんた、この屋敷に入ったことがあるのか？」

「いや。金持ちの屋敷に私兵として雇われたことなら何度かあってな。防犯の都合上、屋敷の主あるじの部屋の位置ってのは、大体似通ってくるもんだ」

　小声で訊たずねるウェズリーに、ザックは振り向きもせずに言う。

「この屋敷はエールスベルクの一番奥に位置してて、裏手はそのまま外壁、その向こうは切り立った山だ。この立地だと、まぁシンプルに一番奥ってのがセオリーだな。背中を気にしなくていいってのは、守る側としては楽なもんだ」

　窓の外を見ると、丁寧に整備された中庭が広がっている。どうやら、屋敷は中庭を四角く囲む形をしているらしい。

　ふと通路の先を見れば、壁に銃眼の名残らしき隙すき間まが空いていることに気づく。

「……ほんと、住居っていうよりは要よう塞さいだな」

「骨こつ董とう品ひんなんか好きこのんで集める変人だ。この屋敷も秘密基地気分だったんだろうよ」

　ふと、キリエが妙に静かなことに気づく。その顔にいつもの緩さはなく、張り詰めた糸のような緊張感があった。

　屋敷に入った時のキリエの言葉を思い出す。

（……こいつの動物的勘はよく当たる）

　認めるのは癪しやくだったが、それは自分が持っていないこの少女の強さのひとつだ。

　杖つえを握りしめる手に力が入る。打撃武器としても使えるこの杖は、いざという時は魔術よりも素早く身を守る相棒だ。だが、今はその感触も心もとなく思えた。

「たぶん、あれだな」

　ザックの声にはっと顔を上げると、装飾の施された木製の扉が見えた。

　先行するザックがドアノブに手をかけ、ゆっくりと回す。鍵かぎはかかっていないらしい。

　視線で合図を交わし、ザックから順に室内へ踏み込む。

　出迎えはなかった。これまでと同じく無人。

　いかにも好事家らしい、物の多い部屋だった。古めかしい全身甲かつ冑ちゆうや石せつ膏こう像の他、壁を埋める棚にあるのは古書の類たぐいか。

「随分と節操のない集め方をするもんだ」

　呆あきれたようにウェズリーがぼやく。

　フィオはというと、さっそく書棚の本を順に確認している。ウェズリーも目に付いた本を手に取るが、古くてもせいぜいが数十年前のものだ。

　それなりに広い部屋だが、窓ひとつないため息苦しく感じる。

　書棚から本を抜き出しては脇わきに押しやるフィオ。その度に、落胆の吐息が積み上げられていく。その顔には、不安と焦りが見える。

　らしくなかった。いつだってこの人は、不器用ながらも英雄たらんとして、物腰が柔らかくも確かな芯しんの強さを感じさせた。

　だが、ここにいるのは外見相応に繊細な、一人の少女にしか見えない。

　ついには部屋中の書棚を確認し終え、途方に暮れたように膝ひざをつく。

「これで……また振り出し……」

　その言葉は、誰だれかに聞かせようという気はなかったのだろう。

　回収任務が失敗した、というだけでは説明のつかない落胆に、ウェズリーの中でひとつの推測が真しん実じつ味みを帯びていく。




　フィオの全身から力が抜ける。

　気力が根こそぎ持っていかれたような脱力感が、フィオの身体からだを隅々まで支配していた。

　──もとより、望みの薄い話ではあった。それでも、大陸中を探し回ってようやく手にした希望だ。

　これまでの苦労が無為に感じられる。

　いや、自分の努力が実らずに終わるだけならまだいい。

　だが、ヒューイットの人生を無意味にすることだけは、あってはならない──その思いが、フィオを支えてきた。

　また一からやり直せばいい──すぐにそう気を取り直すことは、できそうになかった。

「その様子だと、当てが外れたみたいだな」

　ザックが声をかけてくる。

「気を落とすなとは言わんが、とにかく、長居は無用だ。この街の状況は異常だ」

　フィオは力なく頷うなずこうとして──

　不意に、頰ほおに風を感じた。

「…………？」

　最初はそれがなにを意味するか気づけなかった。

　隙すき間ま風かぜがあるということは、空気の通り道があるということ。それはつまり──

　思いつくなり、フィオは部屋の壁を手で探り始める。石材のひとつひとつを押し、擦りむきながらも指をかけてひっぱり、書棚を肩で押す。

　突然の奇行に、一同が顔を見合わせる。

「お嬢ちゃん、なにを……」

　止めようとするザックの手を振り払い、フィオは夢中で石壁にぶつかっていく。

　ガコン。不意に、そんな音を聞いた。

　フィオが押した石材のひとつが、奥へと引っ込んでいる。

「あった……！」

　なくしかけた希望の手て応ごたえに、フィオは歓声をあげる。

　ガチャン、と錠前の外れるような音が聞こえる。壁際の書棚が、手前にせり出していた。どうやら書棚自体が扉になっていたらしい。

「隠し部屋かっ。つくづくジョークが好きな領主様だ」

　愉快そうにザックが膝ひざを打つ。

「ここの領主の趣味からして、逃げるための通路ってよりはコレクションを隠しとくための趣味の部屋だろう。フィオのお嬢ちゃんの粘り勝ちだな」

　ザックとキリエが固唾を飲んで見守る中、フィオは書棚に手をかける。

　一度は潰ついえたと思った希望が、この先にあるかもしれない。

　胸が詰まるような思いに突き動かされ、フィオは書棚を動かし──




　──開いた扉の先に、断崖絶壁の景色を目の当たりにした。




「…………ぇ」

　力ない声が漏れ、再び、ぺたりと地べたに崩れ落ちる。

　元はちゃんと部屋があったのだろう。かろうじて、ごくわずかな床の痕跡が見てとれる。

　見えるのは、街の裏の断崖絶壁と、その向こう側の山肌。そして両者を隔てる遥はるか眼下の急流。

　それだけだった。優美な刀剣も、目を奪われる美術品も、貴重な書物も──なにひとつ、そこにはなかった。

　収められていたであろう財宝の数々は、屋敷の外壁ごと、こそげ取られていた。

「……安やす普ぶ請しんが原因、てわけじゃないよな。いったい、安やす普ぶ請しんがこんな大掛かりな真ま似ねを……」

　啞あ然ぜんとしたザックの声。

「自然現象……？　いや、この立地じゃあ落石もなにもないか。やっぱ魔術か？」

　ザックの問いに、キリエが引ひき攣つった顔で答える。












「単純な破壊力なら、準戦術級魔術くらい必要だけど……なんか爆発とかよりは、殴ってぶっ壊した、みたいな壊れ方だよね」

「冗談だろ……とも言い切れないか」

　ザックはフィオの横から崖がけ下を覗のぞき込こむ。

「下の川は流れが速い。万が一、目的の品がぶっ壊れてなかったとしても、ここに落ちたんじゃ到底探せっこない。──とりあえず、ここは引き返そう。それでいいか？」

「……はい」

　悄しよう然ぜんと頷うなずくフィオ。

　──そこへ、声をかける者がいた。

「先生……本当のことを教えてもらえますか？」

　傍らのウェズリーを見上げるフィオ。

　見下ろす視線には、義憤の色が見て取れる。

「先生は──」

　躊躇ためらうように一度言葉を飲み込み──意を決したように、ウェズリーは一息に言った。

「先生は、力を継承する方法を求めてここに来たんでしょう？」

「…………っ！」

　フィオが瞠どう目もくする。

「ん？　どういうこと、ウェズリー？」

　眉まゆをひそめて尋ねるキリエを見ないまま、ウェズリーは答える。




「先生は、正規の方法での英雄の継承ができないんだ」




「…………！」

　驚きよう愕がくにフィオの目が見開かれる。

「ぁ…………」

　震える唇で、どうにか言葉を紡ぐ。

「……なんで、それを──」

「やっぱり」

　苦々しく言うウェズリーに、フィオはハッと気づく。鎌かまをかけられたのだ、と。

　──ウェズリーの中に疑念はあった。しかしそれは確信に至るものではなかった。その疑念に、たったいま他ならぬフィオが輪郭を与えた。

「おかしいと思いました……先生はいつまで経たっても、後継者を選ぼうとしない。──他にも推測の材料はあった」

　憤激と、悲哀と、失望に顔を歪ゆがめ──ウェズリーは悲痛な声で告げる。

「先生は……僕たちを騙だましていたんですね」

「違っ……！」

　否ひ定ていしかけ、しかし言葉は最後まで続かない。

　どう取り繕ったところで、真実は変わらない。口当たりのいい言葉に置き換えたところで、どんな事情を語ったところで、本質にさしたる違いはないのだから。

　目の前が真っ暗になりそうな焦燥感の中、フィオは一週間ほど前にソーニャと交わした会話を思いだす──




『〈ゲオルギアの魔術書〉はかつて、王家が所蔵しておった』

　ヴァルトシュタイン家のバルコニーにて、ソーニャは語る。

『詳しい内容は秘匿されておるが、ここに記された秘術を読み解くことで、今こん日にちの魔術体系は確立されておる。研究施設にて長年研究されておったようじゃが、数十年前に盗まれたらしい。それ以来、行方ゆくえ知れずだったようじゃ。

　その重要さゆえに、〈ゲオルギアの魔術書〉は一般に存在が公開されておらん。これが悪い方に働き、単なる稀き覯こう本ぼんの類たぐいとして各地の好事家のもとを転々とすることになった。その真の価値も知らずにな』

　フィオは自分の手の平を見つめる。

『……ヒューイット様が亡くなり、わたしが弟子をとるという話になって、すぐに問題に気づきました。……わたしは、他人の身体に魔導紋章を刻めません』

『魔導紋章イコンを他人の霊アストラル体に刻むには、繊細な魔力圧制御が必要となるからな。下手をすれば霊アストラル体を破損させてしまう。そうなれば、よくて半身不随、最悪廃人じゃ』

『完全魔導体体質の弊害、か……』

　フィオの背中の魔導紋章イコンは、ヒューイット自らが刻んだものだ。これに加え、相手の生体情報を取り込む──血液を飲むなどすることにより、英雄継承の条件は整う。

『その本の中には、英雄の力を継承する他の手段も書かれていたのですか？』

『それについては未確認じゃ。〈ゲオルギアの魔術書〉は古代言語を使って書かれておってのう。数十年の研究をもってしても、半分も解読されておらんそうじゃ。写本でもあればよかったんじゃが、情報の流出を恐れた王室の秘密主義が災いしたな』

　協力者のコレットを除けば、王政側の人間でこれを知っている者はいない。

　二人の弟子は未熟であり、継承者を決めるのは時期尚早──王室にはそう報告していた。

　大陸中を旅していたのも、〈黙示録の獣アロステイア〉討伐と合わせ、継承方法の手がかり、もしくは完全魔導体体質を改善する手段を探すためだった。

　──そんな中、舞い込んできたのが〈ゲオルギアの魔術書〉の行方に関する情報だった。

『大陸で普及している全すべての魔術の大元は、初代英雄にいきつく。その初代英雄の遺のこした書物ならば、現在の魔術研究では到達できていない領域まで詳細に書かれていることは十分に考えられる。なにより、英雄の力は一子相伝。誰だれよりも過酷な戦いに身を投じる英雄に万が一のことが起きんとは言い切れんからのう。英雄継承に不具合が生じた場合の救済措置が用意されていることは、十分に考えられる』

　万が一のことが起き得るのが戦場だ。それは英雄とて例外ではない。

『頼んだぞ、フィオ。これはお主や弟子だけの問題ではない。大陸の命運を左右する一大事じゃ。必ずや、希望を手にして戻ってくるのじゃ──』




「──英雄の力は、魔導紋章イコンに刻まれた恩寵グレイスが核となっている。であれば、英雄の力の継承の儀式には、魔導紋章イコンが関かかわってくることは推測できる」

　淡々としたウェズリーの言葉を、フィオはただ聞くことしかできない。

「先生は体質が問題で、繊細な魔力圧の制御ができない。初級魔術が撃てないのも、味方や一般人にまで被害が及ばないように、わざわざ魔力抵抗の強い杖つえを間に挟んでいるのもそのせいだ。──その先生が、他人の身体からだに魔導紋章イコンを刻むような繊細な作業ができるはずがない」

　ウェズリーは虚うつろな眼まな差ざしで天井を仰ぐ。

　──圧倒的な力。ただそれだけを欲して、英雄を目指した。

　幼かったあの日、燃え落ちる故郷の村を前に抱いた怒りは熾おき火びとなり、少年の胸に宿った。

　なにもできなかった自分。

　全すべてを奪われたあの夜に立てた誓い。

　なにも奪われたくないから。なにも諦あきらめたくないから。

　それは、一個人が望むには過ぎた願いかもしれない。

　その傲ごう慢まんを叶かなえるため、英雄を目指してきた。

　けれど──その道筋は途絶えた。

「笑えるな……」

　酷薄な笑みが自分の顔に刻まれるのを自覚する。

「認めさせてやるって思ってたのに……っ、全部っ、全部空回りじゃないかっ！」

　吼ほえる。

　顔の半分は自分の滑こつ稽けいさを笑い。

　もう半分はどこにも辿たどり着つけない惨めさに歪ゆがむ。

　フィオが戸惑いながらも声をかけようとしているのが気配でわかった。

　だが、ウェズリーはそれを拒絶するように言い放はなつ。

「……ここまでです、先生」

「え…………？」

「僕はもう、あなたには頼らない。僕は……他の方法で力を手に入れてみせる」

　突きつけるのは、決別の言葉。

　フィオに背を向け、ウェズリーは部屋の外へと向かう。

「ウェズリー君っ！」

　フィオの呼び止める声に、一瞬だけ足を止める。

　フィオは自分が昨夜口にしたことを思い出す。

『あなたがそれを背負わなくてもいいんですよ』

『他の人に任せたって、罰は当たりません』

　──ようやく気づく。

　重荷を減らしてあげたくて口にした言葉は、少年の信念を否ひ定ていする言葉だったのだと。

「わたしはそんなつもりで言ったんじゃ……！」

　ウェズリーはなにも答えない。

　すべてを拒絶するような背中に、フィオはもうなにも言葉をかけることができず。

　部屋を後にするウェズリーを、黙って見ていることしかできなかった。




　呼び止めることも、追いかけることもできず、フィオは愕がく然ぜんとその場に膝ひざをついていた。

「──そういや、大陸南部をふらふらしてた時に、こんな噂うわさを聞いた」

　紙巻き煙草たばこに火をつけ、ザックがふと思い出したというように言う。

「見た目からはとてもそうとは見えない、えらく腕の立つ女が獣アロステイアを殺して回ってるって噂だ。なんでも、その女は長い銀色の髪をしていて、上級魔術を連続でぶっ放ぱなせるとんでもないレベルの魔術師メイガスって話だ。まさかとは思ったんだが──やっぱりあんた、英雄なのか？」

　フィオは反論の言葉も浮かばず、俯うつむいたままどうにか口を開く。

「……すみません、ザックさん。隠していて」

「それは別にいいんだ。けど、さっきの話……俺おれは聞くべきじゃなかったこと、だよな」

　遠慮がちに問うザックに、フィオは力なく答える。

「……できれば、黙っていてもらえますか？　暗い噂をたてたくないんです」

　英雄が後継者に力を継承することができないなど、あってはならないことだ。もしも世間に知れ渡ってしまえば、かろうじて保たれている大陸の秩序は崩壊しかねない。

　それがわかっているのかいないのか、ザックはさしたる変化も見せずに軽く請け負う。

「そりゃ構わないさ。フリーランスは信用が大事なんでね」

「ありがとうございます……」

　力なく立ち上がるフィオに、キリエが首を傾かしげて問う。

「で、どうすんの、ししょー。あいつのこと、追いかける？」

（追いかけて……どうするの？）

　フィオは自問する。謝ったところで、ウェズリーは許してくれるだろうか。いや、許しを請うこと自体がおかしいのかもしれない。

　結果的に、フィオはウェズリーを騙だまし続けていたことになるのだから。

　そういう意味では、キリエもそうなのだが。

「キリエちゃんは……まだ、わたしを師匠と呼んでくれるんですか？」

「んー。まぁ、あたしの場合はもともと、ベル先生のいいつけだしねー。ししょーの弟子兼護衛をやれって言うからやっただけで」

　どうやら、キリエはそれほど拘こだわりは持っていないらしい。

「冷めてんだな、キリエのお嬢ちゃんは。ボウズは随分と張り合ってたみたいだったが」

「まーねー。初めて会った時から目の仇かたきにしてきて、めんどくさいやつだったなー」

「でも、まんざらでもなかったんじゃねぇのか？」

「……ちょっとなに言ってんのかわかんないっしょ」

　ザックの問いに、キリエはぷいと顔を背ける。

　なんだかんだで、キリエもウェズリーと一緒の旅を楽しく思っていたのだろう。

　申し訳なく思うが、いつまでもこうしてはいられない。フィオは二人に声をかけようとして。

　──背後から伸びてきたなにかに、身体からだを絞めつけられた。

「…………ッ!?」

　焼くような痛みが皮膚に走り、圧迫感に呼吸が詰まる。

　首を回して後ろを見れば、虚空に開いた隠し扉の向こうから、蛇が鎌かま首くびをもたげるように暗褐色の泥が立ち上がり、フィオへと巻きついていた。

　両腕ごと胴体を絞めつける泥の蛇は、そのままフィオを背後の断崖絶壁に引きずり込もうとする。

「お嬢ちゃん！」

　異変に気づいたザックが焦りの声をあげる。

　その脇わきをすりぬけ、疾駆する影がひとつ。

　滑り込んできたキリエは魔ま導どう式しきから取り出した刃やいばを振り上げ、泥の蛇を両断する。

　引きずり込まれかけていたフィオは肩から床に倒れ、切断された泥の本体は外へと引っ込んでいく。しかし、切断された泥はフィオに巻き付いたままだ。

「っ……、ぁああッ！」

　苦痛を堪こらえ、体内の魔力圧を強引に高める。膨れ上がる魔力が爆発的に体外に放散され、泥の蛇を細切れに飛散させた。

「ししょーッ、だいじょぶ!?」

「っ……、大丈夫、です……」

　口ではそう言うが、泥に直接触れた皮膚は、まるで強酸性の液体をかけられたかのように爛ただれている。

　ザックが腰から短銃を抜き、銃撃。

　弾丸は外から再度襲いかかろうとしていた泥の怪物に直撃。ダメージが入ったようには見えなかったが、泥が弾はじけて一瞬動きが鈍る。その隙すきにザックは隠し扉を閉めた。

「なんだってんだ……！　お嬢ちゃん、傷を見せろ。治療する」

「いえ、怪け我がは恩寵グレイスで治りますから……」

　フィオは身体の具合を確認する。泥が触れた部分は力が入らない。自動治癒リジエネーシヨンは発動しているものの、なぜか効きが悪い。

（魔力の流れが阻害されてる……霊アストラル体が瘴しよう気きに浸食された!?）

　焼やけ爛ただれた腕から先の感触がない。まるで霊アストラル体が切り離されたかのようだ。

　霊アストラル体を浸食した瘴気の処理は、英雄の恩寵グレイスを持ってしても即座にとはいかない。これではしばらく、魔術は使えないだろう。

　部屋の外から足音が響く。

　キリエが曲剣を手に身構える。

　現れたのは、仕立てのいい服を着た中年男性。その顔には見覚えがあった。

「領主……？」

　玄関ホールで見た、肖像画の男。ここにきて初めて目にした人間の姿だったが、その様子はどこかおかしい。

　領主はだらりと垂らした両腕を振り子のように揺らしながら、たどたどしい足取りでこちらへと近づいてくる。それはまるで、亡なき骸がらで作った操り人形のようだった。

「ししょー、こいつ……」

　心底不快げに眉まゆを歪ゆがめ、キリエが吐き捨てる。

「人間じゃない！」

　直後、領主は顎あごを外れんばかりに開き、髪を振り乱してフィオへと襲いかかってきた。

　閃ひらめく斬ざん光こう。突き出した両腕が、キリエの一太刀でもろともに断ち切られる。

　だが、その痛みに勢いを削そがれるでもなく、領主は残った顎で嚙かみつこうと襲いかかる。

　その顔面に、横合いから振るわれた弦楽器リユートのフルスイングが激突。領主は身体からだを捩ねじらせながら壁に叩たたきつけられた。

「あーあ、お気に入りがおしゃかだ」

　ザックは顔をしかめ、ネックがひしゃげた弦楽器リユートを放ほうり捨てる。

「あ……ありがとうございます」

「礼を言うには早いな」

　ザックの視線を追い、フィオは悲鳴を漏らしかけた。

　両腕を断ち切られ、首がぐにゃりと折れまがっているにも拘かかわらず──領主は平然と立ち上がり、こちらを見た。その眼がん窩かは洞うろのように暗く、光がない。

「こいつは……いったいなんの冗談だ？」

　異様な光景に、薄笑いを引ひき攣つらせるザック。

　そんな中、躊躇ためらいなく動いたのはキリエ。領主が動き出すより早く二本目の剣を練製して飛び出すと、回転しながら幾重もの斬ざん撃げきを見舞う。

　瞬く間に無数の肉片と化した領主の身体が床に転がる。すると、肉片のひとつひとつが溶けるように形を失い、泥状に変化。蠕せん動どうしながら、他の泥と結合していく。

「どいてな！」

　ザックがベルトのポーチからガラス製の瓶を取り出し、中に入っている液体燃料を泥へ振りかける。そこへ紙巻き煙草たばこを放ほうる。泥の怪物は身を包む炎に苦しむように蠢うごめいていたが、やがて瘴しよう気きをまき散らして消滅した。

「これは……あの泥の化け物なのか……？」

　愕がく然ぜんとしたザックの呟つぶやき。フィオの中で、点と点が一本の線で繫つながる。

　──関所跡の無人のキャンプ──馬具だけが残された馬車──人のいない街──泥の怪物と化した領主──

（この泥は……生き物を取り込んで擬態している……？　そういう習性をもった、新種の〈黙示録の獣アロステイア〉っていうこと？）

　恐らく、昨夜のオオカミザルは身体からだの内部から侵食されている途と中ちゆうだったのだろう。身体の内側から肉体を侵される激痛に耐えかねて暴れていたのだ。

（それじゃあ……街の人たちはもう……！）

　間に合わなかった、助けられなかったという無力感に唇を嚙かみしめる。

「逃げよう、ししょー！」

　キリエの言う通り、ここは撤退すべきだろう。フィオは一時的に魔術が使えず、キリエの物理攻撃は相性が悪い。泥の怪物に対する有効な手だてがない以上、仕切り直すべきだ。

「……っ、撤退します！　退路の確保をっ！」

　ザックが部屋の外に踏み出しかけ、足を止める。

　前がつっかえ、キリエが焦じれたように声を上げる。

「ちょっとおっちゃん、早く行ってよ」

「……そうしたいのは山々なんだがな」

　後ずさるザックの肩越しに見えたのは──よろめくような足取りで領主の部屋に向かってくる、無数の人型だった。

　一人一人、恰かつ好こうが違う。エプロン姿の主婦から鎧よろいをまとった兵士、果ては十にも満たない小さな子供までが、幽鬼のような足取りでこちらへと向かってくる。

　その数は、二十を下るまい。

　ザックが扉を閉めて背中で押さえる。今にも蝶ちようつがいが外れそうな力で扉が叩たたかれる。

「どうする!?　あれ全部を焼き払うほどの火薬はねぇぞ！」

「あたしがやる！」

　キリエは両手の曲剣を光の粒子に変えて散らすと、両手を使って巨大な魔力線を虚空に刻む。自身の身長にも匹敵する巨大な魔ま導どう式しきだ。

　双剣使いが故か、師匠仕込みの両手を使った高速魔導式記述。瞬く間に二重の魔導式が書き上がる。

「《巨人の腕・鋼の刃やいば・魑ち魅みを刻み・魍もう魎りようを穿うがて──砕き貫け・斬岩剣ドウリンダナ》ッ！」

　言下、練金魔術によって生み出された刃が、魔導式を異次元の鞘さやとするかのように現世に引き出される。錬製した剣を矢のように射出する、ただそれだけのシンプルな術。

　だが──その規格サイズは桁けた外れだった。

　身を沈めたザックの頭上を、巨大魔ま導どう式しきと同等の幅を持つ刃やいばが、巨大弩砲バリスタで射出されたかのように飛ひ翔しようする。

　扉が真っ二つに割れ、壁を構成する石材は大砲の直撃を受けたように爆散。

　廊下に集まっていた泥人間を轢れき断だん、あるいはすり潰つぶす。

　傍若無人な質量の暴力は壁を貫いて中庭を横断。さらに反対側の壁を砕き、穴を開ける。崩れた穴から見えるのは玄関ホールだ。

　巨大剣は中庭にかかる橋となって、玄関ホールまでの道を作った。

　少女の放はなった魔術の破壊規模に、ザックは啞あ然ぜんとする。

「……めちゃくちゃだ。露払いと退路の確保、一気に済ませちまった……」

「キリエちゃんは練金魔術しか使えませんけど、これだけはウェズリー君以上なんですよ」

　苦笑するフィオ。

「行くよっ、ししょー！　おっちゃん！」

　一同は巨大剣を渡り、領主の屋敷を後にした。







　エールスベルクを一人後にしたウェズリーは、山道をあてもなく歩いていた。

（なんか、逃げてるみたいだ……）

　自分の行動に自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らす。

　──空虚だった。長年追い求めていたものが手に入らない幻だと知り、胸の真ん中ががらんどうになったかのようだ。

　これだけ大きな穴が空いているということは、それだけそこに収まっていたものが自分にとって大きかったのだろう。

（ああ……本当に、僕にはそれしかなかったんだな……）

　自分という人間の底の浅さに幻滅する。たったひとつの目標に向かい続けているつもりだった。脇わき目めもふらずに走り続けなければ、そこには辿たどり着つけないと思っていた。

　しかし──実はそれは思考停止していた自分への言い訳だったのかもしれない。真に利口なのは、自分が馬鹿にしていた者たちだったのではないか。早々に自分の分を見通すだけの聡そう明めいさを持っていたから、彼らは無駄な労力を避けたのではないか。

　他の方法で力を手にみせると啖たん呵かを切ったものの、当てなどあるはずがない。

（……というか、僕はどこへ向かってるんだ……？）

　観念的な意味ではなく、ふと足を止めると自分が見覚えのない道を歩いているのに気づく。どうやら、来た時とは違う道を歩いていたらしい。太たい陽ようの方角から察するに、これでは宿場街の方向と真逆だ。

（ああ……これはいよいよ、どうしようもないな……）

　周囲を見回すと、いつの間にかそれなりの高度を登ったらしく、遠くにエールスベルクの街並が見えた。

　とりあえず、地図でも出して周辺の地形を確認しよう。そう思って背はい囊のうに手をかけ──気づいた。

　遠目に見えるエールスベルク。その奥、領主の屋敷から、なにかが溢あふれだしてきている。

　波のように持ちあがっては砕ける、暗褐色のあれは──

「……っ!?　昨日の……！」

　オオカミザルの身体からだから湧わきだして襲いかかってきた泥の怪物。それが、津波となって街に襲いかかっていた。

　泥の津波は噴火した火山から流れ出す溶岩のように、けれど明らかに自律的な動きで、街を飲みこもうとしていた。

「先生たちは……!?　まさか飲みこまれたんじゃ……っ！」

　来た道を戻ろうと一歩を踏み出し──そこで止まる。

（僕は……なにをしようとした？）

　まさかではあるが──助けようとしたのか？　英雄を、自分が？

　──それこそ、身の程知らずというものだろう。

　まず間違いなく、あの場における最大火力はフィオだ。状況によっては火力に制限がかかるものの、無人の街であればその縛りもない。キリエにしても白兵戦で下手を打つことはないだろうし、ザックの経験は自分よりはるかに上だ。むしろ、下手に合流でもしようものなら足手まといにすらなりかねない。

　自分の卑屈な考えに嫌気がさす。それでも、それが現実だった。

　それなのに──どうして、この足は背を向けようとしない。この場から逃げださない。

（──いつまで意地を張っている。理解しただろう。僕じゃあなにもできない。凡ぼ人くなんて必要とされていないって……思い知っただろう？）

　理性はこれ以上近づくなと叫んでいる。だが、他のなにかが背中を向けることを頑かたくなに拒んでいた。

　相反する理性と感情に、その場に釘づけにされる。その間にも刻一刻と時間は過ぎ、状況は変化していき──

　そして、理性と感情のせめぎ合いは、唐突に終わりを迎えた。

　背後で巨大な足音。頭上に影が差す。

「…………え？」

　振り向いた先にいたのは、壁のように聳そびえる異形の巨人──タイタン型。

（……っ、このタイミングで……！）

　獣アロステイアの出没頻度が低い北部にありながら、これだけの強力な個体と今この場で遭遇する自分の不運を呪のろう。

　そこで気づく。目の前のタイタン型にはこれまで見たことのない特徴があった。

　全身に蛇のようにまとわりつく、暗褐色の流動する物体──泥の怪物が、タイタン型に寄生するように巻きついていた。

　それがなにを意味するのか、推測の時間はなかった。

　視界の端を、石柱のような腕が掠かすめる。

（あ……死──）

　意識だけがその場に置き去りにされ。

　ウェズリーの身体からだは衝撃と共に宙を舞った。




（────────……あ）

　切断されていた意識が、唐突に繫つながる。

　見上げた視界は枝葉が生い茂り、その隙すき間まから空が見える。

　自分が仰あお向むけに倒れているのを認識した直後、堰せきを切ったように痛みが押し寄せてきた。

　一際ひどいのは背中の痛みだ。背骨をひとつずつハンマーで丁寧に殴られたかのような痛みと痺しびれが、脊せき髄ずいを這はいあがる。

　痛みに身体を縮めた拍子に、二十メートルほど離れた斜面の上にさきほどのタイタン型が立っているのが見えた。どうやら、自分はタイタン型に殴られてここまで飛ばされたらしい。

　即死しなかったのは、半ば無意識に杖つえで防御したからだろう。そうでなければ、大木に激突して背骨が真っ二つに折れていたはずだ。

（ったく……悪運ばかり強い……！）

　時折視界がぶれて見えるのは、脳のう震しん盪とうを起こしているせいか。起き上がろうとして、足腰にまったく力が入らないことに気づいて諦あきらめ、その場に仰ぎよう臥がする。

『ボウズ──その道は狭い。ちょっと踏み外した瞬間に足を滑らせて、あとは登った分だけまっさかさまだ』

　唐突に、ザックの言葉を思い出す。

（確かに斜面を転がり落ちはしたけど……そういう意味じゃないよな）

　皮肉げに笑おうとして、横隔膜付近に激痛が走る。

　タイタン型はウェズリーが死んだと判断したか、そのまま去ろうとしているようだった。

　去っていくタイタン型を見ながら、ウェズリーは思う。このまま倒れていれば助かる。身体が回復するのを待って、聖王都に戻り、世界の情勢から目を逸そらし耳を塞ふさげば、平和な生活に戻れる。

　タイタン型はこのままエールスベルクに向かうだろう。泥の怪物から逃れてきたフィオたちと鉢合わせするかもしれない。だが、それはもう自分の問題ではない。

　このまま帰ろう。蛮勇を振るってここで死ぬことはない。安穏とした人生を送ろう。そして五十年後か六十年後、温かいベッドの中で子供や孫に見守られて静かに息を引き取るのだ。それが幸福な人生ってやつだろう──？

（ああ……それはきっと、幸せだろうな）

　ふっ、と吐息のような笑いが漏れた。




「──クソ食らえだ」




　魔術の火球がタイタン型の背中に直撃する。

　岩石のような体表に、わずかに焦げ跡がついただけでダメージらしいダメージはない。

　だが、タイタン型は足を止めた。巨人が振り向いた先、道の真ん中には杖つえを翳かざした少年が立っていた。

『背中を向けることを恥じるな。命さえ拾えば、次に繫つなげられる』

　確かに、この鈍重な獣アロステイアから逃げることはそう難しくないだろう。

　しかし、だ。

（次がある？　──次ってなんだよ！）

　この局面で敵に背を向け仲間を見捨てた人間に、『次』などあるものか。

　息をしているだけで生きていると言えるのか？

　──否。断じて否だ。

（ここで逃げれば、僕は死ぬ）

　英雄という目標が手の中からすり抜けていき、改めて気づいた。

　魔術の才能に乏しい？　戦闘のセンスがない？

（──だからどうした！）

「そんなこと……僕が英雄を諦あきらめてやる理由になんてならないッ!!」

　英雄だから逃げないんじゃない。最後まで逃げずに戦った人間が英雄になるんだ。

（──タイタン型こいつは僕が始末する。今、ここでだ）

　そして証明してやる。誰だれが英雄に相応ふさわしいかを。

　ぺっ、と血と唾つばの塊を吐く。

「来いよ、ウスノロ。おまえの相手は僕だ」

　タイタン型が動き出す。今度こそ、目の前の卑小な生物の息の根を止めるために。

　身体からだ中じゆうを血液が高速で駆け巡っているような感覚。

　頭はガンガンと痛む。打ち付けた脊せき髄ずいが焼けるような熱を帯びている。

　それなのに、なにかのタガが外れたかのように気分がいい。

　魔ま導どう式しきを描く。

　本来の自分の制御限界を超えた密度で流れ込んでくる遍在魔力アストラルを、強引に支配下に置く。

　身体の中でなにかが切れるような音がした。筋肉か、血管か、神経か。限度を超えた魔力圧は霊アストラル体のみならず、それと重なり合った肉体にも負荷をかける。

　普段なら、霊脈の過剰励起が原因となる激痛で集中が途切れるところだ。しかし、今はその痛みすらもが心地いい。

　いわば、心臓が二倍の速度で動いているような状態。このまま戦うなど、正気の沙さ汰たではない。

　嗤わらう。歯を剝むきだして、蛙かえるを飲み込む蛇のように、目の前の獲物を睨にらみつける。

「覚悟しろ、クソッたれの獣アロステイア野郎。今の僕は最悪に気分が悪くて──最高に絶好調だ」

　練り上げた魔ま導どう式しきを発動させず、杖つえに纏まとわせるように保留ストツク。記述を乱さないように保ちながら、新たな魔導式を描きだす。

　普段ならせいぜいひとつの中級魔術を保留するのが限度だが、二つ、三つと魔導式を増やしていく。

　タイタン型が迫り、手を伸ばしてくる。つかまれるより早く、自ら森の中に飛び込む。

　巨人はすぐに追いかけてくるが、乱立する木が邪魔で思うように速度が出せないらしい。

　木々の間を縫い、タイタン型を翻ほん弄ろうする。

　木が密集した場所におびき寄せ、振り返りざま保留ストツクしていた魔術を発動。

「《戒めろ・深緑の縛縄ツヴアイク・ケツテン》！」

　発動した魔導式が周囲の木々に干渉。急激に伸びた蔓つる植しよく物ぶつがタイタン型に巻きつく。

　それだけならば、岩石の巨人はわけもなく引きちぎるはずだったが──

「《物質変性》」

　連なる魔導式が効力を発揮し、蔓植物が鋼鉄へと変じる。

「キリエの得意な練金魔術だ。僕は初歩の物質変性くらいしかできないけど、合わせると効くだろう？」

　タイタン型は無数に絡みついた鋼の縄を断ち切ろうと足あ搔がく。

　と、その身体からだに巻きついていた泥の獣が蛇のように飛び出した。

「──そう来ると思ったよ。《凍いてつけ・氷の吐息ゲフリーレン・アーテム》！」

　既に発動直前で待機させていた魔導式が発動。局所的に吹き荒れる冷気の奔流が泥の動きを鈍らせ、凍りつかせる。

　杖を叩たたきつけ、凍り付いた泥の獣を粉々に砕く。

「……学院ではしょっちゅう、器用貧乏って笑われたもんだよ」

　確かに、中級魔術までしか使えないウェズリーの火力は、大型の獣を滅するには届かない。だが、器用貧乏には器用貧乏なりのやりようがある。

　タイタン型に張りついていた泥は剝はがした。とはいえ、いまだに脅威であることには変わりない。

　バギン、と金属の縄が破断し、戒めが破られていく。

　猛たける獣に背を向け、ウェズリーは森の中を駆けだした。




　木々をなぎ倒しながら追ってくる巨人の圧迫感プレツシヤーを感じながら、ウェズリーは足場の悪い森を駆け抜ける。

　やがて森が途切れ、開けた場所に出た。

「……っ！」

　走ってきた勢いのまま、滝つぼに落ちそうになったところをどうにか堪こらえる。

　山を流れるいくつかの支流のひとつだろう。落差は数メートル程度だが、無防備に落ちれば川底に叩たたきつけられて骨を折りかねない。

「行き止まりか……！」

　背後でめきめきと木の幹をなぎ倒し、タイタン型が現れる。

　もはや隠れる場所はない。

「くっ……、《焼き尽くせ・煉獄の炎蛇フエーゲフオイアー・シユランゲ》！」

　魔ま導どう式しきから飛び出した炎の帯がタイタン型に直撃。その巨体に巻き付き、体表を炙あぶる。しかし、岩石のような身体からだを持つ巨人は意に介さずに向かってくる。

「《煉獄の炎蛇》！　《煉獄の炎蛇》！　《煉獄の炎蛇》──！　っ……」

　繰り返し、ウェズリーは同じ魔術を発動する。度重なる中級魔術の発動に、意識が遠のきかける。

「……っ、《煉獄の炎蛇》！」

　それでも歯を食いしばり、やけくそのようにタイタン型に炎をぶつける。

　タイタン型の体表は熱せられて赤熱し始めるが、ダメージが入っているようには見えない。

　ついに疲労が限界を迎え、ウェズリーはその場に膝ひざをつく。

　眼前に立つタイタン型が拳こぶしを振りかぶる。数トンもの重さの拳と地面に挟まれれば、今度は防御の意味もなく、すり潰つぶされることだろう。

　巨人の剛拳が唸うなりをあげて振り下ろされる。

（ここだっ！）

　練り上げていた最後の魔術を発動。ウェズリーの身体が赤光を纏まとう。

　加速アクセル魔術。本来、自分の身体に作用させる魔術はウェズリーの得意とするところではない。この疲労状態では、それこそ一瞬しか効果を発揮しないだろう。

　それで十分。この刹せつ那なこそ、ウェズリーが引き寄せた勝機。

　ただ一歩、自分の身体を前に飛ばすだけで、加速魔術は効果を失った。

　落ちてくる大質量の拳の下を、地を這はう様な低姿勢でくぐり抜ける。

　巨人の足の間をくぐり抜け、地面に身を投げ出す。

　タイタン型の拳は目標を失い、足元の地面を打撃。

　鑿のみで岩盤を削る音を千倍にしたような異音が轟とどろく。

　直後、タイタン型の足場が砕けた。

　砕けた岩石もろとも、タイタン型は滝つぼに転落。盛大な水みず飛沫しぶきをあげ、岩石の巨人が水中に沈む。

　崩落から逃れたウェズリーは身体を引きずり、滝つぼを覗のぞき込こむ。

　水底に叩きつけられた衝撃はかなりのものだったはずだが、タイタン型を砕き切るには至っていなかった。すぐに立ち上がろうとする。

　が、タイタン型の動きが鈍い。ギシギシと動きがぎこちなく、指などの末端部の岩がはがれ落ちていた。その全身には、いくつものひび割れが走っている。

「知ってたか？　熱で膨張した石を急に冷やすと、収縮に耐えきれずに石は割れる。そして──」

　呼吸を整え、新たな魔ま導どう式しきを描きだしてタイタン型に向ける。

「水は凍らせると膨張する。──《凍いてつけ・氷の吐息ゲフリーレン・アーテム》」

　大気がキラキラと光り、冷気の渦となってタイタン型を包む。その表面を霜が走る。

　バキン。破壊の音は、その規模に対して控えめだった。突如としてタイタン型の腕が、肩のあたりから砕けて落ちる。

「身体からだ中じゆうのひびの中に入った水を凍らせた。おまえの身体は、氷によって内側から砕かれる」

　見る見るうちに身体の各部位が砕けていく。右足が砕けて膝ひざをつき、直後に残る左足も砕ける。

　かろうじて残った片腕で水底をつかんで動こうとするも、胴体の重量を支えることはできず、むなしく水面を叩たたく。

「そして──小さな力で大きな成果を生み出す、遥はるか昔から使われてきた人類の知恵」

　ウェズリーは崩れずに残った岩の隙すき間まに杖つえの先端を潜り込ませる。

「梃子の原理だ」

　杖に体重をかけると、ぎりぎり落ちずに残っていた巨岩が傾き──落下。

　タイタン型の頭部が巨岩に砕かれ、その重さに押おし潰つぶされる。

　滝つぼを見下ろす。十秒経たち、二十秒が経過しても、タイタン型が岩をはねのける気配はない。

「……はっ」

　喉のどの奥から息が漏れる。

「くく……っ、ハハハハハハハハハハハハッ！」

　堪こらえ切れないというように、その口から高らかな笑声があがる。

「やれるっ、やれるぞ！　タイタン型を一人で倒した！　僕は獣アロステイアと戦えるっ！」

　ウェズリーはエールスベルクの方角を睨にらみつける。

　次にやるべきことは決まっていた。

　ウェズリーはエールスベルクに向かって歩き出す。

　と──唐突に視界が霞かすみ、斜めに傾かしいでいく。危うく転びそうになるが、杖をついてどうにか体勢を立て直す。

「とと……さすがに疲れてるか。いけない、いけない」

　気を引き締めなおし、改めて歩き出す。

　──ウェズリーは気づいていない。

　その足跡を辿たどるように、地面に血痕が点々と続いていることに。

　一歩一歩、進むたびに血が零こぼれ落おちる。その出血量は、決して無視していいレベルではない。それだけの出血を伴う傷を負っていながら、ウェズリーは痛みを感じるそぶりも見せない。












　──ウェズリーは気づいていない。

　霊脈を過剰励起することで先ほどまで感じていた痛みも、タイタン型に殴り飛ばされた際の痛みも、今はもう感じていないことに。

　そして、異常なまでに自分の目が充血していることにも。







「こぉんのォ！」

　キリエの振るう星鎚矛スターメイスが、農夫風の男の頭を直撃。ぐしゃりと潰つぶれた頭は暗褐色の泥となって飛散するが、身体からだだけでキリエにつかみかかろうとする。

　星鎚矛を振った勢いのまま旋回、つかみかかる泥人間を蹴けり飛ばす。飛散した泥の飛沫しぶきが剝むき出だしの腕に付着し、顔をしかめて袖そでで拭ぬぐう。

「汚っ！」

　ごく少量の泥なら触れてもすぐにどうということはないようだったが、焼かれるような痛みが肌を刺激する。

「ああっ、もう！　きりがないよ、これじゃあ！」

「まったくだな」

　ザックが長銃の尻しりで泥人間を殴り飛ばして同意する。

　──領主の屋敷から脱出した一行だったが、大通りにはどこに潜んでいたのか大量の泥人間が溢あふれだしていた。

　目につく範囲だけでも百体以上はいる。おまけに中途半端に攻撃しても動きは止まらず、ばらばらにしたところで時間を置くと再び人の形に戻ってしまう。

「魔術が使えれば……！」

　フィオが悔しげに唇を嚙かむ。その両腕の傷は、未いまだ癒いえていない。

「お嬢さん方、正面突破は無理だ！　路地を通って正門まで進もう！」

「挟み撃ちにされないかな？」

「四方八方囲まれるよりはいいさ！」

「だねっ。行くよ、ししょー！」

「は、はいっ」

　手近な路地の入口にいた泥人形をキリエが細切れに刻み、一行は路地に飛び込む。古い都市ならではの乱雑に入り組んだ路地は先が見通せない。

「おっちゃん、これ行き止まりにぶち当たったらどうすんの？」

「そうならないように祈るしかないな」

　口の端に笑みを刻み、飄ひよう々ひようと答えるザック。この期に及んで余裕があるようにも見えるが、額に浮かんだ汗は疲労と焦りを如実に表していた。

　少し開けた空間に出る。小さな屋根付きの井戸があり、道の脇わきには水路が掘られていることから、周辺住民が洗濯などに使っていたのだろう。

　井戸には雨やごみが入らないよう、木の蓋ふたがされているが──不意に、その蓋が内側からはじけ飛んだ。

　井戸から飛び出したのは泥の怪物。泥人間ならば十人分にもなるであろう塊が、地上数メートルの高さで鎌かま首くびをもたげる。

「野郎、地下水路を辿たどってきやがったな……！」

　たわめた身体からだを伸ばそうとしたところへ、キリエが錬製した剣を連続で投とう擲てきする。やはり効果は薄く、剣はあえなく抜け落ち、光の粒子を散らして消滅した。

「キリエの嬢ちゃん、こいつを狙ねらえ！」

　ザックが投擲した小瓶に、キリエの剣が叩たたき付けられる。まき散らされた液体が泥へと降りかかる。

　ザックが短銃の弾薬を素早く入れ替え、引ひき鉄がねを引き絞る。撃ちだされた弾は泥の表面に触れるなり小爆発を起こし、液体に引火。泥の怪物を炎上させる。

「ほら、さっさと逃げるぞ！　地下水路を通ってるってことは、他にも大物が潜んでるかもしれん。いちいち相手してたら、弾も燃料ももたねぇぞ！」

　逃走を再開し、路地を駆け抜ける。

　ふと、キリエが不満そうにぼやく。

「うーん、楽しくない……獣アロステイアだったらもうちょっとこう、切り刻み甲が斐いが欲しいよね」

　誰だれともなしに同意を求めるキリエに、ザックが胡乱うろんげな目でフィオを見やる。

「あんたんとこの弟子、ちょっと情操教育に問題があるんじゃねぇか？」

「いい子なんですけどねー……」

　遠い目で精いっぱいのフォローをするフィオ。

　言いながら、腕の状態を確認する。

（少しずつ感覚が戻ってきた……これなら、あと十分もあれば魔術が使える……！）

「抜けるぞ、大通りだ！」

　路地を飛び出す。

　再び顔を出した大通りは、領主の屋敷前に比べて泥人間の数が少なかった。正門までは、あと百メートルというところか。

「よしっ、一気に抜けるぞ！　正門を抜ければ、あとはどうとでもなる！」

　ザックの声に励まされ、最後のスパートをかける。

　大挙して道を塞ふさがれれば恐ろしい泥人間だが、一体一体は動きが緩慢で、振り切ることは容易だ。

　残る泥人間は正門前の数体のみ。

　とりあえず難を逃れられることに安心しかけ──

「ッ……！　いかん、止まれッ！」

　フィオの腹に腕が回され、思い切り後ろに引っ張られる。呼吸がつまり、抗議の視線を送ろうとして──

　──目の前を、泥の津波が覆い尽くした。

　視界の左右から流れて来た津波は泥人間を飲み込む。そのまま横に広がることなく立ち上がり、行く手を遮る壁となった。

「そんな…………！」

　愕がく然ぜんと泥の壁を見上げる。泥は外壁を悠々と越える高さにまで達していた。キリエの身体能力であっても、あれに触れずに飛び越えることは不可能だろう。

「ここまで来てこれか……！」

　ザックも奥歯を軋きしらせる。ここまで何度も彼の判断力に助けられたが、さすがに万策尽きたらしい。

「ししょー、後ろ！」

　キリエの声に振り向くと、追い越してきた泥人間が近づいてきている。

　さらにその後ろから、領主の屋敷前にいた泥人間たちが融合したものだろう、巨大な泥の塊が蠢うごめきながら迫ってくるのが見えた。

（わたしが油断しなければ……！）

　自分の弱さが悔やまれる。ウェズリーに去られたショックから、油断して魔術を使えなくなるほどの痛手を負ってしまった。

　──自分はいい。だけど、キリエや無関係なザックまで、ここで死なせるわけにはいかない。

　そして──ひとつだけ、この状態でも魔術を使う方法があった。

（ヒューイット様……わたしの命、今ここで──！）




「──《骨を凍らす螺ら旋せんの風・舞い降りよ・永久凍土のアブグルント・無慈悲な女王ゲシユテーバー》」




　起動呪文ブート・スペルを吟じるその声には、聞き覚えがあった。

　直後、奇跡は起こる。

　千本の枝をへし折るような音を立て、屹きつ立りつした泥の壁が根元から凍り付いていく。凍結は瞬く間に壁の頂点にまで至り、蠕せん動どうする泥の動きを封じる。

「《貫き抉えぐれ・螺旋槍ブリユーナク》」

　次の瞬間、氷の壁の一部が不可視の衝撃を受けて砕け散った。

「──うん、いけるな。凍っていれば固体と同じように衝撃を伝でん播ぱできる」

　凍り付いた泥の破片を踏みしめながら、氷の壁に開いた空洞を進んでくる影がひとつ。

　冷気をかき分け、現れたのは──

「ウェズリー……君……？」

　自分の元を去ったはずの、少年の姿だった。

「なんで……？」

　呆ほうけたように呟つぶやくフィオに、ウェズリーは眉まゆ根ねを寄せる。

「なんでもなにも、助けに来たに決まってるでしょう」

　にべもなく言うウェズリーに、フィオは困惑する。

　それもある。だが、それ以上に──気づいていないのか？　自分の異常に。

「そうじゃありませんっ！　今のあなたの状態です！」

「僕の……？」

　要領を得ない言葉に、ウェズリーは顔をしかめる。

　と──違和感を感じたように鼻を押さえる。

「？　なんだ？」

　手の甲で拭ぬぐうと、べったりと血が付着していた。

「鼻血……？　タイタン型と戦ってる時に打ってたかな？」

「それだけじゃありませんっ！　あなたの霊アストラル体、ぼろぼろじゃないですか！」

　青い顔で悲鳴をあげるフィオ。辛つらそうな表情は、まるで自分が痛みを感じているようだ。

「ちょっとの無む茶ちやもせずにどうにかできる状態じゃないでしょう。それよりも──今はこの状況を切り抜けるのが先です」

　フィオはまだなにか言いたげだったが、ウェズリーの言い分を飲み込んでくれたらしい。

「……わたしは今、魔術が使えません。もうすぐ回復するとは思いますが……」

　見れば、泥人間が周囲を囲み始めている。さらに、大通りの奥からは、巨大な泥の塊がこちらへ近づいてきていた。

「あれ……人間か……？」

「人だと思うな、ボウズ。人間の形を真ま似ねしてるだけの化け物だよ」

　ザックの言葉に、ウェズリーは泥人間たちへの視線を険しくする。

「で、どうすんの？　逃げる？」

　キリエの問いに、ウェズリーは首を振る。

「いや、どうせ追ってくるんだから、ここで叩たたく。──全員、僕の後ろへ」

　ウェズリーの指先が踊り、中級魔ま導どう式しきを虚空に構成。発動させないまま、さらにもうひとつの中級魔導式を描き出す。

　二つの中級魔導式を重ね、その間を小さな魔導式で繫つなぐ。二つの中級魔導式は中継する魔導式を挟み、まったく同じ速度で回転し始める。

「魔導式を……接続した!?　干渉してない……!?」

「学院で研究していた、二つの魔導式の接続術式です」

　愕がく然ぜんとするフィオの目の前で、ウェズリーは起動呪文ブート・スペルを口にする。

「《吹き荒れよ・渦巻く颶風メイルシユトウルム／接続／焼き尽くせ・煉獄の炎蛇フエーゲフオイアー・シユランゲ》」

　言下、ウェズリーを中心とした小規模な竜巻が発生。そこへ炎が注ぎ込まれ、紅ぐ蓮れんの障壁と化す。

　近づいてきた泥人間たちは瞬く間に焼き焦がされ、瘴しよう気きとなって消滅する。

「こんな高等技術、いつの間に……？」

「知りませんでしたか？　こう見えて器用なんですよ、僕」

　ウェズリーは不敵に笑って見せる。その顔が青白いことに、本人は気づいているだろうか。

　大通りの奥からは、津波のような泥の塊が押し寄せてくる。背後ではウェズリーが凍らせた泥の壁が、少しずつ氷を割って動き始めている。

「逃げますよ。こんなのと馬鹿正直に戦ってたら身がもたない」

「は、はい……」

　ウェズリーに促され、フィオたちは街の外へと走り出した。




「《切り裂け・烈風の鎌シユトウルム・ズイツヒエル》ッ！」

　圧縮された空気の刃やいばが、迫りくる泥人間をずたずたに引き裂く。

　道を塞ふさぐ泥人間を蹴け散ちらしながら、ウェズリーたちは街道を駆け抜ける。

　フィオが心配そうにウェズリーを見る。

「ウェズリー君……それ以上無む茶ちやをすると、身体からだが……」

「今この場で泥人間に有効な元素魔術を使えるのは僕だけです！　今やらずに、いつやるんですかッ！」

　叫び、ウェズリーは炎の帯を放はなって泥人間の一団を押しとどめる。

　走りながら後方を確認。エールスベルクから溢あふれだした泥の津波は、移動速度こそ遅いものの、着実に近づいてきていた。

　と──泥の津波に変化があった。前進を止め、その場でなにやら蠢うごめき始める。

　泥の集合体が瘤こぶのように膨れる。いや──あれは、泥の中に飲み込んでいたものを、外に押し出そうとしているのか。

　泥の中から現れたのは、表面を血管のような模様がはい回る、歪いびつで醜悪グロテスクな果実。あるいはそれは、羊膜──内側で新たな生命を育てる器官にも見えた。

　ぞわっ。不吉なものを感じ、首筋の産毛が逆立つ。

　直後、流動する泥の獣アロステイアの全体がたわみ──どす黒い果実をウェズリーたちに向けて飛ばした。

「…………っ！　みんな、避よけろッ！」

　咄とつ嗟さに叫びながら、そばを走っていたフィオを庇かばって地面に伏せる。

　急停止したキリエとザックの前方に、黒い果実が落下する。

　まるで巨岩が降ってきたかのようだった。おおよその直径は四メートルを下らない。濡ぬれ光る表面は薄く透けており、脈動するように全体が蠢いていた。

「なに、これ……卵？」

　キリエが嫌悪感も露あらわに呟つぶやいた、その直後──羊膜の天頂部分を破り、空に向かって剣のようなものが突き上げられた。

　剣が縦に羊膜を引き裂く。裂け目から、コールタールのような黒い液体が溢れでる。

　羊膜が断ち割られ、その中にいた異形がのそりと立ち上がる。

　その体高は、タイタン型に匹敵するほどに巨大。しかし、明らかに別物だ。

　上半身は人によく似ていた。全身は外殻のようなものに覆われている。その右腕の肘ひじから先は、剣の如ごとく細く鋭く尖とがっている。左腕は盾のようだったが、その中央からは砲身のようなものが伸びていた。

　まるで、全身甲かつ冑ちゆうを纏まとった鎧よろい騎士のような風体。その巨きよ軀くを支えるのは、甲殻類のように尖った四本の脚部だ。その脛すねもやはり、防具のような外殻で守られている。

　一本角が生えた仮面のような顔が、ウェズリーたちを睥へい睨げいする。

「おいおい、なんだこいつは……新種か？」

「ああ……だけど、これは……」

　これまでの常識から、あまりに逸脱している。泥の獣の生態も驚くべきものだったが、これは逆の意味で突き抜けている。

　剣に盾。それは、明らかに人類の道具を模したものだ。

　しかもこれは、泥の獣が生み出したようにも見えた。

　疑問に頭がパンクしそうになるが、その全すべてを今は脇わきにどける。

　鎧騎士の左腕がこちらへと向けられる。盾──いや、その中央から突き出す砲身をだ。

　砲身の奥で、赤熱する光こう芒ぼうが膨れ上がる。

　ウェズリーは咄とつ嗟さに、フィオを抱えて横に身を投げ出す。

　轟ごう音おんと共に打ち出された砲弾が、一瞬前まで二人が立っていた地面を砕き、焼き焦がす。

「噓うそだろオイ……っ！」

　大砲のような攻撃。啞あ然ぜんとするウェズリーに、鎧よろい騎士の右腕剣の薙なぎ払いが迫る。

　ガギィン！

　盛大な異音を上げ、鎧騎士の剣が食い止められた。

　刃やいばの進行を阻んだのは、地に突き立てられた巨大な剣。キリエの作り出した巨大剣が盾となり、鎧騎士の剣撃を防いでいた。

「怪け我がない？」

「は、はい……ありが──」

「いいから、ししょーは走って。あたしとおっちゃんと……」

　キリエがちらりとウェズリーを見る。強い視線で睨にらみ返かえすと、ニッと笑みを浮かべた。

「ウェズリーの三人でどうにかする。やれるよね？」

「当たり前だ」

　ウェズリーがフィオを立たせ、キリエに並ぶ。

「先生、先に逃げてください。足止めをしながら追いかけます」

　フィオは何か言いかけ、言葉を飲み込む。

「……無む茶ちやは、しないでくださいね」

　足手まといにならないためには、言うとおりにするほかないと思ったのだろう。フィオは葛かつ藤とうしながらも森を迂う回かいし、その場を後にする。

　鎧騎士は人数が多い方を相手にするつもりなのか、フィオを追おうとはしなかった。

　ウェズリーはキリエ、ザックと視線を交わす。

「さて──始めようか！」

　猛たけ々だけしく叫び、ウェズリーは異形の鎧騎士へ向かって飛びだした。




　爆炎が散る。剣けん戟げきが舞う。魔術の衝撃が土砂を巻き上げ、咆ほう哮こうが大気を震わせる。

　新緑の森は今や、戦場と化していた。

　鎧騎士が右手剣を振るえば、何本もの大樹が一度に伐採され、即死級の威力の飛礫つぶてとなる。

　炎熱を纏まとった左の砲撃は幹を貫通、逸それた砲弾も枝葉を燃え上がらせる。

　剣と砲撃、どちらかでも直撃すれば、命はないだろう。

　まさに、一撃必死の瀬戸際の戦い。

　──そんな極限状況でありながら、ウェズリーは自身が高揚しているのを自覚していた。

（見える……見えるし、避よけられる！　僕は、十分に戦える──！）

　もともと、ウェズリーはそれなりに体術もこなす。これまでそれが戦場で発揮されなかったのは、獣アロステイアと近接戦闘をこなすという自殺行為をよしとしなかったからだ。

　だが、今のウェズリーは臆おくしていない。死を厭いとわぬ心地になって初めて、ウェズリーの身体からだは戦場の緊張感に強こわ張ばることもなく、躍動していた。

　それができたのは、享楽的に獣アロステイアと斬きり結ぶキリエを間近で見てきたからだ。

（……悔しいが、これはキリエに感謝だな）

　そのキリエはと言えば、無謀にも鎧よろい騎士に特攻。左右に歩を刻んで大ぶりの剣けん戟げきをかわし、その足の間に滑り込む。

「ハッ！」

　足の関節の裏に曲剣を突き立てる。外殻に保護されている表側と違い、関節の裏は隙すき間まがあると踏んだらしい。斬ざん撃げきは肉体に食い込み、鎧騎士が苦しげな咆ほう哮こうを上げる。

　馬のように持ち上げた前足でキリエを踏みつぶそうとするが、キリエは華麗なステップでその全すべてを回避していく。

　鎧騎士がキリエに気を取られていると、その眼前に手の平大の球体が放ほうられる。ザックの短銃から放はなたれた弾丸が球体を撃ち抜くと、白煙が獣の視界を塗りつぶした。

　混乱して棒立ちになる獣に、ウェズリーが練り上げた魔ま導どう式しきに魔力を注つぎ込む。

「《焼き尽くせ・煉獄の炎蛇フエーゲフオイアー・シユランゲ》！」

　鎧騎士の顔面に炎の蛇が巻きつく。

　鎧騎士は叫びながら頭を振って炎を振り払うと、激げき昂こうしたようにウェズリーへと向かってくる。

（──やっぱりだ）

　ウェズリーは確信する。

（こいつは見た目だけ人間の武器を真ま似ねしてるが、中身はしょせん、ただの獣だ）

　それならば、いくらでも手玉にとれる。

「分かりやすいんだよ！　──《埋葬せよ・白砂の棺シユネーフエルト・ザルク》！」

　魔術が生み出した流砂に足をとられ、鎧騎士は重々しい音を立てて転倒。

　その肩に、キリエが飛び乗った。逆手に握った曲剣を、肩部の外殻の隙間に突き立てる。

　ぐりぐりと抉えぐるように曲剣を動かすと、鎧騎士は叫びながら身を捩ねじる。

　──問題ない。まともに正面からやりあおうとすれば恐ろしい敵だが、障害物が多い森の中、キリエの動きとザックの機転、そしてウェズリーの手数で翻ほん弄ろうすれば十分に戦える。

　とはいえ、ダメージは与えているものの、どれも致命傷には遠い。

（外殻を貫けるだけの火力が必要か……）

　ここにきて、火力不足が足を引っ張る現実に奥歯を嚙かむ。

　かくなる上は、一いちか八ばちかで上級魔術を使うか。今なら十分な威力での発動が可能かもしれない。

　そんな算段を立てるウェズリーだったが──鎧騎士に変化があった。

　鎧騎士が背中を丸める。メリメリと音を立て、背中の装甲が内側から開いた。

　飛び出したのは、無数の触腕。鞭むちのようにしなるそれは先端に鉤かぎ爪づめのような器官を備えており、それ自体が軟体動物の触腕のように自律的に動く。

「キリエ……ッ！」

　叫びが届くより早く、数十もの鉤かぎ爪づめが背中に乗ったキリエへと殺到。

　キリエは飛びのきながら双剣で迎撃。いくつもの鉤爪を叩たたき落おとすが、隙すき間まを抜けたいくつかの鉤爪がキリエの身体からだに到達。少女の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。

　落下するキリエ。その下に回り込んだザックが受け止め、鎧よろい騎士から離れる。

　襲い掛かる鉤爪を身を屈かがめてかわしながら、ウェズリーと合流。

「大丈夫なのか!?」

「にゃはは……ちょっち、油断しちゃったな」

　ザックの腕の中で冗談めかして言うが、額には玉の汗が浮かんでいる。何か所も切り傷を負っており、特に右足に受けた傷が深いようだ。いつものように動き回れそうにない。それでも致命傷がないのは、あの極限状況で迫る鉤爪を双剣で切り払っていたからだろう。

　鎧騎士が立ち上がる。

　さっきまでは両手の武器に注意を払っていればよかったが、今や背中から生えた数十本もの触腕にも注意しなければならない。対して、こちらはキリエが戦闘不能状態だ。

（僕がやるしかない……！）

　ウェズリーは覚悟を決め、魔ま導どう式しきを構築する。

　描き出すは、上級魔術。本来なら、自分の能力の限界を超えた大魔術だ。だが、今はこの魔術に一いち縷るの望みをかけるしか──

　ドクン

　突如として、全身の神経に楔くさびを打ち込まれたような激痛が走る。

「が……ッ！」

　頭の中で火花が散るような感覚。視界が真っ赤に塗りつぶされる。喉のどの奥から溶岩がせり上がってくるような異様な熱さと痛みを感じ、直後に喀かつ血けつする。

　ザックがなにか叫んでいたが、頭の中で響く血流の音がうるさくてほとんど聞こえない。

　──なにが起こっているか、見当はついた。霊脈を過剰励起した状態で高レベルの魔術を行使しすぎたため、霊アストラル体に溜たまった負担がついに限界を迎えたのだ。

（くそっ……！　こんなタイミングで……！）

　唇を嚙かみしめ、霧散した魔導式を再度描き直そうと体内の魔力圧を高めようとするが、直後に脊せき髄ずいに無数の針を突き立てられたかのような痛みが走り、集中が途切れる。

　脂汗を流し、ぶるぶる震える手で地面を搔かき毟むしりながらも顔を上げ、獣アロステイアを睨にらみつける。

（考えろ……っ！　なにができるか考えろ！）

　いくつかの方策が浮かび、その全すべてを頭の冷静な部分が却下する。

　さらに、明滅する視界の先で、泥の津波が押し寄せてくるのが見えた。

　気が付けば、自分の身体が後方に引っ張られている。どうやらザックが襟をつかんで引ひき摺ずっているらしい。

　鎧よろい騎士と泥の津波は、なぶるようにこちらを追い詰めてくる。

　やがて森が途切れ、崖がけっぷちに追い詰められていた。下方を流れる水音から、崖の下は急流だと察する。相当の落差があるようで、落ちれば命の保証はないだろう。

（ああ……さすがにこれは詰んだかな）

　──どうやら、もうできることはないらしい。

　唯一安心できたのは、フィオが逃げおおせたことか。

　銀髪の女性の顔を脳裏に思い浮かべ、幾ばくかの満足感を味わう。

　と──ウェズリーたちの前に出る者がいた。

　風になびく銀髪に、触れれば容易たやすく手折れそうな矮わい軀く。

「先生……？」

　それは、先に逃げたはずのフィオだった。

「なんで……！」

　フィオはこちらを振り向くと、少し困ったように微笑ほほえんだ。

　ざわり──と。背筋を悪寒が走り抜けた。

　直感としか言いようがないが、確信した。

　フィオはなにか、取り返しのつかないことをしようとしている。

　フィオは地響きをあげて迫りくる鎧騎士と泥の津波をまっすぐに見据え──その言葉を口にした。

「──第一門・開放」

　それは、英雄が力の制御を解き放はなつ鍵かぎとなる言葉。

　口にした直後、フィオの体内に流れ込む遍在魔力アストラルの総量が跳ね上がった。

　この時点で、霊脈を過剰励起した状態のウェズリーを遥はるかに凌りよう駕がする魔力圧だ。本来なら一瞬で霊アストラル体が崩壊するほどだったが、フィオはなんら痛つう痒ようを感じた様子もなく、さらに口を開く。

「第二門・開放──第三門・開放」

　みるみる跳ね上がっていく魔力圧に、むしろウェズリーは心強さよりも不安を覚える。

「なにを……、なにをやってるんですかっ、先生ッ！」

　明らかに異常だ。最初に開放した力が通じなかったから次の段階にいくのならわかる。

　だが──フィオは躊躇ためらうことなく、力の段ギ階アを上げていく。

「無む茶ちやはやめてください！　その身体からだでどうしようっていうんですかッ！」

「……この獣アロステイアを放ほうっておけば、いくつもの街が飲み込まれ、ますます手がつけられなくなります。ここで滅ぼさなければいけません」

「だから……、なにをしようとしているんですか!?」

「中途半端な力では意味がない──それ以前に、まだわたしの霊脈は回復していないので、通常の方法では魔術を使えません」

　通常の方法では使えない──それはつまり、抜け道があるということか。

　しかし、ウェズリーはそこに不穏なものを感じた。

　この二百年、連綿と受け継がれ改良されてきた魔術の基本発動手順。基本とはもっとも効率化され、完成された手順だ。それを無視するような方法が、果たしてまともなものなのか……？

　鎧よろい騎士がフィオに怯おびえたように足を止める。唸うなり声ごえは、目の前にいるのが自分にとっての天敵であると悟ってのことか。

「第四門・開放」

　さらにフィオの魔力圧が上がる。一流の魔術師メイガスが制御可能な魔力圧の何十倍、いや何百倍もの力が、フィオの小さな身体からだの中に凝縮されていく。

　身体を覆う白い光は輝度を増し、フィオが光っているのか、光の中にフィオが溶けているのかもわからなくなる。

　まるでそれは、フィオそのものが光となってこの世から消えてしまうようで──

「……っ！　だめだ、先せ──」




「最終門──開放」




　フィオの輪郭が、光に溶けた──ウェズリーはそう錯覚した。

　そこにいたのは、人の形をとった純粋な魔力の結晶だった。

「先……生……？」

　そこにいるのが全く知らない誰だれかのように思えて、ウェズリーは恐る恐る声をかける。

　けれど、フィオはウェズリーを振り向き、いつものように微笑ほほえんだ。

「ウェズリー君。わたしは──君に英雄を継いでほしかった」

「…………え？」

　──それは、少年がずっと欲しかった言葉。

　自分の無才を必死に否ひ定ていし続けてきた。身の丈に合わない服を着て背伸びする滑こつ稽けいさを知り、それでも抗あらがい続けた。

　そして今──そんな自分を、初めて他人が認めてくれた。

　けれど、ウェズリーにはそれがなぜか、別れの言葉のように聞こえ。

「──ごめんなさい」

　続いて告げられた言葉に、頭の中が真っ白になった。




　──英雄というのは、元来短命であるとされている。

　それは戦場の最前線で誰よりも苛か烈れつに戦うがために、桁けた違ちがいに濃い瘴しよう気きにさらされるからだ。

　本来ならフィオの身体に破は綻たんが訪れるまでには、まだ時間はあるはずだった。

　しかし、五年間の生き急ぐような戦いは、フィオの身体を着実に蝕むしばんでいた。












　英雄の力を継承するための手段が見つからないことに焦ると同時に──フィオは心のどこかで、その時を待ち望んでいた。

　──意識が光に溶けていく。

　大気を満たす遍在魔力アストラルと自我との境界が薄れ、世界を循環する魔力と一体化していく感覚がフィオを満たす。

　巨大なものの一部となることには途方もない安心感があり、これまで抱えていた不安や焦りが削そぎ落されていく。

　肉体の縛りから解き放はなたれ、超自然的存在となる──それは確かに、一種の解放だった。

　周辺一帯の大気を満たす魔力が、渦のように自分へと収束していくのがわかる。

　経験ではなく、本能で理解する。もはや霊脈の異常など関係なく、魔ま導どう式しきを描くなどという余計な手順を経へずとも、手足を動かすように力を行使できると。

　天から見下ろす無数の目を得たかのように、フィオの意識は拡大し、深くまで見通す。

　大陸は、巨大な闇やみに覆われかけていた。

　今、自分の目の前に迫る一際巨大な闇に意識を傾ける。

　泥の獣アロステイアの全容を一瞬で把握する。地形を飲みこみ、津波のように押し寄せる獣は本来ならば途方もない脅威のはずだったが、今のフィオにとっては手の平に乗っているも同然だ。

　手を伸ばせば届き、容易たやすく握りつぶすことができる──その確信があった。

（ああ──ヒューイット様も、この視点で世界を見たんですね）

　今ならば、あの時のヒューイットがどんな気持ちだったか、わかる気がした。

　消え去る最後、ヒューイットは笑っていた。それは、あらゆる懸念と無縁のこの視点を得たからこその笑みだったのか。

　ふと──光の中に、ひとつの影を見た。

　赤銅色の髪の毛。皮肉げに歪ゆがめられた口元。世界を斜めに見ながらも、どこか温かい瞳ひとみ。

（ヒューイット様──）

　夢か現うつつか、自分が望んだがために現れた幻か。それとも、英雄の力がヒューイットの魂アニマを引き寄せでもしたのか。

（ヒューイット様──わたし、ようやくあなたの元へいけます）

　ヒューイットは薄く笑んだまま、なにも答えない。ただ、黙って手を差し伸べてきた。

　引き寄せられるように、フィオは右手を伸ばし──ヒューイットの口が、なにごとかを呟つぶやいた。

　──いいのか？

　そう言っているように思えた。

（え…………？）

　困惑する。

　フィオの左手をつかむ感触があった。

（なに……？）

　とまどってそちらを見ると──そこには、必死な顔をした少年の姿があった。




「先生……ッ、駄目だ、行くなッ──！」

　光の中に消えようとするフィオの姿に悪寒を覚え、気がつけばウェズリーは光に飛び込んでいた。

　フィオがどういう状態にあるのかも、自分のしたことがどういうことかもわからぬまま伸ばした手は、確かにフィオの手をつかんだ。

　──フィオを失いたくない、ただその一心が、彼に状況を忘れて行動させた。

　それは、なんの合理性もない彼らしからぬ感情任せの行為だった。

　光の中で、フィオが振り向くのが見えた。

　驚いたような表情で、たった今こちらに気づいたとでも言うように目を見開いている。

　──その時、フィオがなにを思ったのかはわからない。

　輝度を増した光が膨れ上がり──フィオの輪郭の中に収められていた膨大な魔力が解き放はなたれる。

「先────！」

　自分の声さえも聞き取れない、光と音の暴力に翻ほん弄ろうされ──ウェズリーの意識は、白い闇やみに吞のまれた。




　意識が緩やかに浮上する。

（…………僕は……生きてるのか……？）

　いささか間の抜けたことを思い、痛む身体からだを庇かばいながらどうにか身を起こす。

　景色が一変していた。

　下草も木々も根こそぎ削りとられ、陥没した地面が放射状に広がっている。あれだけ広範囲に広がっていた泥の獣アロステイアの姿は、どこにも見当たらない。

　抉えぐれた地面の端に引っかかるように倒れた鎧よろい騎士は、辛うじてその半身だけが残っていた。四本あった脚部と右腕は砕かれ、左腕と胴体、頭部だけが転がっている。

　ウェズリーのすぐそばには、覆いかぶさるようにしてキリエを庇うザックの姿があった。その周囲だけは地面が抉れていないことから、守護するための力が働いたのだろう。

「これが……英雄の全力……」

　ヴィクティム西部の荒野に刻まれた窪みクレーターほどではないが、文字通り地形すら変えるほどの凄すさまじい力に、ウェズリーは畏怖を覚える。

　──だが、あれにはなにか不吉なものを感じた。すぐにでも止めなければならない、そう思わせるなにかを。

「……っ！　先生は……！」

　フィオはすぐそばに倒れていた。今まで気づかなかったのは、目の前に広がる光景があまりにも異常だったのと──フィオから生きた人間の気配が感じられなかったからだ。

「……、先生！」

　咄とつ嗟さに抱え起こす。心臓付近に耳をあてると、小さくはあったが鼓動を感じた。

　さきほどの攻撃の反動で頭を打ちでもしたのか。安心しかけるが、すぐに異常に気づく。

「……なんだ、これは…………？」

　愕がく然ぜんとする。

「霊脈が……動いてない…………？」

　──霊脈とは、肉マテリアル体における血管にも等しいものだ。絶えず微量の遍在魔力アストラルを取り込んでは、霊アストラル体を構成する体内魔力と交換していく。そうすることで、人の霊アストラル体は正常な状態を保つ。

　霊脈の働きが弱まっていたり、部分的に滞っているのならわかる。だが、今のフィオの霊アストラル体は一切の活動をしていなかった。

　まるで、霊アストラル体の標本のようだ。人の霊アストラル体の形を模しただけの、異質ななにか──それが、今のフィオの状態だった。

（僕が、途と中ちゆうで止めたからか……？　けど、あのままじゃあ先生は……）

　──自分はなにか、取り返しのつかないことをしてしまったのではないか……？

　そんな恐怖が、ウェズリーの心を支配する。

　……ぞる……ぞる……

　と。濡ぬれた肉を引きずるような不快な音が聞こえ、弾はじかれたように顔をあげる。

　そこには、細切れになった泥の塊が互いに近づいていく光景があった。

（生きてた……!?　これだけの破壊の中で……!?）

　愕がく然ぜんとする一方で、冷静に推測もする。恐らく、あの泥は地中深くにまで浸透していたのだろう。消し飛ばされたのは地表にでていたものだけで、地面の下にもぐっていた部分が滲にじみだすように姿を現したのだ。

　フィオが原因不明の昏こん睡すい状態に陥るほどの代償を払ったというのに、この獣アロステイアは倒しきれなかったというのか？

（──違う、そうじゃない）

　都合のいい解釈をしようとする自分を、ウェズリーはおぞましく思う。

（僕が途中で止めたせいだ。そのせいで、先生の力は制御されずに暴発した……！）

　ここで倒し切れるはずだった恐るべき敵を倒し損ねた。他ならぬ、自分のせいで。

（……違うっ！　先生は、この世界に必要な人だ！　なんとしても、生き延びてもらわなければならない……！）

　萎なえそうになる思考に鞭むちを打ち、ウェズリーはフィオを抱えあげる。

　小柄なフィオとはいえ、芯しんまでぼろぼろな今のウェズリーには負担が大きい。それでも、逃げなければいけない。

「ザック、立てるか？　ここはいったん逃げて、体勢を立て直して──」

「避よけろウェズリー！」

　ウェズリーの言葉に被かぶせて、ザックが叫ぶ。

　ウェズリーは見た。鎧よろい騎士の残ざん骸がいが、残った左腕をこちらに向けている光景を。砕けた砲身の奥で、赤々とした炎熱が膨れ上がっている様を。

　砲撃音。

　砲弾はウェズリーの手前に着弾した。

　爆風がウェズリーの身体からだを巻き上げる。

　天地が入れ替わり、景色が流れる。

　浮遊感。いつまでもやってこない地面との衝突。

　ザックの叫び声が聞こえるが、足元に遠ざかっていく。

　否。自分が落ちているのだ。崖がけの下へと。そこを流れる急流へと。

　ウェズリーとフィオの姿は間もなく水柱の中に吞のみこまれ、水流の中に消えた。







　──どれだけの時間が流れたのか。

　一時間以上経過したような気もするが、案外十分程度しか経たっていないかもしれない。

　なんにせよ、ウェズリーは気が付けば水辺の砂利の上を這はいずっていた。

「がほっ、げほっ……、……くっ」

　肺の中に入った水を咳せきと共に吐きだす。

（先生は……？）

　視線を落とすと、強こわ張ばった自分の左手がフィオの腕をつかんで陸地に引き上げていた。無意識のうちだったが、なんとかフィオを放はなすことなくここまで来られたらしい。

　──あれだけの落差で水に叩たたきつけられて意識を失わなかったのは、ほとんど奇跡だった。その後は必死にフィオの身体からだを抱き寄せ、ひたすら流された。

　身体のあちこちを打ち付けているらしく、身じろぎするだけで全身が痛んだ。

（どこだ、ここは……？）

　空は暗く、既に星が出ていた。

（月の位置からして、陽ひが沈んで二時間ってとこか……）

　川に落ちた時はまだ、太たい陽ようは高い位置にあった。思ったより長い時間流されていたことになる。

（よく無事だったな……）

　とはいえ、もとより霊アストラル体がぼろぼろだったところに無む茶ちやをしたせいで、身体はがたがただ。まるで全身の骨が鉄塊に置き換えられたようだ。

　ザックたちは無事だろうか。泥の獣アロステイアは大部分が消滅していたし、鎧よろい騎士も満まん身しん創そう痍いだった。キリエの傷は深かったが、即座に死につながるものではない。ザックがついているのだから、うまく逃げられたと信じたい。

　周囲を見渡すと、簡単には登れない高さの崖がけが川の両岸に延びている。幸いにも、川の東側──宿場街のある岸へと流れ着いたため、登れる場所さえ見つければどうにかなりそうだった。

　月明りを頼りに周囲の地形を確認する。崖の下にちょっとした洞どう窟くつのような空間ができているのが見えた。奥行きもあまりない小さな横穴だったが、風をしのげるだけありがたい。

　ウェズリーはフィオを横穴に寝かせると、川岸に転がっている流木を拾い集める。今にも意識を失いそうな中、どうにか一抱えほどの流木を集めると、横穴に入って空気が通る隙すき間まができるように組みあげる。

　魔術を発動できるか不安はあったが、どうにか初級魔術なら使える程度には霊アストラル体の状態が安定したらしい。小さな魔ま導どう式しきから生み出した炎を流木に移し、火が消えないよう慎重に息で風を送る。

　十分に火が燃え上がったところで衣服を脱いで下着姿になる。凍えるような季節ではないが、夜の大気は濡ぬれた肌には冷たい。

　少し躊躇ためらってから、フィオの衣服に手をかけて脱がす。

　不思議と恥ずかしさはなかった。ただ、生存するための本能だけが身体を動かした。

　学院から持ち出したローブは特殊な処理が施されており、高い撥はつ水すい性せいを持っているためほとんど濡れていない。便利だからと持ってきたローブだったが、今ほど役に立ったことはこれまでなかったように思う。

　フィオの身体からだを腕の中に抱き、ローブを羽織って体温を逃がさないようにする。

　焚たき火びに当たりながら、ようやく身体を休める。

　ふと思い出し、ローブのポケットを探ると包装された携帯食料が出てきた。包装を開くと、少し水に濡ぬれた携帯食糧レーシヨンが出てくる。チップ状にした牛肉を牛脂で固めたもので、保存がきくようにやたらと塩辛い。食感は最悪で、味のことなんか考えてもいない、これを食べるくらいならそこらの草を食った方がマシだと言われている品だ。

　普段なら一口たりと食べたくない代物だったが、無心で口の中に放ほうり込こむ。

（──生きなきゃ）

　ただ、それだけを思う。

　フィオは微かすかに呼吸はしているものの、目を覚ます気配はない。

　この人を無事に連れ帰る──それだけが、ウェズリーの気力を支えていた。

　これまでの自分の判断が正しかったかどうか、ウェズリーにはわからない。それでも、

（この人の手をとったことだけは、間違いだなんて思いたくない）

　それはただの願望かもしれない。あの場でフィオの手をとり、泥の獣アロステイアを倒しきる機会を逸したことは、後に大きな災厄を招くかもしれない。

　だが、フィオを守り切って生き延びなければ、その結果すら知ることはできないのだ。

（だから──絶対に、この人を死なせはしない。二人で生きて帰る）

　そのためにも、明日、山を下りるための体力を回復させなければならない。

　揺らめく焚き火の炎を睨にらみつけ、ウェズリーは固く心に誓った。





　　　３






　一夜明け、ウェズリーはフィオを背負って街道を進んでいた。

　背中に背負ったフィオは、相変わらずみじろぎひとつしない。

　疲労によろめきかけるたび、歯を食いしばって耐える。

「……ねえ、先生。聞こえていますか……？」

　気を紛まぎらわすように、背中のフィオに声をかける。

「あなたは、気持ちよくこの世界にお別れして、一人でどこかへ消えるつもりだったのかもしれませんけど……そんなの、僕が許しません」

　流れる汗が顎あごから滴り、地面を濡らす。

「この世界は、まだあなたを必要としています。キリエや……僕だってそうです」

　自分でも驚くほど、するすると本音がでてくる。

「僕があなたの手をつかんだ時……あなたがいなくなることが嫌だっていうことしか、頭の中になかった」

　感傷的になっている自分に苦笑する。

「まいったな……全然理性的じゃない」

　──いつからこうなってしまったのだろう。以前の自分は、もっと割りきった考え方をしていたはずなのに。

「ほんと……あなたに会ってから、調子が狂いっぱなしだ。……先生には責任、とってもらいますからね」

　目に入った汗に顔をしかめながらも、ひたすらに前だけを見据える。

「僕をこんなに感情的な人間にしておいて、このまま目を覚まさなかったら……絶対に許しません」

　返事はない。期待していたわけではないが、やはりささやかな落胆はあった。

　──と。

　上り坂の先で、ぷつんと風景が途切れている。どうやら、あそこで下りに切り替わっているらしい。となれば、景色が開けて宿場街が確認できるかもしれない。

　震える足に鞭むちうって、最後のスパートをかける。

（……キリエとザックは、もう宿場街に戻っているかな？）

　あるいは、自分たちを探しているかもしれない。向こうから迎えに来てくれれば一番ありがたいのだが。

　そんなことを考えながら、ウェズリーは坂を上りきり──




　獣アロステイアの大群に襲われ、炎上する宿場街を目の当たりにした。




　なにが起こっているのか、一瞬ウェズリーは理解できなかった。

（…………え？）

　膝ひざをつく。

　森から溢あふれだした暗褐色の泥の怪物が、既に街の半分を飲みこんでいた。

　同時に、何体もの〈黙示録の獣アロステイア〉が街のあちこちで暴れ回っている。

「そんな……どこから……？」

　──いや。わかっている。その事実を直視したくないだけだ。

　あれは、昨日フィオが仕留め損ねた泥の集合体だ。

（先回りされた……）

　どうやって？　と思い、すぐに気づく。

「地下水脈……！」

　昨日、奴らは地中深くにまでもぐっていた。ならば、網の目のように広がる地下水脈を移動するのも容易たやすいだろう。

　他の獣は、遠くから呼び寄せられたのだろう。恐らくは、昨日のタイタン型のように。その証拠に、獣たちの身体からだには寄生するようにまとわりつく泥の獣が確認できる。

　燃える家の中から、子供を抱えた母親が飛び出すのが見えた。

「……っ、逃げ──！」

　家の陰から飛び出した泥に、母子は一瞬で飲みこまれた。

　それだけではない。街の至る所で人々が泥に吞のみこまれ、あるいは獣アロステイアに殺されている。

　──それはこの数百年、この大陸で幾度も繰り広げられた光景だ。自分たちの手の届かないところで、これと同じようなことが起こっているのは知っていた。

　しかし、ひとつだけ他と違う点がある。それは、この惨劇が自分の判断の結果として起こったということだ。

（……僕だ）

　砕ける。

（僕が……先生の手をつかんだから──）

　それだけは間違いではないと思っていた──思おうとしていた。

　その確信が、砕ける。

　──自分がフィオを止めたせいで、泥の獣を倒しきれなかった。

　それが原因で守られるはずだった人々が命を落としている。

　──フィオを失うことは、確かに大きな痛手だ。

　だが、目の前で繰り広げられる酸鼻を極める現実の前には、フィオを助けるために起こした行為だなどという言い訳は、力を持たない。自分で自分を誤ご魔ま化かすこともできない。

『凡人には凡人なりのやり方がある。──そこをはき違えていると悲惨だぜ』

　ザックの言葉が頭をよぎる。

（ああ……そうか。これが、あんたの言っていたことか……）

　──見ろ。これがおまえの行動の結果だ。なにかを成せる気になって粋がり、勘違いしたガキの起こした悲劇だ。

（先生……）




　──僕は……間違えてしまったみたいです──




　ウェズリーの中で、長年張り詰めていた何かが弾はじける。

　横の森から、なにかが現れる。

　泥を纏まとった獅し子し頭の獣──ライカン型が、目の前にいた。

　ライカン型はウェズリーの前に立つと、ナイフのような鋭い鉤かぎ爪づめを振り上げる。

　それが振り下ろされれば自分は死ぬという現実を理解していながら、ウェズリーは動く気になれなかった。

　ライカン型が爪つめを振り下ろす──その直前。

　獅子の頭が弾はじけ飛とんだ。

　頭部を失って倒れ伏すライカン型の向こうに、見知った男が立っていた。

「なにボケっとしてんだ！　立て、ウェズリー！」

　ザックだった。どうやら、自分たちより早く宿場街に戻っていたらしい。

「……いいんだ、もう」

　力なく呟つぶやくウェズリーに、ザックは不審げに眉まゆを寄せる。

「僕にはもう、なにもない……いや、最初からなにもなかったんだ……」

「……なにをナーバスになってんのか知らんが、そういうのは落ちついてからにしろ」

　ザックは背負われたまま身動きしないフィオに気づく。

「お嬢ちゃんはどうした？」

「……わからない。昨日からずっとこうだ」

「そうか……よくここまで戻ってきたな。お嬢ちゃんは俺おれが運ぶ」

　ザックはウェズリーの背中からフィオを抱えあげると、顎あごをしゃくって立つように促す。

「迎えが来てる。合流するぞ」

「迎え……？」

　この状況で、誰だれが迎えに来るというのか。

　直後、周囲に濃い影が落ちた。雲が出たわけではない。もっと近い、頭上すぐの場所になにかが現れたような威圧感。

　ウェズリーは反射的に空を見上げ──絶句した。

　船だ。巨大な船底が、頭上に浮かんでいた。

　船底の数か所には、円形の金属部品が取り付けられている。その表面が青白く輝く様子には見覚えがあった。

（魔ま導どう式しき……？　金属で再現しているのか……？）

　空を行く船は緩やかに旋回し、空中で静止。その甲板から顔を出した人物が叫ぶ。

「乗りたまえっ、少年！」

　その輪郭シルエツトと声には、覚えがあった。

「あれは……」

「いいから、さっさと乗るぜ。俺たちで最後だ」

　ザックはフィオを抱えたまま、甲板から降ろされた縄なわ梯子ばしごを器用に登る。

　困惑しながらも、ウェズリーはザックに続いた。




　船内に招きいれられると、至る所に宿場街の住民と思おぼしき者たちがいた。

　甲板で座りこんでいた者も含め、その数は数十名にも上るが──

「助けられたのはこれだけだ」

　帽子のつばを押し下げ、ザックがぼやく。

　あの宿場街は比較的規模が小さいとはいえ、それでも住民は百を超えていたはずだ。そのうちの半数以上が命を落としたこととなる。

「無事でなによりだ、少年」

　背後からかけられた声に振り向くと、そこには見知った男が立っていた。

「ヴァルトシュタイン卿……」

「キリエ君は先に治療を受けさせている。君も診てもらうといい。ああ、フィオ君は医務室に運ばせておいたよ。気絶しているようだが、頭でも打ったのかね？」

　ウェズリーはその問いには答えず、逆に問い返す。

「……なにが、どうなってるんですか？　この船はいったい……」

「うむ。先日、吾わが輩はいの旧友が対〈黙示録の獣アロステイア〉兵器の研究を進めていると言ったであろう。それが、これだよ」

　確かに聞いてはいた。だが、手持ちの武器か、せいぜいが投石機カタパルトのようなものだと思っていた。それがまさか、空を飛ぶ軍艦だとは。類は友を呼ぶと言うが、さすがはこの変人貴族の知り合いといったところか。

「魔力伝導性の高い金属で物理的に描いた魔ま導どう式しきに適切な魔力圧をかけることで、魔術と同様の現象を起こせるそうだ。開発者は魔導機関と呼んでおった。さしずめ、この船は魔導船といったところだな」

　普通の帆船と異なり、天井や壁にいくつもの配管が走っている。伝声管には見えないので、これも魔導機関とやらの一部だろうか。

　しかし──なぜエドアルトがここにいるのか？　どうやってこちらの窮状を知ったのか？　訊ききたいことは山ほどあった。

　その様子を見てとったのだろう。エドアルトが鷹おう揚ように頷うなずく。

「少年。君の疑問はもっともだ。気になるのだろう？　──この船の名が」

「いやそれはどうでもいいんですけど」

　案の定、エドアルトの耳にウェズリーの声は届かなかったらしい。

「ならば答えよう。これぞ吾輩が秘密裏に建造を命じていた人類の最終兵器にして、攻防一体の移動要よう塞さい──その名も、〈フライング・エドアルト号〉！」

「……〈ブラズニール〉だっつってんだろ脳ミソ入ってんのかド腐れ低能原生生物が」

　船首側から苛いら立だちのこもったしゃがれ声が聞こえてくる。声の主の姿が見えず、また枯れたような声質からは性別も年齢も判別できない。

「……誰だれです？」

「この船の製作者の一人だ。どうにもうっかりさんのようで、吾輩が貴族であることをしばしば忘れてしまうようだ」

「……忘れてねーよてめぇの風通しのいい脳ミソと一緒にすんな神経引っこ抜くぞ眼鏡」

　暴言が続くが、エドアルトは特に気にしていないらしい。ヴァルトシュタイン家ではよく見る構図ではあったので、ウェズリーは気にしないことにした。

「それで……どうしてあなたがここに？　僕たちの危機を、どうやって知ったんですか？」

「少し違うな。吾輩が君たちを迎えに来たのは、君たちの危機を察知してのことではない」

「…………？　どういうことです？」

「うむ。本来なら吾わが輩はいが颯さつ爽そうと登場した成り行きを、とっくりと十時間構成の歌劇オペラにでもして説明すべきなのだが──まあ、見た方が早い。こちらへ来たまえ」

　先導するエドアルトに続き、階段を登る。階段の終わりにある甲板への扉に手をかけたところで、エドアルトが振り向く。

「これが、君の問いへの答えだ。念のために言おう。これは現実だ」

　不審に思いながら、扉を抜けて甲板に出る。




　──大陸中で、火の手が上がっていた。




　遥はるかな高さから見下ろす光景は、本来なら感嘆の吐息のひとつも出ただろう。

　だが──ウェズリーはそれどころではなかった。

　鳥のように俯ふ瞰かんできる視点だからこそわかる。

　さきほど宿場街で見た地獄が、大陸の各所で再現されていた。

　森林の広がるカルナ地方。赤茶けた荒野が広がるサウスロック地方。そして──聖王都を擁する東部、コルティス平野まで。

　その数は、十や二十どころでは収まらない。

「──理解したかね？　吾輩は君たちの窮状を察したのではない。大陸全土が、獣の襲撃を受けているのだ」

　足場が崩れ、奈落の底に落ちていくような喪失感の中、エドアルトは苦々しく続ける。

「三日前、大陸中で同時多発的に〈黙示録の獣アロステイア〉の襲撃が始まった。まるで、タイミングを申し合わせていたかのようにね」

「……福音騎士団エヴアンジエル・オルドは？　聖王都きっての精鋭集団が派遣されれば、ちょっとやそっとの獣アロステイアの群れくらい──」

「聖王都は落ちた」

　一瞬、なにを言っているのかわからなかった。

「…………え？」

「安全だったはずの東部に獣が現れた時点で、聖王都の指揮系統はほぼ麻ま痺ひした。情報が錯さく綜そうし、福音騎士団が本領を発揮する間もなく、聖王都は泥状の獣の侵入を許した」

　──地下水脈。地上にいくら防衛網を張ろうと、獣は地下を通る手段を手に入れていた。それではもはや、地上の防壁や監視網など意味がない。

「戦力を周辺都市に派遣するどころか、真っ先に襲撃を受けた聖王都は機能不全に陥った。吾輩は郊外の魔導技術研究所にいたから難を逃れられたが、もはやこの船一隻でどうにかできる状態ではなかった。……聖王陛下がご無事かどうかすらわからない。

　その状況で吾輩が選んだ最善手は、君たちと合流することだった。頼りきりで申し訳ないが、聖王都が陥落した今、フィオ君が人類にとっての最大戦力だからね」

　感情を押し殺した淡々とした声で、エドアルトが告げる。

「少年、これは戦争だ。既に初手は〈黙示録の獣アロステイア〉に許してしまった。だからこそ、二手目をしくじるわけにはいかない。──これからの一週間の戦いが、人類の命運を決定づけると思いたまえ」

　愕がく然ぜんとするウェズリーに、エドアルトは重ねて言う。

「戦うのだ、少年。──これからの七日間を、人類最後の七日間にしないために」




　ウェズリーは理解する。

　五年前に現れた神化個体のような一個の強大な戦力が敵側にいるわけではない。それでも、これはこの二百年で最大の危機なのだと。

　前線都市のような重要拠点に戦力を集中させてこそ、人類は〈黙示録の獣アロステイア〉に抗あらがってこられた。だが、これでは前線も後方もない。

　──地獄の釜かまの蓋ふたは開かれた。もはやこの大陸に、安息の地はない。

　そして──ウェズリーだけが知っていた。

　人類はこれから、最大戦力たる英雄フイオを欠いた状態で、未み曾ぞ有うの危機に立ち向かわねばならないのだと。

　──英雄フイオは目を覚まさない。

　いっそのこと、自分も眠り続け、長い悪夢を見ているのだと思いたかった。

　しかし、これは紛まぎれもなく現実で、悪夢を見ている暇などない。

　この現実に勝る地獄など、誰だれにも想像できないのだから。










　赤褐色の乾いた大地。その中に、闇やみを凝固させたような漆黒の塊があった。

　遠目には大地に落ちた黒い染みのようにも見える。だが、望遠鏡越しに覗のぞくと、それらは四本足の巨人の集団であるとわかる。

　右手が剣、左手が盾つきの砲身という異形の鎧よろい騎士が、荒野に整然と布陣していた。

「……間違いないね」

　隣からかけられたキリエの言葉に、荒野の高台に伏せたウェズリーは頷うなずく。

「ああ──ヘカトンケイル型だ」

　同じく伏せていた偵察兵が息を飲む。

「やはり、あれが……して、魔術師メイガス殿、相手の数は？」

「推定で二十騎。その奥にも、小型の獣アロステイアが大量に控えている。百は下らない」

「馬鹿げてる……っ」

　ウェズリーの見立てに、他の偵察兵が絶望するように喘あえぐ。

「あの新種、タイタン型より強いんだろ？　そんなのが二十騎なんて……勝てるはずがない！」

　半狂乱に陥る兵士を、隣の兵士がなだめる。

「落ち着けって。大丈夫だ、おれたちには英雄がついてる。そうだろ？」

「そうだ！　なんたって、先代英雄はヴィクティムでは二千体の獣と、千メートルの化け物を倒したって話だからなっ！」

「そうだよ、もうすぐ合流するって話じゃないか。それまでの辛抱だ！」

　勇気づけられ、パニックを起こしかけていた兵士もどうにか落ち着きを取り戻す。

　随分と話が盛られているようだったが、それだけ『英雄』という半偶像に対する期待が大きいということだろう。実際的な戦力以上に、『英雄』は精神的な支えとしての役割が大きいようだ。

「…………」

　そんな彼らを、ウェズリーは隈くまの浮いた顔で見つめる。

　──彼らは知らない。彼らが頼りにしている英雄が、昏こん睡すい状態にあることを。

　既に七十二時間──まる三日経たってもなお、目覚める気配がないことを。

　医術的、魔術的なあらゆる処置を施したが、成果はなかった。フィオの霊アストラル体は一切脈動しないまま、今もヴァルトシュタイン邸で静かに眠っている。まるで、もうそこに魂が無いかのように。

　──エドアルトと合流してから二日、可能な限りの人々を魔導船でヴィクティムまで運んだ。それに合わせて兵士を募っているが、かき集められた戦力は十分とは言えない。

　不気味にも、獣アロステイアはこの二日間動きを止めている。まるで、戦力が整うのを待っているかのように。

「てーかさ。あれ、昨日より増えてるよね」

「……おまえの目にもそう見えてるんなら、残念ながら僕の勘違いじゃないみたいだな」

　ウェズリーの脳裏を、エールスベルク近郊で見た光景がよぎる。

　泥の獣に包まれた、黒い果実──そこから現れた新種、ヘカトンケイル型。

　恐らく、こうしている間にも敵兵力は次々に生産されているだろう。

　──エドアルトが予見した期限リツトまで、残り五日間。それは、〈黙示録の獣アロステイア〉に正面から対決を挑むまでの猶予だ。それを越えれば、人類の心が先に折れる──そう見越しての期限だった。

　だが──果たしてそれまで保つのか？

　さきほどの兵士の狼ろう狽ばいを見るに、彼らの勝算は英雄フイオあってのものだ。だが、あと五日でフィオが目覚める公算などない。

　むしろ──二度と目を覚まさないことすら考えられる。

　今はまだ、兵士たちは『まもなく到着予定』の英雄に希望を見み出いだせている。だが、このまま英雄が兵士たちの前に姿を見せない状態が続けば、いずれ疑念が生じるだろう。

「…………」

　偵察兵たちが私見を述べ合うのを遠くに聞きながら──ウェズリーは、どこか覚悟が感じられる眼まな差ざしで荒野の果てを見ていた。







「ヴァルトシュタイン卿、お願いがあります」

　ヴィクティム、ヴァルトシュタイン邸。

　偵察の報告を行ったウェズリーは、エドアルトに切り出した。

「なんだね、少年」

　相変わらず背筋はぴんと伸びていたものの、さすがにその顔と声には疲労が滲にじんでいる。ほぼ不眠不休で働いているのだろう。

「兵士の士気が下がっています。今はまだ『英雄』を拠より所どころとしてどうにか秩序を保っていますが……実質、既に限界だと思います」

「……君にもそう見えるか」

　ため息をつくエドアルト。珍しく弱音を吐く。

「フィオ君の戦線離脱は痛手だった……というより、吾わが輩はいが提示した七日間という猶予は、フィオ君ありきでの予測だ。このままでは──」

「〈黙示録の獣アロステイア〉との衝突を待つまでもなく、計画は瓦解する」

　──人は臆おく病びようだ。臆病であるがゆえに、他者との協調を重んじ、秩序を作る。

　だが、その中から一人でも逃げ出す者がいたらどうだ？　今度は『先に逃げた者がいる』という大義名分のもと、逃走者が後に続くだろう。

　そうなれば、もはや聖王都の二の舞だ。

「だからこそ──『英雄』が必要です」

「それはそうだが……少年？」

　エドアルトは眉まゆ根ねを寄せる。

　ウェズリーの目には、強い意志の灯があった。

　なにがあってもやり遂げるという、強い意志。

　この局面にありながら──英雄フイオの異常事態を知りながら、そこには塵ちり芥あくたほどの諦あきらめも認められない。

　──わずか数日。再会した時は、あれほどまでに打ちひしがれた顔をしていたというのに。

「……何を考えている？　どうするつもりだ、少年……？」

　目の前の少年の変化に戸惑いながらも、エドアルトは問う。

　ウェズリーはまっすぐにエドアルトを見つめ、口にする。

「避難している一般人と、兵士を集めてください。全員です」

　苛か烈れつなまでの眼まな差ざし。

　──そうして、少年は口にする。




「僕が、英雄になります」




　エドアルトは瞠どう目もくしながらも、即座に理解した。

　この少年は──英雄を騙ろうとしている。

　なれど、それは決して虚栄心や慢心からくるものではない。

　エドアルトは、しばし瞑めい目もくする。

「……覚悟は、できているのだろうね？」

　試すような問いに、ウェズリーは躊躇ためらいなく頷うなずいた。




　──ウェズリーは理解している。

　それが途方もなく大きな罪であるということを。人々を裏切る行為だということを。

　その上で、彼は選んだ。

　偽りの英雄になるという大罪を。

　世界を欺いてでも、人類を纏まとめ、滅びに抗あらがうために。

　──覚悟は決めた。

　世界を救うために、世界を騙す。

　これから自分が演じるのは、贋がん作さくの英雄だ。万一虚偽が明らかになった時、罵ば倒とうこそされ報われることのない道だ。

　──構うものか。

　胸の奥に宿った覚悟が強固なものであると確認し、ウェズリーは思う。

　──世界を救うためなら、詐欺師にでも大罪人にでもなってやる──




　それが茨いばらの道であると、人の上に立つ立場のエドアルトは誰だれよりもよく知っている。

　ウェズリーも理解しているだろう。その上で自ら選んだのなら、エドアルトは彼を止める言葉を持たなかった。

「──ならば、このエドアルト・ヴァルトシュタインが証人となろう。共犯者となろう。──君と共に、偽証の英雄を祀まつり上げよう」

　少年の──否、成長を遂げた一人の男の目を見据え。

　エドアルトは高らかに宣言した。




「ウェズリー・グレイフォード──君が、二十代目の英雄だ」





──to be continued







あとがき







　どうにか２巻をお届けすることができました、秋あき月つきです。

　期待には応こたえ、予想を上回る、そんな意識で小説書いてます。

　１巻はいかがだったでしょうか？　タイトルや表紙のイメージからは想像しにくいラストだったと思うので、作者、割と戦々恐々。

　この２巻執筆中は六年使い続けたＰＣがご臨終されたので新調したり、少々値の張るオフィスチェアを購入したりと、仕事環境が地味に変わりました。

　これで仕事のペースが上がればいいのですが、ちょっと年末年始のゲーム新作ラッシュがね。やばいですね。どうしましょう。どうにかなれ。

　今回のあとがきはなんと２００％の大増量です。て言っても、１巻はあとがき１ページだったので３ページですが。




　ネタバレしない程度に本編のことでも。

　１巻のラストで主人公がああなったものですから、新しく読者の目となるキャラクターが必要になりました。

　で、本シリーズの核は『英雄』、つまりはヒーローです。ヒーローと言えば作者的にはアメコミ映画の印象が強いです。（ラ〇ダーとかウ〇ト〇マンも好きですけどね）

　メンタル的ナチュラルボーンヒーローな某キャプテンや、力を持つ者としての責任を自分に課した某カメラマンとか、ヒーローにはそれぞれの背景があるわけですよ。

　この２巻は「英雄が実在する世界で英雄に憧あこがれた少年」の物語です。

　そして同時に１巻から続く、ひとりの少女の物語でもあります。

　これから先、大きく物語が動きます。

　破滅に向かう世界で、彼、そして彼女の物語はどんな結末を迎えるのか──乞うご期待！（セルフハードル上げ）




　まだ尺があるので趣味の話でも。

　地方暮らしです。遊び場はあまりなく、友人の大半は地元を離れてます。となると、趣味は自然とインドア系になるもので。もっぱら小説読んで漫画読んでアニメ見て映画見てゲームやる日々です。

　物語性のあるものはどうしても分析して見ちゃうので、ゲームが一番リラックス＆ストレス解消になりますね。

　最近はダークソ〇ル（一作目）をぼちぼちやってましたが、その他にも積みゲーがちらほら。エル〇ースク〇ールオンライン買ったはいいけどまだ起動してないし。ていうか、始めてしまったら歯止めが利かなそうで躊躇ためらっている状態。オープンワールド好きなんですよね、旅してる気分になれて。でも気づいたら二、三時間は余裕でフィールド歩いてたりするんで困りもの。

　まあ、言うてもそんなガチゲーマーでもないので、仕事に影響が出るほどはやりませんけどね。ええ。大丈夫、仕事してますよ。……本当ですよ？




　ここからは出版までにご尽力いただいた皆様に感謝の言葉を。

　イラストの水鏡みかがみまみず様、今回もふわっとしたイメージを魅力的なイラストにしてくださりありがとうございます！

　担当編集様、特に初稿の問題点の指摘、ありがたく思っています。もっと余裕をもって自分の作品を見れるよう、精進します。

　デザイナー様に校正様、書ききれませんが販売までにご尽力いただいた全ての方々に感謝を！

　そして、この本をお買い上げ頂いた読者様。これからもお楽しみいただけますよう、最善を尽くしますので、今後とも秋あき月つき煌こう介すけをよろしくお願いします。

　それでは、次の本でまたお会いしましょう！


平成28年12月　秋月煌介

















特別付録　書き下ろし短編







「ヘルベルカー。どこじゃー、ヘルベルカー……お？」

　ヘルベルカを探していたソーニャは足を止めた。使用人部屋の机に向かうキリエの背後にヘルベルカが立っている。キリエは見習い用のメイド服で、呻きながら首を捻っていた。

「ここにおったか。……ん？　なんじゃ、キリエ。なにか悩んでおるようじゃな」

　顔を上げたキリエがソーニャを見て。

「なんだ。おじょーさまか」

「なんだとはなんじゃ。ヘルベルカもじゃが、お主も大概じゃな……まあよいわ、見せてみよ。──ふむ、算術か。わらわが年上として、アドバイスのひとつもくれてやろうぞ。……って、なんじゃその胡散臭そうな顔は」

「だって、なんか年上って気がしないんだよね、おじょーさま。チビだし」

「なんじゃとぉ!?」

「こら、キリエ。仕えるべき主に向かってなんという口の聞き方ですか」

　口を挟むヘルベルカを、ソーニャが「そうじゃ、言うてやれ言うてやれ」と後押しする。

「そもそも、あなたには忠誠心というものが足りていません」

「うむうむ」

「だいたい、お嬢様が人並みの成長を遂げていたらいじり甲斐がないでしょう」

「おいこら待てい。忠誠心どこ行った」

「忠義の形は一つではないのです。主従の数だけ忠義があり、その形は当人たちにしかわからない──そういうことです」

「いやどういうことじゃ!?　わらわも分からんわっ、そんな一方通行な忠義！」

　ソーニャの叫びを完全に無視し、ヘルベルカは話を戻す。

「しかし、やはりキリエに算術は向いていないようですね。会計役の補佐に回す、ということも考えたのですが。取り柄と言えば、猿のようにすばしっこいことくらいですか。ああ、刃物の扱いはやけに慣れてますね。この前台所の包丁でジャグリングしていましたし」

「げっ、バレてた……あ、あれはほら！　手が勝手にっていうか、癖みたいなもんで！」

　あたふたするキリエに呆れた視線を向ける二人。

「ところでお嬢様、わたくしになにかご用でしたか？」

「ん？　おお、そうじゃ。フィオのことじゃがな。中央から沙汰があって、旅に出る許しは出た。ただ、あやつは能力が随分と偏っておるからのう。護衛役が必要なんじゃが、そこらの傭兵に任せるのも心配じゃし、どうしたもんかと思っての」

　ヘルベルカは「ふむ」としばし思案し、キリエに目を向ける。

「馬鹿と鋏は使いよう──ですか。あなたの才能の活かし方、見えてきたかもしれません」

　意味ありげなヘルベルカの視線に、「へ？」と目を瞬かせるキリエ。

　それは、フィオとキリエが〈黙示録の獣〉討伐の旅に出る、数週間前の出来事だった。









　著者

　秋月煌介（あきつき・こうすけ）

　　『天牢都市〈セフィロト〉』で第11回ＭＦ文庫Ｊ新人賞佳作を受賞してデビュー。

　　最近買ったオフィスチェアがいい感じです。ＰＣも新調して心機一転。ただし身体がぽんこつなので誰か機械の身体くださいタダで。




　イラストレーター

　水鏡まみず（みかがみ・まみず）

　　こんにちは、水鏡まみずです。２巻ですね。はやいですね。

　　突然ですが僕は隠れてるところも描く派です。湯気の後ろとか。

　　見せられないのが残念ですけど、これからも描いていこうと思います。
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英雄エルフちゃんが二人の弟子を育てます！
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